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文

博多湾に画した福岡市は鶴翼状に拡がった都市ですが、豊かな自然環境と歴史的な遺産に恵

まれています。特に西部地域は手つかずの自然景観を残しているところですが、近年における

福岡市の著しい市街化によって開発を余儀なくされており、その姿を変貌しつつあります。
ふ

特に九州大学の移転事業に関連して、西部地域の開発計画は公共・民間事業を問わず杖挙に

暇がない程です。福岡市西部地域の自然環境と歴史的遺産を保護し後世に伝えてゆくために、

日頃その保存に努めることは言うまでもなく、文化財や自然環境との調和のとれた開発が望ま

れるところです。

福岡市教育委員会では、今後、西部地域における各種の開発事業に伴い、失われゆく埋蔵文

化財の保存・保護措置に努めていく所存です。

本書は平成4年度に発掘調査を行った桑原遺跡群の調査成果について報告するものです。こ

の調査地点は、従来から周知されていた桑原飛櫛貝塚の分布範囲に位置しており、縄文時代貝

塚の他、弥生時代から鎌倉時代までの遺構・遺物を発見することができました。なかでも貝塚

の調査は、縄文時代後期の土器や石器．獣骨・人骨など豊富な遺物が出土しており当時の生活

を知る重要な手懸かりになるものと考えられます。

本書が市民の埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としてご活用

頂ければ幸いに存じます。

平成8年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　剛



例

1・本書は西区桑原の市道拡幅工事に伴い、福岡市教育委員会が平成4（1992）年11月2日から平成

5（1993）年1月23日の期間中に発掘調査を実施した桑原（くわぼる）遺跡群調査報告である。

2・発掘調査は、文化財部埋蔵文化財課の井澤洋一、吉武学が担当した。

3．本書には桑原遺跡第1次調査の桑原飛櫛貝塚調査について収録する。平成6年度の第432集では弥

生時代から鎌倉時代の遺構について報告した。

4．本書に掲載した遺構の実測は、井澤洋一、吉武学、西口キミ子、多田映子、福田小菊が行った。

5．遺物の実測は田中昭子、池田孝弘、福田が行った。尚、石器、獣骨等の自然遺物ついては器械実

測を行い、吉田扶希子、廉等香、田中が担当した。

6．遺構の製図は牛房綾子が、遺物の製図は廣寄、吉田、井澤が担当した。

7．遺構の写真撮影は井澤、吉武が、遺物の撮影は牛房が行った。

8．本書に掲載する遺物一覧表は池田孝弘、吉田扶希子、池田洋子が作成した。

9．本書作成にあたっては、西口、多田の協力を得た。

10．遺構番号は発掘調査中に於いて検出した嘘に番号をふり、本書では遺構略号を遺構番号の頭に付

けた。遺構の略号として用いたのはSR（土墳墓）、SX（貝塚）である。

11．本書の遺物番号は遺構の種類毎に通し番号で示し、挿図．図版番号に一致させている。

12．本書に用いた方位は磁北である。

13．本報告にかかわる図面・写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵．保

管される予定である。

14．本書の執筆は井樺が担当し、編集は井津が行った。

遺跡調査番号 9 2 4 3 遺　跡　略　 号 K W R －1

地　　　　 番 福岡市西区大字桑原字立浦762－1，877－1 分布地図番号 桑原129

開　発　 面　積 40，000㎡ 調査対象面積 500m 2 調 査 面 一積 300m 2

調　査 期　 間 1992年 （平成 4 年）11月 5 日～1993年 （平成 5 年） 1 月23 日
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第1章　はじめに

1．発掘調査に至る経緯
福岡市西区今津に所在するゴミ埋立処分場は平成7年頃に限界に達するため、新たに埋立処分場の

用地が求められることになり、西区大原の相子岳の北側山麓に約65，000㎡を確保して、新西部埋立場

の工事が進められることになった。又、同時にゴミ搬入道路の確保も重要な課題となり、元岡・桑原・

大原に至る地域において既設道路の拡幅及び新設の計画がたてられ、平成3年度から工事着手の予定

であった。埋蔵文化財課では、平成2年度から工事主体の環境局施設課と協議を継続して行い、平成

3年より新西部埋立場の建設予定地の試掘調査を開始した。Ⅰ期工事区城は相子岳の東麓部における

場内整備と周回道路の建設が予定されていた。試掘調査の結果、柱穴等を発見したので全面調査とし

た。平成3年から新西部埋立場内の発掘調査を行い、平成4年度には大原地区の大原A遺跡に相当す

る搬入道路及び桑原遺跡の道路拡幅工事に伴う発掘調査を実施している。

当該地は元岡から桑原に至る間の搬入道路として既設道路の拡幅工事区間である。用地員収の関係

から試掘調査が平成4年度にズレ込んだため、全体の工期の関係から試掘調査で遺跡を発見した場合

は平成4年度中に発掘調査を対応しなければならない状況となった。

2・発掘調査の組織

調　査　委　託

調　査　主　体

調　査　総　括

試　掘　調　査

発　掘　調　査

整　理　報　告

福岡市環境局施設部施設課

福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

埋蔵文化財課長　折尾学（前任）

井澤洋一、吉武学

井澤洋一、吉武学

井澤洋一（現福岡市博物館学芸課）

庶　　　　務　吉田麻由美（前任）、西田結花

整理補　助　牛房綾子、吉田扶希子、康等香、池田孝弘

調査協力者　橘良平、橘知子、吉川春美、横尾泰広、谷吉美、西口キミ子、坂本バツ子、堀タヶ子、

多田映子、福田小菊、大神ハルヨ、柿木初子、重松トシコ、中村敦子、岡部和重、浜

地優子

整理作　業　田中昭子、福田小菊、多田映子、西口キミ子、三浦明子

（平成7年度）

以上の他、地元において作業員の募集に関して、元岡公民館主事の中村勝利氏にご尽力をいただき、

調査に際しては、桑原町内会長　中村安太氏（前）、中村祐雄氏、東桑原会長の中村純一氏にご協力を

いただいた。排土置場の用地は地権者の中村勝利氏、大神幸男氏にお願いした。更に環境局施設課の

小山田謙二、龍隆博、吉田信康の各氏をわずらわせたことに謝意を表するものである。
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今

1・大原A遺跡
2．大原B遺跡
3．大原C遺跡 1i喜；：芸琶蓋蓋霊i：：蓋冨琶蓋霊A群ili≡壺貰蓋曇芸群ili誉霊

Fig．1桑原遺跡群と周辺の遺跡（縮尺1／2，500）
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3．立地と歴－史的環境

福岡市は明治22（1889）年の市町村制の地行により、人言5万人、面積約5k㎡でスタートしたが、

その後、周辺町村を合併し1市30町村で形成され、現在その面積は336・81k㎡に至っている。桑原地区

は旧志摩．郡元岡村に属しており、元岡村は昭和36年に福岡市に合併した。

福岡市最西端の西ノ浦岬は、博多湾の境でもあり、ここから西は玄界灘に面する。この地域は糸島

水道を境にして、福岡市西部の早良平野．今宿平野とは地形の様相を異にする。かつては入江が複雑

に入り込み、又、独立した島喚群を思わせるものがある°今津湾は、今では江戸時代の寛文5（1665）

年に始まった今津潟の干拓により狭められているが、古くは大原川河口から直接今津湾にでることが

できたと思われる。志摩郡の名称は、「日本書紀」に「島郡」がはじめてあらわれる。後に「横言本紀」

では「志摩－」と呼ばれ、郡内に「韓良」「久末」「登志」「明敷」「鶏永」「川辺」「志摩」の7郷があっ

たといわれる。当該地は登志郷内にあたる。桑原地区は糸島水道の北側にあって、今津湾の西奥に位

置し、北東方向の海岸部には大原の砂丘が存在する。山稜が海に迫り、小さな開析谷が複雑に形成さ

れ、この開析谷に水田が営まれる。遠く北に相子岳（254m）、東に今－津の毘沙門山（140m）、西に石ヶ

岳（99．2m）に三方をへだてられるが、南に糸島水道が開け、交通の安徳にあたる立地条件にある°　元

岡．馬場・初を経由すれば引津湾へ届き、糸島水道を西に加布里湾へ至り、更に、北へ革場を経由す

れば東林寺が所在する唐泊に至る。遺跡は今津湾を中心として多く存在しており、弥生時代の今津．

長浜貝塚や、石斧製作地の今山遺跡や春山遺跡等が存在する。この時代は周辺の引津湾や加布里湾岸

において支石基も多く発見されていることから、古くからの対外交流と交易を中心とした生業を営ん

でいたことが伺える。古墳時代は志唐原に相当し、古代には、大宝2（702）年の川辺郷の戸籍中に志

摩郡大領の肥君猪手がいたことが記されている。この肥君猪手は大宰府観世音寺の製塩を行っていた

と云われる。平安時代未にはこの地域に恰土庄がおかれ、この時に皇室領の桑原圧もおかれたと云わ

れる。又、仁平元（1151）年の博多．箱崎の大追捕により、一時衰えた博多貿易を今－津湾を中心とし

て負ってきたため、今－津担過など中世遺跡や寺社も多く存在し、又、臨済禅と茶を伝えた禅僧栄西は

誓願寺の創建に関わり、また、今津において宗教活動を行った。栄西が記した「孟蘭盆一品経縁起」

が有名である。今－津湾は古代．中世における中国．朝鮮交流との重要な拠点でもあり、．軍事的拠点で

もあった。鎌倉時代の文永の役は博多、筑前に多大な被害を及ぼしたが、元の襲来に備え幕府は日向

国・大隅国に命じて、今津海岸・大原海岸に石築地を構築させている。南北朝から戦国時代を通じて

この地域も戦乱とは無縁ではなく、少式、大友、大内氏といった守護大名の支配が目まぐるしく変わ

る中で、名主．国人層は対応を迫られた。筑前国守護少弐氏の衰退と共に、大友氏は筑前支配を強め、

豊前国守護であった大内氏と博多貿易や筑前国の支配に関して対立し、相子岳城を筑前西部の戦略拠

点とした。又、その支城として桑原に水崎城をおき、元岡に志摩城をおいて、憎土の高祖城にいた大

内勢と対向した。天文2（1532）年には大内義隆は相子岳城を落とし、一時期城番をおいているが、

その後は和睦によって大友氏一族の臼杵親連が入城し、大友氏が耳川の戦いで敗れ衰退するまで、こ

の地域は大友氏と志摩－7党による支配が行われている。

環境局の工事区城における遺跡は昭和57年発行の「福岡市文化財分布地図西部II」によれば、北か

ら大原古墳群A・大原古墳群B・大原A遺跡．大原B遺跡・大原C遺跡・桑原飛櫛貝塚が所在する。

大原A遺跡は平成4年度に圃場整備事業に伴い発掘調査を実施し、弥生時代の住居跡、古代の製鉄遺

構・掘立柱建物、中世の掘立柱建物等を発見した。大原B遺跡は昭和51年に病院建設に伴って緊急発
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掘調査した。弥生時代後期の住居跡1軒を検出し、住居跡内に投棄された土器の一群から鹿を描いた

絵画土器が出土している。新西部埋立場内の試掘調査は平成3年度から実施されており、現在まで縄

文時代晩期から中世までの遺跡が存在することが判明している。この遺跡群は新たに発見したもので

総称して大原D遺跡の名称を与えている。平成3年度の第1次調査において、古墳時代後期の円墳、

平安時代の製鉄遺構．掘立柱建物、時期不詳の焼土壙等を検出した。平成4年度の第2次調査では古

代の製鉄関連遺構、縄文時代晩期の水路・土壙．埋甕を検出した。平成5年度の第3次調査では縄文

時代晩期～中世の遺構が発見されている。又、大原B遺跡と大原C遺跡の間には新たに古墳時代の住

居跡が存在する遺跡が発見されており、これは大原C遺跡を拡大してとらえている。更に、桑原飛櫛

貝塚と大原C遺跡の間にも遺跡が存在し、南側の製鉄関係の遺跡を東桑原遺跡、北側の中世遺跡を大

原C遺跡に含めた。
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Fig．3　桑原遺跡群と調査区位置図（縮尺1／2，000）
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第2章　桑原遺跡第1次調査

1．調査経過

福岡市環境局は福岡市西区大原において今津のゴミ処理場に代る新西部埋立場の建設に計画着手し

ているが、この工事に伴い工事用道路や搬入路整備を余儀なくされており、計画では平成4年度から

桑原地区の既設道路の拡幅工事に着手する予定であった。しかしながら、用地買収等の関係から平成

4年度に工事がズレ込み、且つ、試掘調査によって遺跡が発見された場合は、当該年度中に調査を行

わなければならない状況にあった。当該地は、桑原飛櫛貝塚の分布範囲内にあるため急ぎ試掘調査を

行うこととなった。

現況の地目は水田である。試掘調査は平成3年10月29日に実－施した。道路拡幅は4m～10mである

が、現道との高低差が2．5mもあるために、重機を使用するには残土処理の問題や電柱等の障害物が存

在した。このために試掘が充分に出来ず、Fig．4のようなトレンチ配置となった。試掘の結果、工事予

定地の北側及び南側は開析谷が存在することがわかった。開析谷の土壌はヘドロ堆積であったが、中

央の第1トレンチにて耕作土の下より黒褐色粘質土の包含層を検出したため調査対象として保存協議

を進める事となった。平成4年度の搬入道路工事は既に橋梁の架け替工事や遺跡が存在しない地域の

拡幅工事が着工されていた。発掘調査期間は当初、貝塚の存在を確認できていなかったため、2週間

程度とみていたので、事前審査の2名で発掘調査の対応をすることとなった。

発掘調査は平成4年11月5日～平成5年1月23日まで実施した。

2・立地・環境

遺跡の立地する台地は今津湾の西側に画しており、北側に浸食した長さ約400m、開口部広さは約100

mを測る開析谷の開口部に相当し、今津潟の形成される以前は、湾の入江が迫っていたと考えられる。

当該地はこの開口部の右岸にあって、標高約80mの山塊から東－南方向へ延びた丘陵の舌状部分に位置す

る。舌状台地の南側は大原川による削平を受け低位段丘を形成している。南側の段丘面は現地表の水

田面から約2mの深さに検出することができる。地山は頁岩で、上部に1－2mの堆積層が存在する。

当該地の水田の標高は約6mを測る。又、台地北側は開析谷の浸食を受けて段落ちとなり、ヘドロ堆積

が著しい。周辺では谷の北側奥に東桑原遺跡の製鉄遺跡が存在し、大原川を隔てた東側の水崎山には

水崎城がある。

福岡市内の縄文時代貝塚は元岡瓜尾貝塚と桑原飛櫛貝塚の2ヶ所が確認されているが、いずれも現

在まで発掘調査が行われておらず、遺跡の範囲も定かではない。

飛櫛貝塚については昭和47年に防火用水槽の建設工事中に発見され、人骨、獣骨、貝輪、土器等の

遺物が採集されており、縄文時代後期に比定されている。元岡瓜尾貝塚は低い海岸段丘上に形成され

ており、永尾溜池（大阪の池）を築いた際に、池畔に貝層があらわれたと云われる。昭和43年2月3日

に県史跡に指定された。この貝塚からは、土器、石器、骨角器、人骨、シカ・イノシシなどの獣骨等

が出土しており、土器の時期から縄文時代後期に比定されている。元岡瓜尾貝塚は九州大学移転用地

に含まれているところから、今－後、規模や時期の確認調査が行われるものと期待される。
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Fig．4　桑原飛櫛貝塚第1次調査地点位置図（縮尺1／800）
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3．第1地点の調査概要

（1）概　要

調査対象範囲は当初は現道の東側の道路拡幅部分であったが、発掘調査に着手したところ現道の西

側も協議事項にない暗渠工事を実施されており、一部貝層が露出していた。このため、この場所を第

2地点とし、急遽発掘調査を芙施したが、掘削は終了しており写真撮影と実測図の作成にとどまった。

第1地点は長さ100m、幅は4－10mの道路東側の拡幅部分である。現状は水田で、3枚に跨がってい

る。発掘調査に先立って試掘調査を行ったが、途中に電柱等が存在し、これらの障害物のために全域

に及ぼすことができず、南側に1ヶ所、北側に2ヶ所の3ヶ所のみトレンチを設定した。その結果、

T2では耕作土の下にへドロ堆積がみられ遺構は存在しなかった。叉、Tlでは、南側はヘドロ堆積で

あったが、北側では住居跡状の遺物包含層を検出したため調査の対象とした。試掘調査の時点では中

世遺構及び、貝塚を確認できなかったため弥生時代～中世の遺構を対象とした発掘調査を考えていた。

遺構面の台地は西側の南北方向の開析谷と、東西方向に貫流する大原川の開析により、鋸歯状に東

に突き出し、側線部は段丘を形成している。弥生～古墳時代或いは中世の集落形成時には、貝塚や地

山の削平、或いは客土を行っている。遺構面は鎌倉時代、弥生～古墳時代、縄文時代の3面が存在す

る。

貝塚はⅠ区の中世整地層の下に検出した。南北の長さ18．8m、東西4m、深さ0．9mを測る。貝塚は

上面を中世の整地のため削平を受けており、又、南側は弥生～古墳時代に深さ60。㎡程切下げられてい

る。員層の堆積状況は中央部はほぼ水平堆積であるが、北側の縁辺部分の堆積層の傾斜は強い。又、

貝層内には旧表土層と考えられる薄い混土の貝殻破砕屑が存在している。

発掘調査では調査対象地の中間部に電柱が存在したため、電柱から北側をⅠ区、南側の包含層検出

地域をII区、電柱が存在していた区画をIII区として設定した。II区では表土除去作業の結果、試掘調

査で検出した住居跡状の遺構が包含層の一部であることが判明した。遺構面の検出は困難を極め、土

層を徐々に下げながら遺構面の検出に努めた。遺物が出土する面を任意の遺構面としたが、土層状況

とほぼ合致するものと考えられる。Ⅰ区では1－4面、II・IIIでは1－3両の遺構面を検出した。遺

構はI区にて平安末～鎌倉時代の掘立柱建物、縄文時代貝塚、土墳墓3基、II区にて古墳時代の住居

跡5軒、土壙2基、縄文時代の土壙墓2基、III区では中世土壙2基、溝1条を検出した。

（2）土　層

Ⅰ．II区に分けて土層の堆積状況を説明す

る。Ⅰ区は第1層が耕作土、第2層が床土、

第3層は灰黒色粘質土、第26層は灰黄色粘質

土であるが、これは水田造成時の客土と考え

られる。第28層は黄褐色粘質土で、この上面

より柱穴を検出したので、この面を第1両と

した。この面の北側は谷の浸食で段落ちとな

る。南側II区では削平を受けて存在しない。

II区第1面とは約40cmの段差がつく。又、第

L＝4，326m

L＝4，251m

L＝4，136m

L＝3，986m

L＝3・866m

L＝3，766m
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II区南側谷内トレンチ土層名称
1・黒灰色砂質土
2．灰黄色粘質土
3・青灰色砂質土
4・灰白砂層
5・青灰色砂層
6・黄灰色粘質土（頁岩風化土）

Fig．5　調査区南側谷土層模式図
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貝層Ⅰ　黄灰色に汚染される
貝層II　部分的に灰黒色に汚染される
青黒く汚染
貝層III　茶褐色、青黒色に汚染される
灰褐色粘質土に褐色土含む
暗青色粘土
灰青色粘土に砂粒含む

砂層と灰青色粘土層の互層
貝層III　青黒く汚染

51．

52．

52′

53・

54・

55．

56．

57・

58・

茶灰色粘質土に貝殻混入
焼土層
黒青色粘質土混土貝層
黄色粘質土
青黒色粘質土

暗灰色粘質土
黒色粘質土に貝殻混入
黒褐色混貝土層
灰黒色の混土貝層
青黒色混土

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

黒灰色粘質土（黒色が強い）
黒褐色粘質土に黄色土混入
黒灰色粘質土（青黒色）
暗黄色混土貝層

暗黄褐色粘質土
青灰色粘質土（黒に近くヘドロ状）
暗茶褐色粘質土に黒色土少量混入
黒色土（締まりがない）
暗黄色粘質土に貝殻混入
暗黄褐色粘質土に貝殻混入
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暗黄灰色土に青色土混入
暗黄灰色土
灰青色粘質土（青味が強く、締まりがない）
灰青色粘質土に青色土混入
黄灰色粘質土
灰黄色粘質土と青色土ブロックの混合土
灰青色粘質土
茶褐色粘質土

茶褐色粘質土
黒灰色粘質土

暗渠（現代）
青灰色粘質土
黒色粘質土（青色帯びる）
黒色粘質土
黒灰色粘質土に青色土混入
褐色粘質土
黒茶色粘質土（黒色が強い）
黒茶色粘質土

黄色帯びた灰青色粘質土
砂層

調査区東壁

／

調査区東壁土層名称
耕作土
灰黄色粘質土
暗灰黄色粘質土
灰黒色粘質土
灰黄色粘質土に青灰色土混入
灰黄色粘質土に青灰色粘土を多量に混入
茶褐色砂層
茶褐色砂層と灰青色粘質土の互層

黄灰色粘質土（砂粒を含む）
灰黒色粘質土に青色土混入

1．

2・

3．

4．

5・

6・

7．

8・

9．

10．

N

黄褐色粘質土（床土）
暗茶褐色粘質土（床土）
黒褐色土に灰青色土含む
黒色粘質土で、茶色帯びる
黒色粘質土
黒褐色混貝土

暗茶褐色混貝土
灰黄色混貝土
18で、混貝量少ない
黒灰色粘質土で、茶色帯びる
焼土層

L＝6．833m N

調査区西壁土層名称

1．耕作土
2．客土
3・灰黄色粘質土に灰色土ブロック含む
4．灰青色粘質土（鉄分沈澱）
5．4に褐色帯びる

6．灰褐色粘質土に焼土、鉄分含む（中世）
7．黒褐色粘質土に灰褐色土、焼土含む
8．砂利（客土）
9．混貝土層（客土）
10．青灰色粘土層（旧水田）
11・黄灰色粘質土（中世整地層）

・

調査区西壁

ト－1

ト－▲

Fig．6　調査区壁面土層図（縮尺1／80）



月

下
一

卜
0

1

1
0
m



30層は黒灰色粘質土で、貝殻の破砕物を含んでいるが、この面においても柱穴等の掘り込みがみられ

るところから、これも遺構面とみなすことができる。

この第30層の下に縄文時代の貝層が存在する°貝層の北側は谷の浸食を受け、南側のII区では弥生

～古墳時代の削平を受け段落ちとなっている。断面形は梯形状の堆積状となっているが、元来の貝塚

の高さ、幅を示すものではない。貝層の下は黄灰色粘質土であるが、グリッド調査で貝層を掘り下げ

たところ幾つかのグリッドの地山面で焼土面及びPitを検出している。しかし、湧水が著しく調査まで

至っていない。

III区は水田の地境にあたり、Ⅰ・II区の永田南とは高さ約40cmの段差がある。II区は耕作土の上面

に一部客土がなされている。第1層は耕作土で、床土は薄く、北側では下位に青灰色粘質土が堆積す

る。第2層は暗灰黄色粘質土で、この層も耕作土と考えられ、北側に幅130cmの排水溝が存在する。こ

の層の南側は大原川の氾濫による浸食を受けている。第3層は暗灰黄色粘質土、第4層は灰黒色粘質

土である。第4層上面にてPitが掘り込まれる。この上面を第1両とした。この層は厚く、遺物を多く

含む。下層の第16層は黄灰色粘質土であるが、第15・8層の遺構状の落ち込みである黒色粘質土層や

Pit等の遺構が存在した。これを第2両とする。第3面は青味を帯びた灰黄色粘質土を遺構面とした

が、遺構は小Pitのみで少なく、北側において縄文時代の獣骨．人骨を検出した。

II区南側の河川跡部分に設定した土層はFig．5に示した。土層は水平堆積をしており、間に砂層を含

むなど河川の堆積状況を示している。深さ5．6mに位置する第6層は頁岩質の風化土で、段丘面と考え

られる。水田面からの深さは約7mを測る。

（3）遺構面

Fig・8の遺構面模式図を参考にしていただきたい。I区第1両とII区第1両はII区の削平のため高低

差がある。Ⅰ区第1面のレベルは標高約6．2m、II区第1両は標高約5．6mを測る。I区第1両ではPit

群を検出したが、これらは建物の柱穴と考えられる。柱大内、及び整地層からは糸切り．ヘラ切り底

の土師器皿・坏の他、龍泉窯系青磁、中国白磁が出土している。II区第1両は上層を削平されている

が、古墳時代の住居跡を検出した。中世遺構、Ⅰ区からの連続性はない。Ⅰ区第2両とII区第1両は

ほぼ同一高さで、標高約5・9m～5・6mを測り、遺構面はⅠ区からII区へ、緩やかに南に傾斜し、II区で

S L＝7，083m N

L＝7，083m

第1面

」＝7，083m

第2面

第3面

Fig18　調査区第1－3両の遺構面断面模式図

－13－
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東側壁面土層状況①　北側

東側壁面土層状況③

東側壁面土層状況⑤

東側壁面土層状況②

東側壁面土層状況④

東側壁面土層状況⑥　南側

はPit群を検出した。出土遺物は弥生土器が多く出土したOI区のPitからは中世遺物の他、縄文土器も

出土している。III区においては土壙SK01を検出したが、形状から溝状遺構の可能性をもっている。東

－15－
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西側壁面土層状況①

グリッドB2．3西壁

西側壁面土層状況②

グリッドB4．5西壁

西側壁面土層状況②

グリッドB6・7西壁

西側壁面土層状況③

グリッドB8．C9西壁



Fig9　グリッド調査状況図（縮尺1／50）※凡例　●は土器　▲は骨を表す
番号は表1の備考欄に記載



C3土層名称

霊　需㍑㌫豊こ汚染
②C　②より明るい

③　黒色に近い暗青灰色に汚染、ヘドロの沈澱
③d　②より黒色が強い
③C　黄灰色土のヘドロ沈澱
③b　③に黒色土混入
④b　黒色土に炭化物混入

C4土層名称

①　（Ⅰ層）わずかに黄色に汚染
①C　①に黄色混土
②　（II層）灰黒色に汚染
②C　②に黄色混土
③　（III層）青黒色に汚染
④　黄灰色混貝土

C5土層名称

①　（Ⅰ層）わずかに黄色に汚染
①b　①より破砕貝が多い
①b　①に黒色土含む

①e　①より明るい、褐色土を含む
①a　①より明るい。
②　（II層）灰黒色に汚染

②C　②より明るい、貝の置存状態良い。
②b　黒色土多く含む
③　（III層）暗青色に汚染
④　破砕層

C6土層名称

①　（Ⅰ層）
①b　黒褐色土混入
②　（II層）
②b　淡黒褐色土混入
②e　②に淡褐色土を含む
③C　黒褐色土混入
④　灰白色粘土

B5ェ層名称

C6

（旧G4）

Aトレンチ

／■戸フ

遺物出土面
）

遺物出土第1面－
第2面．．－．
第3面．→

C5

（旧G6）

L＝4・666m

．　∴．．－　　3二一　・一1．．〕－　鳥∴

B3土層名称

摘萎警に汚染量億藍に汚染
③b　③より暗い青黒色土
④　暗黄灰色粘質土

B4土層名称
①

（①

②

②

②

b　①より黒色土多い
（II層）灰黒色に汚染
C　②より明るい

b　②に黒色土を含む破砕層

（I層）わずかに黄色に汚染　③C　③に黒色土混入

②b　黒色土の混土
②C　②より明るい
②d　②より暗い
③　（III層）

遺物出土面
く　一一

③　（III層）暗黄色に汚染
③b　③より青黒い
④　黄灰色混貝土

④　黒色土に破砕貝を含む

B6土層名称

雷　需接芸謂農に汚染
②e　②に褐色土多く含む
②C　②より暗い

③　（III層）暗褐色土を含む
③d　③より暗い茶褐土を混入

④　暗茶褐色混貝土（破砕貝層）
⑤　炭化物と暗青色土を多く含む

B7土層名称
①　　黒色土の混土
①b　混土貝層、黒色土を含む
②　（II屑）灰黒色に汚染
③d　暗茶褐色混貝土

④　暗茶褐色土の破砕貝層

C7土層名称
①b　黒色土混土

②　　青灰色土と黒色土混土
③　　茶褐色土混土
③d　破砕貝層
④　茶褐色粘質土（地山）

遺物出土面
C．一一一吉

L＝4．666m

C9・D9

－遺物出土第1面

第2面
第3面

L＝4・666m

B8

B8土層名称
①b　混貝土層　茶褐色土多い
②e　混貝土層　黄色土含む
③C　混土貝層　黄色土と炭化物含む
④　　黒褐色粘質土と炭化物混土層
⑤　　黄色土地山

C8・D8

C8．D8土層名称
（①b　混土貝層　暗褐色粘質土含む
②　　混土層　淡褐色粘質土含む
③　　混土貝層　黒褐色粘土を含む
④　　暗褐色粘土
⑤　　暗黄褐色粘質土（地山）

C9．D9土層名称
①b　混貝土層　暗褐色粘土を含む
②e　①より明るい混貝土　①よりやや暗く貝殻やや少ない
③　　暗褐色粘土を含む
④　　黄褐粘土

L＝4．666m

L＝4．666m

遺物出土面
く　　－

B3

遺物出土面
一一一一一一－3

L＝4・666m

C5

FigIO　グリッド貝層図（縮尺1／50）※濃いアミは炭化物破砕貝層を含む層

B2

BZ土層名称

①　（Ⅰ層）わずかに黄色土の汚染
①b　①に茶褐色土を多く含む
①C（①に青色土を含む
①d　①に黒色土と茶色土の混合土
②　（II層）灰黒色に汚染
②d（②に茶が混じる明るい。
③　（III層）暗黄色土の汚染
（③b　③より暗い青黒色に汚染
④　　破砕貝層



西方向の溝とすれば中世遺構を区画するものであろう。II区の第3両の遺構は少ないが、北側に貝殻

の破砕層が若干堆積し、又、遺構面において人骨、獣骨を検出した。Ⅰ区の第3両は貝塚を形成して

串り、厚さ約60－70cmの貝層の堆積が認められる。Ⅰ区第4両のレベルはII区第3両のレベルに一致

する。この面を当初の基盤面（生活面）とみることができよう。

4．遺構説明

（1）概　要

Ⅰ～III区における遺構面、及び遺構の概要については、桑原遺跡群第1次調査報告書の第432集にて

既述しているので、ここでは除く。ここではⅠ～III区の第3両に相当する縄文時代の貝塚、及び遺構

出土遺物について詳述する。

発掘調査の対象となった貝塚はⅠ．Ⅲ区の中世整地層の下に存在するもので、整地の際に貝塚上面

は平坦に削られている。Ⅰ区の北側は開析谷のため削平を受け、貝塚は断面を見せている。又、南側

のIII区は弥生～古墳時代に地下げが行われており、ここでは、貝塚は大幅に取り除かれている。この

ためII区の最下層の遺構面においては、破損を受けた土墳墓や獣骨片を多数検出している°Ⅰ～III区

に亘って検出したこの貝塚は長さ約17m、深さ80cmを測り、断面形は逆梯形状のマウンドを呈してい

る。調査面積は大略300㎡である。

II区では既述したように、貝塚そのものは弥生～古墳時代に削平を受けており、III区との境界でわ

ずかに第39．40層にみられるように混貝土層が存在する。この混貝土層上面、及び下層の地山である
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Fig111グリッド割付図（縮尺1／300）※アミは貝層の乾固を示す。

貝層上面の状況（アサリ、ハイガイ）
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貝層上面のフトへナタ11堆積状況
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黄色粘質土上面において、土壙墓2基、其の他多数の獣骨片、石器類を検出した。2基の土壙墓の内、

土墳墓SR01はIII区との境界地にて発見したが、湧水が著しいため人骨を検出するまでは土墳墓の存在

に気付かなかった。土墳墓SROlは第40層の混土貝層から掘り込んでいる。土墳墓SR03は削平のため著

しい破損を受け、人骨は頭部、下半身を失っている。

I．III区の調査はⅠ区の中世遺構の調査が終了した後、貝層の面を検出する作業を行ったが、この

時にやっとIII区に存在した電柱の撤去が終了したため、Ⅰ区の貝層検出作業と、III区の中世遺構の調

査を同時に進めることとなった。

Ⅰ区の貝層面の検出作業時において、Pitを検出したが、このPitには中世整地層と同様の暗い灰黄色

粘質土が充填されているところから、上層からの掘り込みと考えた。しかし、第28層の整地層上面か

ら掘り込まれていたPitの内、掘り足らないものも一部あるものの、他は新規に発見したPitである。貝

層上面は細かい破砕層を形成しているので、貝塚上面の削平整地によって一時的にこの面を生活面と

して利用しているものと考えられる。この面においては獣骨、土器等の散布が認められたがⅠ区の南

側において、土壙墓SR04（1号人骨）を検出した。叉、グリッド調査の初めに、G5・6にまたがっ

て検出した土壙墓SR02（6号人骨）もこの面から掘られた遺構である。いずれも上面は削平を受けて

いる。

Ⅰ区の貝層は純貝層で構成されていたと思われるが、上層の中世整地層等から浸みこんだヘドロ状

の堆積物が、貝層内に沈殿している。又、南側のIII区に相当するG15・16では、貝層内の混土の量が

多くなる傾向にあるが、南につづくG17・18では、混貝土層が主体となっており、II区の土墳墓SR01

周辺の混貝層と同じ様相を呈している。

（2）グリッドの設定

貝塚の調査に当たっては、最大で約2m幅の道路拡張部分の主軸方向に沿って2mX2mのグリッド

を設定した。グリッドの主軸方向はN17。EにとっているO狭い調査区のため2m四方のグリッドを組

むことは困難であったが、東側列にかろうじて2m四方のグリッドが設定できた。

グリッドの調査は前述したように当初は、Ⅰ・III区の貝塚調査を同時に着手する予定が電柱の撤去

の関係で不可能な状況にあったので、取敢えずⅠ区のみグリッドを設定した。Ⅰ区のグリッド番号は

便宜的に南側から北方向にG1－15の番号を付与した。III区については中世遺構の調査終了後の貝塚

の遺存状況を見極めて後、グリッドを設定するか否かの判断を行うことにした。中世遺構の撤去後に

III区ではⅠ区の南側のGl・2貝層の調査により貝層の連続性が認められるたので、Glにつづいて

北側からG15－18の番号を便宜的に与えた。最終的にはFig．11のグリッド割付図に示すように、南北方

向の軸を1－11番、東西方向の軸をA－Dとして、例えばGllはB2グリッドと云うように、正式な

グリッドの名称におきかえた。叉、グリッド調査を開始する前には、貝層の堆積状況を知るために、

Ⅰ区調査区の東側に沿ってA・Bの2本のトレンチを設定し、南北方向の貝層堆積状況の把握を行っ

た。叉、各グリッドでは少なくとも南北方向、東西方向の2両の土層図を作成した。土層観察用とし

ては、各グリッド間に幅40cmのベルトを残した。

（3）貝　層

貝塚は後背台地の縁辺を巻くように分布していると考えられ、今回の調査地点は、この貝塚の東側

へ伸びた舌状部分に相当するものである。貝塚分布の推定範囲はFig・3・4に示したとおりであるが、

従来の調査例から低位段丘の縁辺に形成された長さ100m前後、幅20－30m程度の貝塚規模を考えるこ
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とが可能である。

貝塚層位については、グリッドの調査以前に観察用として設定したA．Bの両トレンチによって大

略を把握した。Fig．6の土層図によれば、Ⅰ．III区の貝層は厚さ32－57cmを測る中世の整地層の下に存

在する。中世整地層は2両存在する。第1両は厚さ25－42cmを測り、南側の客土が厚い。これらは貝

塚の高さが北から南方向へ最大で約20cm減じているためである。第2両は厚さ7－15cmを測るが、こ

の層は貝塚上面を薄く覆う状態を示している。貝塚上面が北から南方向に傾斜しているため、この第

2両も同様に南方向に傾斜し、II区の中世遺構面（第1両）のレベルに一致している。

貝層は純貝層を主体としているが、上部に中世包含層等が存在し、雨水によって浸み込んだヘドロ

状の土が貝層内にからんでおり、混土貝層と誤認し易い状態にある。又、混貝土層や混土貝層と考え

られる層は、北側の開析谷によって削平された貝層斜面上に流れ込む土層と、南側のII．III区が接し

た地域においてのみ存在する。北側の第34層の暗黄色混土貝層、第50層の青黒色混土（破砕貝）層は

破砕貝を主体としており、2次的堆積物、或いは人為的な層とみることができるO南側の第52・53層

との境をなす第35．43．39層との間は断層状の層位を形成しているO第35層は暗い黄褐色土の混土貝

層、第39層は暗黄色土の混土貝層、第38層は黒褐色土の混貝土層、第43層は黒青色の混土貝層、第41

層は暗黄色土の混土貝層となっている。貝塚の主体となるのが第51－53層の純貝層であり、上記の第

35・38．39．43層は貝塚から東南方向に流れ出した2次堆積層と見倣せる。同様にFig．6の西堂の貝層

の堆積状況においてもこのことはうかがえる。

第40層の混貝土層中には土墳墓SR01・03が作られていることから、この貝層自体も元来は厚みのあ

る堆積をもっていたものと思われる。純貝層の第51－53層（貝層Ⅰ～III）の分離は、第53層が暗黄色

土の汚染を受けていること、又、第51層はわずかに黄色土の汚染を受けている。第52層は灰黒色に汚

染された部分をもち、これらの3層の間には薄い破砕層、又は黒色土層をかんでいることを主な理由

とした。便宜的に第51層を貝層Ⅰ、第52層を貝層II、第53層を貝層IIIとした。こられは更に混土状況

や汚染状況によって細分した。又、土層の北側では第51層（貝層Ⅰ）と第52層（貝層II）との間に第

45．49層を挟んでいる。更に第53層（貝層III）と第52層との間に第58層を挟んでいること、更に貝屑

Ⅰ～IIIの上面が東壁土層、西壁土層共に大略水平面を形成し、第52層（貝層II）の上面から掘り込ま

れたPitが多数あることなどから、分離が可能と判断した。

次にグリッド調査による南北方向、及び東西方向の土層を観察してみる。南北方向の貝層は上位の

層については東壁と同じ層序であるが、下位の貝層については部分的に乱れがみられる。南側地域で

は純貝層のⅠ・II層の下には混土貝層が存在する他、B2・B4ではPit状に落ち込んだ混土貝層が存

在する。東西方向の貝層では、南北方向の貝層層序に対して必ずしも水平堆積の状況はみられない。

B6．B7・C6．C7の各貝層がほぼ水平堆積を示すのに対して、B5・C5では下層は水平堆積

しているが、上位の貝層は傾斜堆積の傾向がみられる。G2－4・C3．C4は全体的に傾斜堆積が

顕著になっている。これは貝塚が台地の低段丘、或いは緩斜面に形成されるため、貝塚の中心をはな

れた地域は傾斜堆積となるのであろう。又、間層として傾斜堆積した黒色土層や破砕貝の薄い層が存

在する。貝層の中心は東西．南北方向の貝層が比較的水平堆積をしているB6．B7・C6●C7の

間が相当するものと考えられる。貝層の堆積状況は作図の際にFig・6の貝層土層図に示すように単純化

してしまった。実際には、へナタリやマガキ、ツメタガイなどの小規模な単純層がところどころに存

在していたが、これらを把握し、貝層を厳密に細分化することは時間的制約の中では不可能であった。
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Ⅰ区

土墳墓SR04

（1号人骨）

検出状況

南から

Ⅰ区

土墳墓SR05

（2号人骨）

検出状況

西から

II区

土墳墓SR03

（3号人骨）

検出状況

西から

－26－



①土墳墓SR01（4・5号人骨）

検出状況　西から

③4号人骨状態
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②土墳墓SR01（4号・5号人骨）検出状況

④5号人骨の状態



土壙墓SR02（6号人骨）

検出状況

北から

（4）土壙墓（SR）

Ⅰ区及びII区にて検出した。遺構として確認出来たのは5ヶ所のみであるが、其の他に人骨片は貝

層中から多数出土している。

SROl（4・5号人骨）II区の北東側でIII区の境界に位置している。上部は削平を受けている。墓壙

は楕円形を呈し、現存長約160cm、最大幅約65cm、深さ25cmを測る。底面は舟底状を呈している。この

墓壙からは2体の人骨が出土した。人骨は、いずれもほぼ完全で、主軸方向は大略南北方向にある。

但し、頭位置は各々逆転しており、すなわち4号人骨は頭位置を北東方向に向け、もう一体の5号人

骨は頭位置を南西方向に向けており、交叉させた埋葬状況を示している。4号人骨は墓壙の東側に位

置し、頭を北北東に向けた仰臥屈葬の姿勢をとった女性である。この4号人骨の鹿部に相当するとこ

ろには上部を欠いた粗製深鉢が置かれている。この深鉢の下からは腰骨片が出土しており、且つ土器

周辺の人骨の欠損が大きいので、この土器が副葬として置かれたと考えるよりも、後の攪乱とみる方

が妥当と思われる。下肢骨は膝で折り曲げて東側に倒した状態である。又、両腕は肘で折り曲げて、

右肩付近に置いている。左前腕には14個の貝輪を装着していた。頸部には他の人骨の足の骨が乗せて

ある。5号人骨は墓壙の西側に位置し、頭を南西方向に向け、仰臥伸展姿勢の小児骨である。上肢は

体に沿って伸ばし、下肢も伸ばしている。2体の人骨が同時埋葬であるか否かについては、付編1の

考察に譲るが、ここでは4号人骨の上に5号人骨の左上肢が乗っていることを指摘しておく。

SRO2（6号人骨）Ⅰ区の貝層上面にて検出した。B5・C5を設定した後、一部を掘－り下げ中に検

出したもので、調査作業によって墓壙及び人骨の一部を失っている。又、上部からの攪乱による人骨

自体の欠失部分も著しく、土圧によって細片化している個所も多い。基壙は隅丸長方形を呈し、長さ

186cm、最大幅65cm、深さ20cmを測る。足位置に比べ、頭位置の小口幅が広くなっている。底面は舟底

状である。埋葬は、伸臥した男性人骨である。頭蓋骨の左半分、左右の上肢骨、左下肢骨、左右の足

骨等の欠損がある。右大腿骨、下肢骨は真直ぐに伸びており、左上腕骨、上肢骨も同様に体に沿って

伸びているので伸展葬と考えられる。断面形でみると、人骨の腹部に相当する部分が大きく下がり、

弓なりの状態であることから、強い土圧を受けたことがうかがえるO
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SRO3（3号人骨）II区の第3面の地山（黄褐色粘質土）上面で検出した。既述したように、このII

区では弥生時代～古墳時代に貝塚を削平しているため、当時の状況は不明である。当該土壙墓は東側

境界地に在るため全体形は不明である。現状の墓壙は不整円形である。人骨は頭部及び下半身の香椎

下位、腰骨、大腿骨を欠いている。仰臥位の姿勢をとっている。男性と推定されている。

SRO4（1号人骨）I区の貝塚上面で検出した。中世整地層を撤去した後、貝層上面の検出作業を行

った際に、人骨を検出したもので、明確な土壙ラインを把握していない。中世の人骨ではないかの懸

念もあったが、人骨の鑑定により、縄文人の特徴を備えているとのことであった。仰臥屈葬の男性人

骨で、頭は西向きである。ほぼ完全に残っている。主軸は大略東西方向である。下肢を強く曲げ、膝、

足首を合わせた状態で南側に倒れ込んでいる。右上腕骨は体に沿って伸ばされているが、左上腕骨は

肘で強く曲げて手を上に向けている。背骨の上位が北側に彎曲していることや、頭蓋骨の一部が破損

していることから、後世の影響を受けたものと考えられる。貝輪等の副葬品は出土していない。

SRO5（2号人骨）Ⅰ区の貝塚上面で検出した。東側の境界地にあるため全体形は不明である。両鹿

部分を検出した。大略の主軸は東西方向で、頭は東向きと思われる。仰臥伸展葬と考えられ、左大腿

骨と両下肢骨を検出した。他の部分は東側隣接地に遺存している。

（5）各グリッドの調査

貝層の調査に先立って、東壁に沿って南北に設けたA・Bトレンチで観察した層序を参考にして各

グリッドを掘り下げたが、基本的には10cm程度の厚さを目安として、貝層に変化がある場合、或いは

遺物が同一面で多く散布する場合は面としてとらえた。又、出土遺物については、貝層を特定できる

土器．獣骨等については出土状況を図化し、記録に努めた。

B2（Fig．10）西壁の貝層は、①層は黒色土の混土貝層、①b層は茶褐色土の混土貝層、①d層は黒

色土に茶褐色土を混入した層、③b層は青黒色の汚染を受けている。①b層の上面からの黒色土の混

土貝層の落ち込みがみられる。北壁は傾斜堆積が顕著である。②d層は茶褐色土が混じる層、①C層

は青色土が混じっている。②層は約50cmの厚さを測り、傾斜が強い。④層は破砕貝層である。遺物は

（①層の下位、及び地山直上の2面から出土した。

C3（Fig．10）西壁の貝層に乱れがある。①層の下位には、黄灰色土混入の③C層と黒色土混入の③

b層が存在するO　この③b・③C層の下に炭化物が混入した黒色土の混貝土層が7－10cmの厚さに傾

斜堆積している。北壁の貝層は傾斜堆積がより顕著になっている。①層と③C層．③層との間には混

貝層の黒色土が存在する。この層には炭化物を多く含んでいる。③層は東側で急激に落ち込むが、暗

灰青色のヘドロ状の浸み込みがある。②b層は黒色が強い層である。②層の上位にある③C層は黄灰

色のヘドロが浸み込んでいる。遺物は②b層上面において粗製小型鉢が出土した。

B3（Fig．10）　西堂の①層～③層はほぼ水平堆積である。②層は黒色土の混入具合で、明．晴があ

り、②b層は黒色土が多い。②層上面からは①層の貝層落ち込みがみられる。③層は青灰色に汚染さ

れている。ヘドロ状の泥が付着している。北壁の貝層は全てが傾斜堆積である。②層は炭化物を含む

破砕貝の間層が存在するため、大きく上下の2層に分離できる。③層は下位の②層と③b層を切り込

んだC状態を示している。遺物は②b層上面の標高5．5m、③層上面の5・3mの間の範囲で出土した。中津

式土器及び阿高系土器共伴の粗製土器がある。

C4（Fig．10）北壁において①層の黒色土の混土貝層、及び①b層の黄色混土層は傾斜堆積を示して

いる。①層と①b層の間、①b層と②b層の黄色土混入層との間には、各々炭化物を含む破砕層が存

在する。叉、②層には、青黒色の混土貝層の落ち込みがある。土器は③層上面及び、地山面の2両か
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①グリッドB2　西壁貝層

②グリッドB2　北壁貝層

③グリッドB2　第Ⅰ面遺物出土状況

④グリッドB2　地山面遺物出土状況

⑤グリッドC3　西堂貝層　⑦グリッドC3　第III面遺物出土状況

⑥グリッドC3　北壁貝層　⑧グリッドC3　第III面出土縄文土器
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①グリッドB3　西堂貝層

②グリッドB3　北壁貝層

③グリッドB3　第II面遺物出土状況

④グリッドB3　第II面遺物出土状況

⑦グリッドC4　第III面遺物出土状況

－31－



①グリッドB4　西壁貝層

②グリッドB4　北壁貝層

③グリッドB4　第III面遺物出土状況

④グリッドB4　第III面遺物出土状況

⑤グリッドC6　西壁貝層

⑥グリッドC6　北壁貝層

⑦グリッドC6　第III面遺物出土状況

⑧グリッドC6　第III面遺物出土状況

－32－



（①グリッドB5　西堂貝層

②グリッドB5　北壁貝層

③グリッドB5
第III面シカ下顎骨出土状況

④グリッドC5　第III面西壁貝層

⑤グリッドC5　第III面北壁貝層

⑥グリッドC5　第IIⅡ面遺物出土状況

ら出土した。

B4（Fig．10）西壁土層は水平堆積であるが、上層では、②層の南側に黒色土の混貝層が入り込んで

いる。②・③層は若干傾斜する傾向をもち、②屑の南側には黄褐色土と①層の落ち込みが認められる。

北壁は②層．②b層と③層の間に炭化物を含んだ層が傾斜堆積が存在する。③層の北側は青黒く汚染

を受けているO④層は黄灰色の混貝土層である。土器及びシカの下顎骨、裁断骨等の遺物は主として
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（①グリッドB6　西壁貝層

②グリッドB6　北壁貝層

③グリッドB6　第III面遺物出土状況

④グリッドB6　第II面遺物出土状況

⑤グリッドB6　第II面出土縄文土器

⑥グリッドB6　第III面シカ下顎骨出土状況
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（①グリッドB7　西壁貝層

②グリッドB7　第Ⅰ面遺物出土状況

③グリッドB7　地山面

④グリッドC7　西堂貝層

⑤グリッドC7　第III面遺物出土状況

⑥グリッドC7　第III面イノシシ下顎骨出土状況
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①グリッドB8　西壁貝層

②グリッドB8　北壁貝層

③グリッドB8　第III面遺物出土状況

④グリッドC8　西堂貝層　⑥グリッドC8　第III面遺物出土状況
⑤グリッドC8　北壁貝層　⑦グリッドC8　第IV面遺物出土状況
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①グリッドC9　西壁貝層

②グリッ骨C8．D8　地山面

③グリッドC9．D9　北壁貝層

④貝サンプル採集作業

③層の上位、及び②b層との境付近から出土した。

C5（Fig110）西堂土層はほぼ水平堆積であるが、②屑内に乱れがある。①層は黒色土の混土の状態

によって幾つかのブロックに分かれる。②層の下位は②b．②C層のように黒色土の混入の多少、或

いは貝の遺存状況により3層に分離ができる。③層の上面は波打った状態を示しており、上面には炭

化物層の堆積がみられる。北壁では②層の間に炭化物層が間層として傾斜堆積している。土器は③層

上面から出土した。

B5（Fig．10）西堂はほぼ水平堆積であるが、グリッドB6からつづく③層は乱れており、ここでは

黒色の③b層が強い。②層の落ち込みがみられる。北壁では①～②層の傾斜が強いが、③層はほぼ水

平堆積で、上面に炭化物を含む破砕層が存在する。この③層上面より土器鹿部及びシカ下顎骨が出土

した。

CC・DG（Fig110）　B6と同じく水平堆積の貝層がみられるが、②層の上面には薄い炭化物層と黒

色土の混土貝層が存在する。②層上面から黒色土の混土貝層の落ち込みがみられる。③層内の標高5．

03mの位置では土器、獣骨の散布がみられる。

BC（Fig－10）西壁の①層の上部には純貝層が存在するが、下位は黒色土の混土貝層である。②層は

やや暗い混土貝層で、南側に②b層の黒青色に汚染された層がある。下層の③b層は茶褐色土の混土
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貝層、③層は炭化物を多く含む混土貝層、④層は破砕貝層となっている°西壁、北壁共にほぼ水平堆

積であるが、西堂では炭化物を含む黒色土を多く含んだ落ち込みがみられる。③層の上面には黒色土

の薄い間層がある。この黒色土層と③b層の上位から阿高系土器を主体とした土器散布がみられた。

北壁では④層は存在しない。

C7・D7（Fig110）C7・D7のグリッドを連結させて掘り下げた。西堂、北壁共に①層がわずか

に傾斜堆積をしているのに対して、②・③層はほぼ水平堆積である。①層は黒色土が混入した混土貝

層、②層は青灰色土と黒色土が混入した混土貝層、③層は茶褐色土の混土貝層である。西堂では③層

の上面に炭化物層が乗っている。③層の下面にも炭化物層と厚さ3－8cmの貝破砕層が存在する。又、

西壁において②層上面から掘り込まれた青灰色の濃い貝層の落ち込みがみられる。

遺物は各層から出土するが、特に③層からはイノシシ下顎骨、シカ中手骨、阿高系土器が出土した。

ここでは中津式土器は少ない。

B7（Fig110）貝層の上面の高さは標高5．7mを測り、貝層の最大の厚さは62cmである。①層は混土

貝層、②層は純貝層で、ザルガイ、オキシジミ、アサリを主体としている。この②層の下には赤褐色

（焼土）を呈した粘土層が50－100cmの範囲で広がっていた。③層は混貝土層で、この層の上面から炭

化物を含んだPit状の掘り込みがある。③層の混貝土層は北壁面でみると東側へ傾斜する傾向がある。

④層は暗茶褐色粘質土の混貝層で、貝は少なく、更に2層に分離できる。①層は暗茶褐色の破砕貝を

含む混貝土層である。①層から阿高系土器の他、シカ骨等の獣骨が出土した。地山面の高さは標高約

5．0mを測り、東及び南側に傾斜する。グ10ッドの南側隅には長さ約56cmの角石が存在し、周辺には鹿

骨が散布していた。

B8（Fig．10）北壁の貝層も大略水平堆積をなすが、西堂は南側へ傾斜している。又、混土貝層、或

いは混貝層が貝層の主体を占める°西壁の①層は茶褐色土の混貝層、②層は黄色土の混貝層、③層は

黄色土と炭化物を含む混土層、④層は黒褐色粘質土に炭化物を含む混貝層である。純貝層的な要素は

失われている。遺物は③層の下位から中津式土器、獣骨等が出土した。

C8・D8（Fig－10）C8・D8の2つのグリッドを連結して調査した。西・北壁の貝層は共に大略

水平堆積であるが、北壁①層は暗褐色粘質土の混土貝層で、東側に傾斜している。②層は淡褐色土の

混土貝層である。①・②層は混土貝層であるが、土の量は多くなっているO③層は黒褐色粘質土の混

貝層で、少しの破砕貝を含む。④層は地山である。遺物は①層と②層の問から鯨骨、シカの頸骨、中

津式土器が出土し、地山面の直上、及び④層上面から阿高系土器や獣骨が出土した。

C9・D9（Fig．10）C9・D9の2つのグ．）ッドを連結して調査した。II区の境界に位置するた

め、このグ11ッドの南側はII区と重複している。重複部分は既に調査は終了している。II区では土墳

墓SROlが存在した。北壁の貝層は水平堆積になっているが、西堂では南側方向への傾斜が強い。貝層

は混貝土層が主体となっている。①層は暗褐色粘質土の混貝層、②層は①よりも暗い層で、貝殻は①

層より少ない。③層は①よりも明るい混貝層。⑤層は暗褐色粘質土の基盤層である。この基盤層のレ

ベルは北側では標高4．9m、南側では標高4・8mを測り、比高差は約10cmである。

遺物は、①層下位では獣骨や中津式土器、②層下位では獣骨の中手骨他、土器が多数出土。そして

地山上面では、獣骨の大腿骨、阿高系土器が出土した。
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5．遺物説明

（1）土壙墓出土遺物

土壙基出土遺物（Fig．14）

①縄文時代後期の土器（1－4）

1・3．4は墓壙内覆土から出土した。1は届平な渦文を沈線で施している。阿高系土器である。

内面はナデ調整で、灰黄色を呈する。4はやや上げ底の鹿部で、外底端部に明瞭な指圧痕が残るO内

外面はナデ調整である。褐色を呈する。2は4号人骨の腹部上に置かれていた粗製深鉢で、上部を欠

損している。鹿部は平底で、外面はタテ方向の条痕を残し、内面はナデ調整である。

②貝輪（5－9）

右上肢骨に装着されていたもので、全部で14個である。いずれも風化が著しく、取上げの際に土ご

と切り取ったが、貝が脆く、土から分離することが困難な状況にある。貝種は別表に示しているが、

ベンケイガイを主としてクマサルボウの2種に限られている。

（2）グリッド出土遺物

①縄文時代後期の土器（貝層Ⅰ～IIIは土層図Fⅰg．6の貝層51・52・53に一致するO）

B2（Gll）出土遺物（Fig・15）

1－3は第Ⅰ層出土。1は球体の胴部をもつ。精製土器で、内外面はミガキ調整である。2．3は

粗製土器の鹿部で、2の外端部は刻み状の押圧痕がある。4－15は第II層出土である。6－12は瀬戸

内系の中津式土器である。外面に磨消縄文を施している。6の地紋はフトへナタ11の擬縄文で、口唇

部には刻目を施す。13．14は阿高系土器で、14の外面は凹線の渦文を、13の口縁部外面上には列点文

がある。13は口唇部にナナメ方向の刻みをもつ。4・5．715は粗製土器である。5は休部と口縁

部がくの字形に屈折する。4・5の内外面は巻貝による条痕がある。15の鹿部外端部には刻目をもっ

ている。9・16は第②C層出土。

C3（G10）出土遺物（Fⅰg．16）

17・18は第Ⅰ層出土で、粗製土器である。口唇部に刻目を有している。19－26は第II層出土。19は

波状言縁部と考えられる。口唇部に押引き状の竹管文を施し、外面に渦文を施している。並木式土器

である。他に1点出土している021は波状口綾部で、外面に磨消縄文を施している。巻貝のフトへナ

タリの擬縄文が地紋である。中津式土器であろう。20．23は阿高系土器である。20は爪形状の楕円形

列点文と短直線の凹線文を施す023は休部が球体を呈し、口縁部は丸くなる。口縁部に突起をもち、

刻目がある。内面はヨコの条痕がある。外面は沈線文である。22は波状口綾部で、波頂部に3ヶ所の

刻みをもつ。又、言縁部外面に刻目をもった隆帯文がある。24－27は粗製土器である。－24は小型鉢で、

口綾部は緩やかな波状を呈する。口縁部径13cm、器高7・4cmを測る。内外面ナデ調整である。26は内外

面は貝殻条痕である。25・27の口唇部には刻目をもつ。

B3（G9）出土遺物（Fig．16．17）

38．39は第Ⅰ層出土である。38・39は瀬戸内系土器で、磨消縄文土器である。38．39の地紋はフト

へナタリの擬縄文である。28－35は第II層出土で、28－33は瀬戸内系土器の中津式土器である。28～31・

33は外面に磨消縄文を施す。28は渦文、29は外反する口縁部で、口縁部の直下に沈線を廻らす。タテ
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方向に擬縄文の磨消縄文を施す。砂粒を含み、硬質の焼成である。33は波状言綾部で、言綾部の形に

沿った沈線を廻らす。33は波頂部に刻みをもち、外面は口綾部に沿って沈線を廻らす。へナタ11の擬

縄文である。30．31は内外面を研摩しており、30は波状口縁である。32はやはり瀬戸内系土器で、波

状言綾部である。波頂部の外面にタテ方向に2重の隆帯文を貼付け、刻目を施す。34・35は粗製土器

である。34は口唇部に刻目をもち、内外面に貝殻条痕がある。35は小型甕で、現存高13．4cmである。

内外面はタテ方向の貝殻条痕である。36・37は第III層の直上より出土した。37は阿高系土器で、凹線

文の短直線と連点文を組み合わせている。胎土に滑石を多く含む。36は粗製土器で、口唇部に刻目を

もっている。

C4（G8）出土遺物（Fig．17．18）

40は中津式土器で、磨消縄文を施す。調整は貝殻条痕である。41は粗製土器で、口唇部に浅い刻目

を有している。43－54は第III層出土である。43－48は阿高系土器である。45．46は凹線文で、内面は

ヨコナデである。43．44は口唇部に刻目を有し、言綾部外面上位に爪形状の楕円形の列点文を施し、

43はその下位を沈線で区切っている。いずれも内面はヨコ方向の貝殻条痕である。47の内外面は貝殻

条痕で、外面に爪形の列点文を施す。48は口唇部に刻目をもち、外面に爪形文状の列点がある。50は

中津式土器である。胎土に砂粒を含む。49は言綾部外面を肥厚させており、3条のヨコ沈線文を施す。

内面はヨコ方向の条痕である。52は小型鉢で、口径18・5cm、復元高11・5cmを測る。内外面へラミガキ

調整で、C5出土の71と同一個体の可能性が強い。51・53・54は粗製土器の鹿部である。

B4（G7）出土遺物（Fig．18．19）

いずれも第III層出土である。55－58は阿高系土器で、55－57の口唇部には刻目がある。55－57の外

面上位には指押しの列点文を施す。55の内面は貝殻条痕である。58は凹線文の入り組み文状の渦文で

ぁる。60は口径約26cmを測り、外面上位には爪形の列点文を施す。その下位にはヨコ沈線と、複線の

鋸歯文帯を施す。調整は、外面はヨコ、ナナメ方向の貝殻条痕である。59は波状口縁で、内面は巻貝

によるミガキ状のナデ、外面は貝殻条痕である。口唇に沿って沈線を施す。61．62は口唇部に刻目を

施し、内外面は貝殻条痕である。

C5（G6）出土遺物（Fig．19・20）

63は第Ⅰ層出土。阿高系土器で、口唇部は刻目をもち、外面上位に爪形の列点文がある。滑石を含

まない。64－75は第III層出土。64－68は阿高系土器で、64．65は言縁部の外面上位に爪形状の楕円形

列点文を、66－68には凹線文を施す。64・65の口唇部には刻目がある。この口唇部には押点を境にし

て沈線を施す。滑石は少ない。69は磨消縄文土器で、言綾部は波状を呈する。外面には口縁部の山形

に沿って沈線を施している。瀬戸内系土器である。70・74は粗製土器である。70・71は小型の鉢で、

70の口綾部は緩く外反する。外面は巻貝による条痕があるが、内面はナデ消している。口径17cmを測

る。71は丸底で、胴部は丸みをもち、言縁部との境にくびれを形成する。内外面共にヘラミガキを行

ぅ。精製土器である。口径19・8cm、器高11・8cmを測る。72．73は口唇部に刻目をもつ。73の刻目の間

隔は広く、内外面の上位は指ナデ、下半は貝殻条痕がある。74の外鹿部は貝殻条痕である。

B5（G5）出土遺物（Fig．20．21）

いずれも第III層出土。79－81は阿高系土器で、78・79は口綾部外面上位に爪形状を呈した楕円形の

列点文がある。77・78は口唇部に刻目をもつ。80．81は凹線文を施す。80は渦文である。82は口縁部

外面に2条の隆帯文をもち、内面は貝殻条痕である。83－88は粗製土器で、83の内外面、84の外鹿部

は貝殻条痕が残る。84・85は鹿部の外に張り出した端部に刻目を施す。
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C7・D7（GZ）
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恵一一書
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Fig．23　グリッドC7・D7（G2）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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C7．D7（GZ）
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Fig・24　グリッドC7．D7（G2）．B7（Gl）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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B8（G15）

08．D8（G16）　　塙馳闇喝の

10cm
5　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

／／18

Fig・25　グリッドB8（G15）．C8．D8（G16）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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C6（G4）出土遺物（Fig．21）

89．92は第Ⅰ層出土。89．92の口唇部には刻目がある。89は補修孔を有している。92の外面上位に

は3列の列点文がある。外面は貝殻条痕で、内面は上位のみ施す。胎土に滑石を含まない。90．95は

第II屑出土。90の外面上位は列点文、95の外面上位は直線の凹線文と列点文の組み合わせである。91．

92・94・96－104は第III層出土。94－99は阿高系土器である。94は波状言縁と考えられ、外面上位に孔

列がある。下位は凹線文である091・93の外面は列点文、98・99はタテ、ナナメ方向の凹線文、96は

渦文、100は逆山形状の文様である。89．90．92．93・98100は滑石を含まない。又、90・100は黒褐

色を呈し、金雲母を含む。100－104は粗製土器で、101・102の口唇部は刻目をもつ。101の内外面は貝

殻条痕である。

B6（G3）出土遺物（Fig．21．22）

106－111は第II層出土である。106－108は粗製土器で、口唇部に刻目を有している。106の言縁部は

内奪しており、口唇部の刻目は小さい。107は内外面を、108は外面に貝殻条痕を施す。109．110は阿

高系土器である。口唇部には刻目を有し、外面は指押しの楕円形を呈した列点文を2重に施す。色調

は109が暗褐色、110が黄灰色で、胎土には滑石を含まない。111は磨消縄文土器で、内面はヘラミガキ

である。112－123は第III層出土。112－116、118・119は阿高系土器である。112は口唇部に刻目をも

ち、外面は列点文を、113－116は凹線文を用い、ヨコ直線、ナナメ直線、渦文を描く。胎土には滑石

を多く含む。118・119は沈線を用いて、重圏の三角文や直線文を描いている。胎土の滑石は少ない。

117は磨消縄文土器で、巻貝のフトへナタリを用いた擬縄文を施している。胎土には金雲母・微砂を含

む。121－123は粗製土器の鹿部で、内外面及び外鹿部に2枚貝の条痕が残る。120は第III層出土であ

彎攣　　嘩

し182
－一刀一一

10cm

脚

一一㍉／∴一・．．一十

L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．26　グリッドC9・D9（G18）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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る。阿高系土器で、口縁部を内傾させて肩部を形成している。外面は言綾部と頸部に刻目取帯を設け、

又、この間を渡すように幅3．5－5cmの橋状取手を4ヶ所に付けている。

C7・D7（G2）出土遺物（Fig・23・24）

125－127は第Ⅰ層出土。いずれも粗製土器で、125・126の口唇部には刻み目を施す。127は上げ底

で、外底端部は張り出す。128・131は第II層出土。いずれも阿高系土器で、128は山形口綾部で、言綾

部外面上位に渦文、叉は弧文を組み合わせた凹線文を施す。131の外面にはタテ方向の凹線文がある。

胎土は131は滑石が少なく、金雲母を含んでいる0129．130・132－140は第III層出土である。132・134．

135は阿高系土器で、132の口唇部は刻み目を持ち、外面には楕円形の列点文、その下位には逆山形の

凹線文を施す。135の外面には斜行する浅い凹線文がある。いずれも胎土は滑石を多く含む。133．134

は外面にヘラによる斜行する沈線文を施すが、134は巻貝によるものと思われる。133は二枚貝の貝殻

条痕を施す。136－139は粗製土器で、口唇部に刻み目をもつ。141・143－149は出土層位が不明であ

る。146－148は瀬戸内系の磨消縄文土器で、フトへナタリを用いた擬縄文を施す。精製土器である。

147・148は同一個体と考えられる。143－145は阿高系土器である。143は沈線文を、143．145は凹線文

である。145はヨコ直線、短直線・列点文の組合せで、143は斜行直線文である。胎土は143は滑石を含

んでおらず、粗砂が多い。143は金雲母を含む。145は滑石を多く含むO

B7（Gl）出土遺物（Fig．24）

151．152は第Ⅰ層出土。153・155・156は第II層出土、150・154・157．159．160は第III層出土0158

は地山面直上出土。151．152は阿高系土器で、タテ方向もしくは連山形状に斜行する沈線を胴部に施

している。沈線幅は0．4cmである。153・156・160は阿高系土器で、153の口綾部外面には楕円形の列点

文を施す。胎土には滑石が少ない。山形の言縁部外面上位にはヨコ方向の沈線を施し、この間にタテ

方向の短い沈線を施し、その横にC字文と凹点がある。どちらも口唇部に刻み目がある。160は上げ底

で、内外面ナデ調整である。155は瀬戸内系土器である。山形口縁の外面に言綾部に沿って2重の細い

沈線を施し、その上位の沈線は交差させている。磨消縄文土器である0157は波状口縁と考えられ、フ

トへナタリの擬縄文の磨消縄文土器である。155・157は中津式土器である。150は粗製土器で、内面は

ヨコ方向、外面はタテ方向の貝殻条痕を施す。口唇部に刻み目がある。154は口唇部に刻み目があり、

外面には口緑直下に楕円形の列点文を施す。その下には斜行する沈線を有しているO滑石を余り含ま

ない。159は粗製土器の鹿部で、鹿部端部が大きく張り出す。外面は貝殻条痕である。胎土には滑石を

多く含む。158はフトへナタリの擬縄文の磨消縄文土器である。

B8（G15）出土遺物（Fig・25）

161．165は第Ⅰ層出土。164は第III層出土。162・163は地山面直上出土である。161は第III層出土の

破片と接合した。口縁部外面を玉線状に肥厚させており、外面に磨消縄文を施す。内面はヘラミガキ

である。163は波状言縁で、外面に巻貝による擬縄文を施した磨消縄文土器である。口綾部外面は、口

唇部に沿って連弧文の沈線を施す。162・164・165は粗製土器で、162の口唇部には刻目があるO

C8・D8（G16）出土遺物（Fig．25）

166－175は第Ⅰ層出土である。166．167は瀬戸内系土器で、外面に磨消縄文を施す。へナタリの擬

縄文である。168－175は粗製土器で、168・169の口唇部には刻目がある0169172の外面、173175

の内外面には貝殻条痕がある。176～181は第III層出土0176－180は阿高系土器である0176は外面に楕

円形の列点文とヨコ凹線を施す。177．179は四線文、178・180は沈線文で、178は山形状を呈する0177・

178の口唇部は刻目がある。
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Fig．27　貝層内出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig・29Ⅰ区Aトレンチ出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．30Ⅰ区Bトレンチ、及びベルト内出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Tab．l　桑原飛櫛貝塚出土土器一覧表

挿図番号遺吻番号 登鐘番号 地区 出土層名 種　 類－ 器種 計測値（cm） 内面調整及び文様 外面調整及び文様 形態の特徴 ．部位 色調 ．素地等 備考

14 1 00 67 1 II S R 0 1 精製土器 鉢 ナデ 渦状の沈線文
波状又．は、山形 言

縁

砂粒 を含む。硬質 焼

成。 灰黄色

黒址。

阿高系

14 2 00 67 2 II S R 0 1 粗製土器 深鉢 ＿径13 ・9 条痕ナデ消 し
タテ方向の条痕。鹿部端

部はヨコナデ。鹿部はナデ
鹿部片。平底。

カルシウム付 着、暗

黄灰 色

14 3 04 50 2 Ⅰ SR 0 2 粗製土器 深鉢 （底径14） ヨコ方向 のナデ ナ デ。鹿部 はナ デ
鹿部片。平底。底

部 端 部 に刻 目。

金雲 母、砂粒 を含む°

内外 面は灰褐 色。

14 4 04 50 1 Ⅰ S R O 2 粗・製土器 深鉢 （底径14）
ヨコ方向の条痕。

鹿部はナデ

タテ方向の条痕。鹿部端部

はヨコナデ。鹿部はナデ。
鹿部片

貝殻粒 を多 く含む。

褐 色

15 1 03 30 3 Ⅰ B 2 第 Ⅰ層 精製土器 深鉢
（底径 8 ・

8）
ヘ ラ ミガ キ ヘ ラ ミガキ 丸味を帯びた休部。 1 － 2 mmの砂粒 を含

む。 暗い褐 色。
Fig．9－3

15 2 03 30 2 Ⅰ－B 2 第 Ⅰ層 粗製土器 深鉢 底径 13
条痕。鹿部 は条

痕ナデ消 し

タテ方向の条痕。端部

に刻み状の押圧痕
鹿部片。上げ底

砂粒を多く含む。外面

赤橙色、内面灰褐色。

二次火

Fig ．9－4

15 3 03 30 1 Ⅰ 3 2 第 I 層 粗製土器 深鉢 底径 14．8
ヨコ方向の条痕。

鹿部は朱痕。

条痕。下部 は指頭

圧痕。ナ デ
鹿部片。

2 －3mmの砂粒を多く含

む。金雲母を含む。褐色

15 4 田33－16 Ⅰ B 2 第 II層 粗製土器 鉢 底径 13．4
条痕。鹿部 はナ

デ°

条痕。鹿部端部は指

頭圧痕。鹿部はナデ。
鹿部片。平底。

砂粒 を含む。暗灰 褐

色。

15 5 03 32 4 Ⅰ B 2 第 II層 粗製土器 深鉢 口径 18．3
ヨコ－ヶ ズ 11 後 ナ タチョコ条痕。下部 胴部片。休部 と田縁 砂粒 を多 く含む。灰

デ。下部 は条痕。 はタテ方 向条痕。 部くの字状に屈折 黒色。

15 6 03 3 13 Ⅰ B 2 第－II層 粗製土器 彿鉢 ヘ ラ ミガ キ 磨消縄文。－沈線 口唇部に刻 日
微砂 を含 む。外 面は灰

褐色、内面は黒灰色。

二次火

中津式

15 7 03 32 1 Ⅰ B 2 第II層 粗製土器 鉢 ナデ 凹線文
やや内奪す る言縁

部片

砂粒 を含む°　暗茶 褐

色。

煤付着

中津式

15 8 03 32 7 Ⅰ B 2 第II層 精製土器 深鉢 ナデ。指頭圧痕。 凹線文 興部片
砂粒 、金雲 母 を多 く

含 む。灰茶 色。

二次 火
煤付着
中津式

15 9 03 32 2 Ⅰ B 2 第II層 精製土器 深鉢 ナデ 磨消縄文、沈線 言縁部片 微砂 含む。灰褐色。 中津式

15 1 0 03 31 4 一Ⅰ B 2 第II層 精製土器 深鉢 条痕後ナ デ 磨消縄文、－沈線 胴部片
微砂 を含む。硬質 焼

成。茶 褐色。
中津式

15 1 1 03 32 5 Ⅰ B 2 第II層 精製土器 深鉢 丁寧 な ミガキ 磨消縄文、沈線 胴部片 微砂 を含む。灰黒色 中津 式

15 1 2 03 32 6 Ⅰ B 2 第II層 精製土器 深鉢 － ナデ
磨消縄文、 ミガキ

沈線
胴部片 微砂 含む。黒灰色。

中津式

Fig・9－2

1 5 1 3 03 31 2 Ⅰ B 2 第II層 粗・製土器 深鉢 ヨーコ方向ナ デ 列点文 と沈線
口唇部に斜め方向

の刻み

砂粒 を多 く含む。茶

褐 色。
阿高系

15 1 4 03 22 7 Ⅰ B 2 第II層 精製土器 深鉢 ヨコナデ ミガキ と凹線渦文 胴部片 滑石 多い°　灰褐色。
煤付着
二次 火
阿高 系

15 1 5 03 31 5 Ⅰ B 2 第II層 粗製土器 深鉢
（底径11．

8）
ナデ

ヨコナデ。鹿部端部に

刻 目。鹿部は条痕。
鹿部片

砂粒 を多 く含む。暗

灰色°

15 1 6 03 32 3 Ⅰ B 2 第II層 粗製土器 深鉢 （底径15）条痕
休部はヨコ方向条痕の

後ナデ。鹿部はナデ。
鹿部片。上げ底。 砂粒 を含む。茶褐 色 二次 火

16 1 7 03 20 2 Ⅰ C 3 第 Ⅰ層 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向のナ デ ナ デ 口唇部に刻 目
砂粒 を含む。金雲母

を含 む。灰黄色

16 1 8 03 20 1 Ⅰ C 3 第 Ⅰ層 粗・製土器 深鉢 条痕 フ トへナ タ リ条痕 口唇部 に刻 目
砂粒 を含む。外面は

黒褐 色、内面は褐色
二次 火

16 1 9 03 22 8 Ⅰ C 3 第II屑 粗・製土器 深鉢 丁寧 なナ デ 渦文
口唇部 に刺突文。仲

し引き状の竹管文

滑石 を多 く含む。黒

色

並木 式
風イヒし
ている

16 2 0 03 22 6 Ⅰ C 3 第II層 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向ナ デ
爪形状楕 円形列点

文。短直線の凹線文
口縁外面に刻 目

滑石を多く含む°外面は

黒褐色、内面は灰褐色。
阿高系

16 2 1 03 22 4 Ⅰ C 3 第II層 精製土器 深鉢 ヘ ラ ミガキ
フトへナタ11条痕。ヘ

ラミガキ。磨滑縄文
波状 口縁

－砂粒を含む。革褐色。カ

ーボンのすり込みか。

中津 式

か ？

16 2 2 03 22 5 Ⅰ C 3 第II層 粗製土器 深鉢 ナ デ ナ デ
外面に刻目をもった隆帯文。波

状口縁。波項部に3ヶ所の刻目

砂粒 を含む。金雲母

を含む。淡灰褐色°

轟式 ？

煤付 着

16 2 3 03 22 2－Ⅰ C 3 第II層 精製土器 鉢 ヨコ方 向の条痕
貝の腹緑 によ る沈

線文

口唇部 に刻 日。休

部は球体。

滑石 を多 く含む。褐

色粒子。暗赤褐色。

阿高系

Fig甘 3

1 6 ．24 0－322 1 Ⅰ C 3 第II層 粗製土器
小型

鉢

口径 13　－

器 高7．4
エ ビナ デ ナ デ

波状 口縁。口唇部に

刻目。やや上げ底。

砂粒を多く含むL。金雲母

を多く含む。黄灰色。
Fig・912

1 6－ 25 03 2、29 Ⅰ C 3 第II層 粗製土器 深鉢 エ ビナ デ エ ビナデ 一言唇部 に刻 目。
砂粒 を多 く含む。金一

雲母 を含む。灰黄色

16 2 6 03 22 3 Ⅰ C 3 第II層 粗製土器 深彿 ヨコ方 向の条痕 ヨコ方 向の条痕
口緑部片。やや外

に広が る－。

砂粒を含む。金雲母を含む。

外面は灰褐色、内面は灰色。

．16 2 7 04 06 7 Ⅰ
C 4とC 3のベ

ルト第III層
粗・製土器 深鉢 条痕 ヨコ方向条痕 口唇部 に刻 目

微砂、金雲母 を含む。

赤褐色。一部 異変。

16 2 8 03 12 6 Ⅰ B 3 第II層 精製土器 深鉢

（口径10・

2）

斜め方 向の条痕
ヘ ラ ミガキ。磨 消

縄文。渦文
胴部片

砂粒 を多 く含む。褐

色。
中津式

16 2 9 03 12 4 Ⅰ B 3 第II層 粗製土器 深鉢 ナ デ
磨消縄文。ヘナタ11条

痕。口縁部直下に沈線
外反す る口縁部。

砂粒 を多 く含む。硬

質焼成

3128と同

一F料9－8

1 7 3 0 03 12 7 Ⅰ B 3 第II層 精製土器 深鉢
ミガキ。 言縁に

赤 色顔料

口綾部 は研磨。 縄

文。 沈線

波状 口緑。 口綾部

内偵
砂粒 を含む°　黒灰色 中津式

17 3 1 03 10 3 Ⅰ B 3 第II層 精製土器 深鉢 ヨコナデ 研磨。 沈線。縄文 言縁部片 暗赤褐色 中津式

17 3 2 03 12 5 Ⅰ B 3 第II層 粗製土器 深鉢 ナ デ ナ デ L
波状口綾部。タテ方向

に2重の隆帯文、刻目

砂粒 を多 く含む。 暗

褐色、黒変

二次火

中津式

※Ⅰ～IIIは発掘調査時の便宜的な層で

土層図には対応していない。
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挿図番号遺物番号 封綿号地区 出土層名 種　 類 器種 計測値（cm） 内面調整及び文様 外面調整及び文様 形態の特徴 ．部位 色調 ．素地等 備考

17 33 0 3 12 2 Ⅰ B 3 第II層 精製土器 深鉢
フ トへナ タ リ条

痕

磨梢縄文。フトへナタ

リ条痕。ナデ°沈線

波状 口縁。 口唇部

に刻 目

砂粒 を多 く含む。粗

い。暗 い褐色
中津式

17 3 4 0 3 12 3 Ⅰ B 3 第II層 粗製土器 深鉢
（口径281

8）
不整方 向の条痕

ヨコタテ方 向の条

痕
口唇部 に刻 目

2 － 3 mm の砂粒 を含

む。やや 暗い黄灰 色
Fig．9－10

17 3 5 0 3 12 1 Ⅰ B 3 第II層 粗 製土器 深鉢
（底径10現

存高13．4）
タテ方 向の条痕

タテ方 向の粂痕。

鹿部 はナ ヂ

鹿部片。平底。胴

部が膨 らむ。

2 － 3 m mの砂粒 を含

む。 暗い黄灰色
Fig ．9－4

17 3 6 0 3 1 41 Ⅰ
B 3 第III層

上
粗 製土器 深鉢 ヨコ方 向のナデ ナ デ 口唇部 に刻 目

滑石 を多 く含む。褐

色
Fig・9－1

17 3 7 03 1 42 Ⅰ
B 3 第III層

上
粗 製土器 深鉢 ヨコ方向のナデ

短 直線の凹線文 、

連 点文
胴部 片。穿孔

滑石 を多 く含む。灰

褐 色

阿高系

Fig．9－2

1 7 38 03 1 28 Ⅰ B 3 第 Ⅰ層 精 製土器 深鉢 丁寧なナデ 磨 消縄文 胴部 片 微砂 を含む。灰黄色
瀬戸内

系

17 39 03 10 1 Ⅰ B 3 第 I 層 精製土器 深鉢 研磨
磨消縄文。フトへナタ

11条痕。研磨。沈線
胴部片 微砂 を含む。灰黄色

瀬戸内

系

17 40 03 0 0 2 I C 4 精製土器 深鉢 貝殻条痕 磨 梢縄文 胴部片 微 砂 を含む。灰黒色 中津式

17 4 1 03 0 0 1 Ⅰ C 4 粗製土器 深鉢
言綾部指頭圧痕。

ナデ
条痕ナデ消 し

口唇部に刻 目。 ロ

綾部肥厚。

金雲母 を含む。砂粒

を含む。暗茶褐色

17 4 2 0 4 06 3 I
C 5 とC 4

ベルト第 Ⅰ層
精製土器 深鉢 ナデ 爪形状列点文 口唇部 に刻 目

滑石 は少 ない°　赤褐

色

18 4 3
0 3 04 8
I C 4 第III層 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向の条痕

爪形状楕 円形列 点 口唇部 に刻 目。体 滑石は多く含まれる°外面 阿高系
304 8－2

－1 文。沈線。 ．部 に焼成 後の穴 ま黒褐色、内面は茶褐色 と同－

18 4 4
0 3 04 8

－2
Ⅰ C 4 第III層 粗製 土器 深鉢 ヨコ方 向の条痕

爪形状楕 円形列 点

文
口唇部 に刻 日

滑石は多く含まれる。外面

は黒褐色、内面は茶褐色

304 8－1

と同一

18 4 5 0 3 04 9 Ⅰ C 4 第III層 粗・製 土器 深鉢 条痕後 ヨコナデ ヨコナデ、凹線文 胸部 片
貝粒 子を多 く含む。

黄褐 色
阿高系

18 4 6 0 3 0 45 Ⅰ C 4 第III層 精製 土器 深鉢 （底径 15） ヨコナデ 凹線文 。 鹿部 片。上げ底 滑石 は多い。褐色。 阿高系

18 47 0 3 0 50 Ⅰ C 4 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコ方向条痕
条痕 の後爪形状列

点文
胴 部片

金雲母、砂粒 を含 む。

暗褐色
阿高系

18 48 03 0 47 Ⅰ C 4 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコナデ 浅 い爪形状列点文 口唇部 に刻 目
滑石は少 ない。暗褐

色
阿高系

18 49 03 0 51 Ⅰ C 4 第III層 粗製土器 深鉢 ヨコ方向の条痕
ヨコ方向の条痕

3 条の ヨコ沈線
言綾部肥厚

砂流の含．む

赤橙色

二次火
石灰付着
Fig．9－2

1 8 50 03 0 46 Ⅰ C 4 第III層 精製土器 深鉢
口綾部 ヨコナ デ

条痕

磨－惜 縄 文 、縄 文

（R L ）°　沈線
言綾部片

砂流 を含 む。金雲母

を少 し含 む。黄灰 色
中津 式

18 5 1 0 3 043 、Ⅰ C 4 第III層 粗製土器 鉢 （底径10）
タテ、 ヨコ方 向

の条痕、ナ デ
ヨコナ デ 鹿部片

砂 粒 を含 む。硬 質 焼

成。茶褐色。
二次 火

18 5 2 0 3 04 4 Ⅰ C 4 第III層 精製土器 鉢
（口径18．5

器高11．5）

ヨコ方 向の ミガ

キ
ヨコ方 向の ミガキ

丸味 を帯びた休 部

下部
赤褐 色

黒斑
2861と
同一か？

18 5 3 0 3 04 2 Ⅰ C 4 第III層 粗製土器 深鉢 底径 14 ．4 ナ デ
ナ デ。鹿部 は鯨の

脊椎 の圧痕
鹿部片 。平底

桝姥含む。金雲母を少し含む。

外面は赤橙色、内面は灰黄色
Fig甘 1

18 5 4 0 3 04 1 Ⅰ C 4 第III層 粗製 土器 深鉢 底径 13 ・4
ヨコ方 向の条痕、

ナデ

条痕。鹿部は条痕。底

部端部に指頭圧痕。
鹿部 片

砂粒 を多く含 む。金雲

母 を少 し含む。褐色
Fig．9－2

18 5 5 0 2 94 3 Ⅰ B 4 第III層 粗製 土器 深鉢
貝殻 条痕 。指頭

圧痕 。

爪形状 列点文。凹

線文
口唇部 に刻 目 滑石は 多い。黒褐色

阿 高系

Fⅰg ．9－8

18 5 6 0 2 9 44 Ⅰ B 4 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコナデ 爪形状列点文 口唇部に刻 目
砂 粒、金雲母 を含む。

暗灰褐色

阿 高 系

Fig 甘9

18 57 02 9 42 Ⅰ B 4 第III層 粗 製土轟 深鉢 指頭圧痕 爪形状列点文 口唇部に刻 目
砂粒 を含む。滑石 は

多い。．粒子大。褐 色

阿 高 系

Fig ．9－6

18 58 02 9 47 Ⅰ B 4 第III層 精 製土器 深鉢 ヨコナデ
凹線文°　入 り組 み

状の渦文
胴部片

滑石 は多い。 暗い褐

色。
阿高系

－18 59 02 9 45 Ⅰ B 4 第III層 粗 製土器 深鉢
巻貝による条痕 。

沈線

巻貝に よる条痕。

沈線
波状 言縁

砂粒 を含 む。茶褐 色

粒子。・褐 色
二次 火

19 60 0 29 4 1 Ⅰ B 4 第III層 粗・製土器 深鉢 （口径26）
口緑部指ナデ。ヨコ

方向条痕ナデ消し

2列の竹管文°貝による沈線。複

線の鋸歯文帯。タテ方向の条痕
口唇部 に刻 目

砂粒－を含 む。暗い灰

黄色

阿高系

煤付 着

19 6 1 0 29 46 I B 4 第III層 粗 製土器 深鉢
ヨコ方 向の条痕。

指ナデ。
斜め方 向条痕 口唇部 に刻 目

砂粒を含む。硬質焼成。外

面黒褐色、内面明褐色

外 面黒

斑

19 62 0 28 4 2 Ⅰ B 4 第III層 粗製土器 深鉢
ユビナデの後にヨ

コ方向貝殻条痕
へ ナタ 11 条痕 口唇 部に刻 目

砂粒 を多 く含む。硬

質焼成。暗褐色

13 6 3 0 28 0 1 I

I

I

I

I

I

I

C 5 第 Ⅰ層 粗製土器 深鉢

（口径 28 ・

3）

条痕ナ デ消 し
口縁部指頭圧痕。ヨコナ

デ。爪形状列点文
口唇 部に刻 目

金雲母を含む。微砂。外面

は黒色、内面は灰茶色

煤付着

阿高系

19 6 4 0 2 84 4 C 5 第III層 粗製 土器 深率 ヨコ方向ナデ
爪形状楕 円形列点

文

条 痕及びナデ。爪

形状楕 円形列点文

貼付 溝状 言縁。 言

綾部に刻 目

滑石 は少ない。滑らか。

金雲母を含む。灰褐色
阿高系

19 6 5 0 2 84 6 C 5 第III層 粗製 土器 深鉢 口縁部指 ナデ。 口唇部 に刻 目
金雲母が 多い砂粒 。

暗茶褐色
阿．高系

19 6 6 0 2 84 3 C 5 第III層 粗製 土器 深鉢 ヨコナデ
田綾部は指ナデ。凹線

文。沈線は浅い。
口唇部 に爪形文

滑石、 貝殻松末 を含

む。黄灰 色
阿高 系

19 6 7 0 2 85 1 C 5 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコ方向ナデ。 凹線文 と刺突文 胴部片 滑石 は多い°　黒褐色 阿高系

19 6 8 0 2 85 0 C 5 第III層 精 製土器 深鉢． ヨコ方向ナデ 凹線文 胴部片
滑石 、金雲母 を含 む。

褐 色
阿高系

19 6 9 0 2 84 8 C 5 第III層 精 製土器 深鉢 丁寧なナデ 磨梢縄文。沈 線 波状．口緑
1 mm大の砂粒 を多 く

含 む。灰色 （黒色）

煤，付 着
瀬戸内
系
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挿図番号遺物番号 登録番号 地区 出土層名 種　 類 器種 計測値（cm） 内面調整及び文様 外面調整及び文様 形態の特徴 ．部位 色調 ・素地等 備考

19 7 0 02 8 41 Ⅰ C 5 第III層 粗製 土器 深鉢 （口径17）
言綾部は指ナデ。休

部は条痕、ナデ消し。

言綾部は指頭圧痕。休

部は巻貝条痕、ナデ。
口綾部緩 く外反

砂 粒 を含む。硬質焼

一成。灰褐色。

二 次火

Fig・9－8

19 7 1 02 8 61 I C 5 第III層 精製 土器 鉢
（口径19．ヨコ方 向のヘ ラ ヨコ方 向のヘ ラ ミ 丸味を帯びた体凱丸亀 黄灰色。焼けて荒れ

．る8） ミガキ ガキ 口綾部との境にくびれ°

20 7 2 02 8 47 Ⅰ C 5 第III層 粗．製 土器 深鉢 ヨコナ デ ナ デ 口唇部に刻 目
金雲母を多く含む。滑石

を少し含む。灰黄色

煤付着

Fig・9－2

2 0 7 3 02 8 45 Ⅰ C－5 第III層 粗製 土轟 深坏 条痕。 ユビナデ 条痕。 ユビナデ 口唇部 に刻 目
長石粒 を多 く含む。

硬 質焼成。茶灰色

20 7 4 02 8 62 Ⅰ C 5 北壁 粗製 土器 深鉢 底径 13 ヨコナデ 条痕。鹿部 は条痕
鹿部片。休部 は大

き く広が る

滑石は なし。砂粒 を

多 く含む。褐色。
煤付着

20 7 5 02 8 49 Ⅰ C 5 第叩層 粗製 土器 深鉢 （底径16）条痕
斜め方 向の条痕 。

鹿部 はナデ
鹿部片。上げ底

砂粒を多く含む。金雲母、

滑石松末入りか。褐色－1 Fig甘 1

2 0 76 02 7 31 I B ．5 第III層 粗製 土器 準鐸 ヨコナデ
タテ方 向、 ヨコ方

向の条痕
胴部片

砂 粒 を含む－。褐色土

灰黄色

二 次火

Fig・9－1

2 0 77 田27 41 I B 5 第III層 粗製 土琴 彿鉢 ヨ コナデ 浅 い爪形状列 点文 口唇吉山こ刻 目
．金雲母 を含む。微砂。

やや暗 い褐色

20 78 02 7 40 I B －5 第－III層 粗製 土器 痍彿 指 ナテ 爪形状楕 円形列点

文
口唇部 に刻 日

金雲母を少し含む。砂粒

を少し含む。暗灰黄色

20 79 02 7 39 I B 5 第III層 粗製 土器 深鉢
口綾部指頭圧痕。

ナデ

深い刺突文。爪形状

楕円形列点文。ナデ
口縁片

滑石 を多 く含む。黒

色
阿高系

20 8 0 02 7 32 I
B 一5 第III層

上面
精製 土器 深鉢

見込 み部分 は指

ナデ
浅 い凹線文 （渦文）・底細片

滑石 を多 く含む。淡

赤褐色
阿高系

20 8 1 02 7 44 Ⅰ B 5 第III層 精製 土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部片
滑石 を多 く含む。暗

い赤褐色
阿高系

20 －　82 02 7 38 I B 5 第III層 粗製 土器 深鉢 条痕 2 条 の山形隆帯文 言縁片
砂粒 を含む。硬質焼

成。灰褐色

20 8 3 02 7 42 I B 5 第III層 粗製 土器 深彿 ヨコ方 向の奏痕 浅い爪形状列点文。

ヨコ方向条痕 －
口唇部 に刻 目

砂粒を含む。金雲母を含む。灰－

黒色。ベンガラ．スリップか

20 8 4 02 7 35 Ⅰ B 5 第III層 粗製 土器 深鉢 （底径13）－条痕 －
指 ナデ。鹿部 はナ

デ と条 痕

鹿部片。鹿部端部

に刻 日

砂粒 を多 く含む。灰

黄色
Fig・9－6

20 8 5 02 7 37 Ⅰ B 5 第III層 粗・製 土器 深鉢 底径 11 ・2 －ヨコナデ
指 ナデ。鹿部 は指

頭圧痕 とナデ

鹿部片。鹿部端部

に刻 日

金雲母 を含む。微砂

を含む。暗褐色

丁寧な

作 り

21 8 6 02 7 33 I
B 5 第III層

上面
粗製 土器 深鉢 底径 12 ・5 不規則 条痕

ヨコナデ。鹿部は

ナデ
鹿部片。上 げ底

砂粒 を多 く含む－。貝

殻は少 な－い。褐色 － Fig ．9－1

2 1 8 7 02 7 36 I B 5 第III層 粗製 土器 彿鉢 ・？（底径13）
ヨコナデ。使 用

痕か
ナデ 鹿部片。平底

砂粒を多く含む。大粒子。外

面は黒褐色、内面は灰草色

ノ
21 8 8 02 7 34 I B 5 第III層 －粗製 土器 深鉢 底径 13 ・5 ヨーコ方 向の条痕

タテ方向条痕 をナ

デ消 し
鹿部片。上 げ底

滑石 は粒子大 で多 く

含む°　暗 い褐色
Fig・9－2

2 1 8 9 02 6 02 I C 6 第 I 層 粗・製 土器 深鉢 ヨコナデ フ トへ ナタ リ条痕
口唇部 に刻 目。休

部 に補修 孔

砂粒、金雲母を含む。外面

茶褐色、内面灰黒色

21 9 0 02 6 22 Ⅰ C 6 第 II層 粗製 土器 深鉢 ヨ コナデ 爪形状 列点文。 口鹿部 に刻 目°
砂粒、金雲母 を含む。

滑石はなし。黒褐色

21 9 1 02 6 46 －I C 6 第III層 粗製 土器 深鉢 ヨコナデ
列 点文 。指に よる

ナデ
口唇部 に刻 目

滑石、金雲母 を含む。

黒褐色

21 9 2 02 6 01 Ⅰ C 6 第 I 層 粗 製土挙 深鉢
斜 め方向にフ トー

へ ナタ リ条痕

爪形状 列点文。指

頭圧痕 。条痕。
口唇部 に刻 目。

滑石 はなし。金 雲 母、

粗．砂 を含む。灰褐色。

Fig．

9－15，16

2 1 9 3 02 6 43 Ⅰ C 6 第III層 粗．製土器 深鉢 ヨコナデ 爪形状列点文 口唇部 に浅 い刻 目
滑石 はな し。微砂、

金雲母 を少 し含 む。、
Fig．9－9

2 1 9 4 02 6 47 Ⅰ C 6 第III層 精 製土器 深鉢 ナデ 凹線文
波状 口縁 。 言綾 部

直下 に穿 孔が並 ぶ

滑石 を多 く含 む一褐

灰色
阿高系

21 9 5 02 6 23 I C 6 第 II層 粗 製土器 深鉢 ナデ 凹線文。列点文 胴部 片
滑石 は少 ない。金雲

母 を含 む。
阿高系

、21 96 02 6 48 Ⅰ C 6第 III層 精 製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 （渦文） 胴部 片
滑石 は少 ない。灰褐

色。 阿高系

初 97 02 6 49 Ⅰ C 6 第III層 精 製土器 深鉢 ヨコ方向めナデ 凹嘩文 胴部 片
滑石 を含 む。粒 子大。

灰褐色
阿高系

21 ・ 98 －02 6 50 I C 6 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコナデ 爪形文。凹線文 胴 部片
微砂、貝殻松末を含む。

滑石はなし。淡褐色。
阿高系

21 99 0 26 51 Ⅰ C 6 第III層 精 製土器 深鉢 丁寧なナデ 押引文。凹線文 胴 部片
滑石．を多 く含 む。灰

褐色。
阿高系

2－1 1 00 02 6 53 I C 6 第III層 粗．製土器 深鉢 ヨコナデ 逆山形状文 胴 部片
金雲母、砂粒を多く含む°

滑石はなし。黒褐色。

21 1 01 0 26 44 I C 6 第III層 粗 製土器 深鉢

底径11・2

醜 い条痕 粂痕。ナデ 口唇部 に効 目 貝殻松 末、砂粒 を含

む。 暗黄色。

鞄 ．9－14－

21 1 02 0 26 45 Ⅰ C 6 第III層 粗 製土器 、深鉢
貝殻条痕。 タテ

ナデ
ナデ 口唇部 に刻 目。

金雲母 を含 む。灰 黒

色。

21 1 03 0 26 42 Ⅰ、C 6 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコナデ
ヨコ方 向のナデ。底

部端部は指頭圧痕
鹿部片。平底

雲母 を少 し含 む。－褐

色

21 1 04 0 26 41．Ⅰ －C 6 第III層 粗．製土器 深鉢 （底径 15）指ナデ ナデ 鹿部片。平底
滑石 を含む。粒子大。

灰 白色。

20 1 05 0 27 43 Ⅰ 0 5 第III層 粗 製土器 深鉢 （口径28）
言綾部指頭圧痕。

ナデ
浅い爪形状列点文

波状 言縁。 口唇部

に刻 目。隆帯

砂粒 を多 く含む。灰

黄色。
Fig．9－1

2 1 1 06 0 25 26 Ⅰ B 6 第 II層 粗 製土器 深彿 ヨコ方向条痕 ヨコ方向条痕
口唇部に刻 目。 言

縁部内等

金雲 母 を少 し含む。

黒灰 色

－61－
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21 10 7 02 5 24 Ⅰ B 6 第 II層 粗製土器 深鉢
貝に よる粗 いケ

ズ リ
条痕。粗いナデ 口唇部 に刻 目

粗 砂 を含む。暗灰黄

色

21 1 08 02 5 25 Ⅰ B 6 第II層 粗製土器 深鉢
口唇部は指薗圧

痕。条痕ナデ消し

ヨコナデ。 ヨコ方

向の条痕
口唇部 に刻 目

砂 粒 を含む°　金雲母

を含む。暗茶灰色。
煤付 着

22 1 09 02 5 22 Ⅰ B 6 第II層 粗製土器 深鉢 ヨコナデ。
爪形状列点文。沈

線。
口唇部 に刻 目

滑 石 はな い。貝 殻 粉

末を多く含む。暗褐色
阿高系

22 1 10 0 25 23 Ⅰ B 6 第II層 粗製土器 深鉢 指ナデ
爪形状列点文。 ヨ

コナデ

口唇部に刻 目。焼

成後穿孔

褐色粒子、砂粒を含む。

滑石を含まない。黄灰色
阿高系

22 1 1 1 0 25 2 1 Ⅰ B 6 第II層 精製土器 深鉢 ヘ ラ ミガ キ
磨梢縄文 （L R ）。沈

線
胴部片 微砂°　灰褐色。

22 1 12 0 25 4 4 Ⅰ B 6 第III層 粗製 土器 深鉢 丁寧 なナ デ 列点文 口唇部 に刻 目
滑石は少ない。金雲母は多

く含む。砂粒含む°灰褐色。
阿高系

22 113 0 2 54 5 Ⅰ B 6 第III層 精製 土器 深鉢 指ナ デ 凹線文 言緑 ～胴部 片
滑石は多い。金雲母、貝殻

松末を含む°粗砂。灰褐色°

阿高系

Fig．9－12

22 11 4 0 2 54 6 Ⅰ B 6 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部片
滑石は 多い。金雲 母は

多く含む°微砂°灰褐色。

阿高 系
F ig ．
9－4 ．5

22 11 5 0 2 54 8 Ⅰ B 6 第III層 精 製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部 片
滑石 は多い。金雲母は

多く含む。微砂°灰褐色。
阿高系

22 11 6 0 2 54 7 Ⅰ B 6 第III層 精 製土器 深鉢 丁 寧なナデ 凹線文 ロ綾部 片
滑石 を多 く含む。灰

褐色
阿高系

22 11 7 0 2 5 51 Ⅰ B 6 第III層 精 製土器 深鉢 指 ナデ
フ トへ ナ タリ擬縄

文
胴部 片

微砂 を含む。金雲母

を含む。暗黄灰色
中津式

22 11 8 02 5 52 Ⅰ B 6 第III層 精 製土器 深鉢 丁 寧なナデ 沈線文 胴部 片
微砂 を含む。滑石 は

少な い。褐色
阿高系

22 1 19 02 5 53 Ⅰ B 6 第III層 精製土器 深鉢 ヨコナデ 沈線文、刺突文 胴部 片
微砂 を含む。滑石 は

少 ない°　褐色
阿高系

22 12 0 02 5 50 Ⅰ B 6 第III層 粗 製土器 深鉢 口径27
ヨコ ・ナナ メ方

向の条痕
ヨコ方向の条痕

肩部に刻目突帯。橋状把手

6個。田縁橋部に刻目。

滑石 を少 し含む。茶

褐色

阿高系
竺誌 9

22 12 1 02 5 4 1 Ⅰ B 6 第IiI層 粗製土器 深鉢 底径14．4 二枚貝条痕
二枚貝条痕。鹿部端

部は条痕ナデ消し°
休部 ～鹿部片

砂粒 を含む。暗黄灰

色

F ig ．

9－9，10

2 2 1 22 0 25 42 Ⅰ B 6 第III層 粗製土器 深鉢 底径13 二枚貝条痕
二枚 貝条痕。鹿部端

部は面取りケズリ。
鹿部片

粗砂 を含む。外面 は暗

灰色。内面は茶灰色
Fig．9－1

2 2 1 23 0 25 43 I B 6 第 III層 粗製土器 深鉢
（底径 10 ．

9）
二枚貝条痕

鹿部端部 に指頭圧

痕。二枚 貝条痕
鹿部片

金雲母 を少 し含 む。

黄灰 色
Fig．9－3

2 2 1 24 0 40 5 7 Ⅰ
B 6 とB 5

のベ ル ト
粗製土器 深鉢 ナデ

ヨコナ デ、 爪形状

列点文
口唇部 に浅 い刻 目 砂粒 を多 く含む°

23 125 0 2 40 1 Ⅰ C 7 第 Ⅰ層 粗製土器 深鉢 指ナデ 条痕 口唇部 に刻 目 粗砂 を含む。灰黄色

23 126 0 2 40 2 Ⅰ C 7 第 Ⅰ層 粗製 土器 深鉢 条痕ナ デ消 し 粗・い調整 口唇部 に刻 目 粗砂 が多い淡褐色。

23 127 0 2 40 3 Ⅰ C 7 第 Ⅰ層 粗 製土器 深鉢 底径 11 ．6 条痕
ナデ。鹿部 端部圧

痕。 鹿部 はナデ。

鹿部 片。上 げ底。外

底端部 張 り出す。

滑石 は な し。粗 砂 を

多 く含む。淡茶褐 色。

23 128 0 2 4 12 Ⅰ C 7 第II層 精 製土器 深鉢 丁寧 なナデ 凹線文°　ナデ
山形言縁。 言線上

に刻 目。

滑石 を含む°　内外面

は褐色。
阿高系

23 129 0 2 45 4 Ⅰ C 7 第III層 粗・製土器 深鉢 指 ナデ 爪形状列点文 口唇部 に刻 目
滑石 を多 く含む。暗

褐色。

23 13 0 2 4 47 Ⅰ C 7 第III層 精 製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文、沈線 口唇部に刻 目
滑石 を多 く含 む。灰

茶褐色。
阿高系

23 13 1 田24 13 Ⅰ C 7 第 II層 精 製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部片
滑 石 を少 し含 む。金

雲母 を含 む。茶褐色。
阿高系

23 13 2 02 4 42 Ⅰ C 7 第III層 精 製土器 深鉢 指 頭圧痕
爪形状列点文、 凹

線文
口唇部 に刻 目

滑石 を多 く含 む。暗

茶色。
阿高 系

23 13 3 2 4 4 1 Ⅰ C 7 第III層 粗 製土器 深鉢 条痕
タテ方 向の二枚 貝

条痕。沈線文

砂粒 を含 む。砂粒大。

淡灰褐 色

23 13 4 02 4 43 Ⅰ C 7 第III層 粗 製土器 深鉢 ヨコ方向のナ デ
タテ方 向の巻 貝条

痕。沈線
胴部片 滑石 はな し。 茶褐色

阿高 系

Fig．9－1

23 13 5 02 4 44 Ⅰ C 7 第III層 精製土器 深鉢 丁寧 なナデ タテ方 向の凹線文 胴部片
滑石 を多 く含む。暗

褐 色。

阿高系

Fig・9－2

2 3 1 36 02 4 45 Ⅰ C 7 第III層 粗製土器 深鉢 粗いナデ
粗 いナ デ。指圧痕

残 る。
口唇部 に刻 目

砂 粒 を多 く含む。茶

褐色 ．

23 1 37 02 4 5 1 Ⅰ C 7 第III層 粗製土器 深鉢 ヨコナ デ ナ デ 口唇部 に刻 目
粗・い砂粒 を含 む。滑

石は なし。暗黄 灰色。

23 1 38 02 4 46 Ⅰ C 7 第ⅠⅠⅠ層 粗製土器 深鉢

（底径10）

条痕ナ デ消 し ナ デ 口唇部 に刻 目
－滑石 を多 く含む。灰

茶褐色

阿高系

Fig ．9－3

阿高 系

23 1 39 02 4 50 Ⅰ C 7 第III層 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向のナデ 条痕 ナデ消 し 口唇部 に刻 目 微砂 を含む。灰褐 色

23 1 40 02 4 49 I C 7 第III層 粗製土器 深鉢 ヨコナデ 条痕 ナデ消 し 口唇 部に刻 目 粗砂 を含む。黒灰 色

23 1 41 04 0 5 1 Ⅰ
C 7 とC 6

のベ ル ト
粗製 土器 鉢 ナ デ 条痕 鹿部 片。上げ底。

金雲母、砂粒 を多 く

含む。灰 白色。

24 1 42 02 4 5 2 Ⅰ C 7 第III層 精製 土器 深鉢 ヨコナデ
タテ条痕 の後ナデ。

沈線
口唇部に刻 目

滑石 を多 く含 む。 灰

褐色。

24 143 02 4 5 5 Ⅰ C 7 北壁 精製 土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 言縁片
粗．い砂粒 を含む。滑

石 はな し。 暗褐色
阿高 系

－62－
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24 144 02457 Ⅰ C 7 北壁 精製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部片 金雲母を含む。灰色。阿高系

24 145 02456 Ⅰ C 7 北壁 精製土器 深鉢 丁寧なナデ 凹線文 胴部片
滑石を多く含む。灰
褐色。

阿高系

24 146 02415 Ⅰ C 7 貝層 精製土器 深鉢 ヨコ方向ミガキ
磨消縄文。フトへ

ナタリ擬縄文
胴部片 砂粒を合一む。暗褐色 中津式

24 147 02416 Ⅰ C 7 貝層 精製土器 深鉢 ヨコ方向ミガキ
磨梢縄文。フトーへ
ナタリ

胴部片 砂粒を含む。淡－褐色 中津式

24 148 02414 I C 7 貝層 精製土器 深鉢 ヨコ方向ミガキ
磨消縄文。フトへ

ナタリ擬縄文
胴部片 砂粒を含む。暗褐色 中津式

24 149 02453 I C 7 北壁 粗製土器 深鉢 底径11．8 ヨコナデ
ナデ。鹿部外面ナ

デ

鹿部片。やや上げ

底。

貝殻松末を含む°　灰

褐色

24 －150 02342 Ⅰ B 7 第III層 粗製土器 深鉢
ヨコ方向の条痕

ナデ消し

斜め方向の二枚貝
条痕

口唇部に刻目
砂粒を含む。粗・い灰

黒色。

24 ・151 02302 Ⅰ B 7第 Ⅰ層 精製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部片
滑石は少ない。茶褐
色°

阿高系

24 152 02301 Ⅰ B 7第 Ⅰ層 精製土器 深鉢 ヨコ方向のナデ 凹線一文 胴部片
滑石は少な一一い。茶褐
色。

阿高系

24 153 02344 I B 7第II層 精製土器 深鉢 ヨコ方向のナデ 爪形文 口唇部に刻目
滑石を多く含む。茶

褐色。
阿高系

24 154 02343 I B 7第III層 粗・製土器 深鉢 指ナデ 爪形文 口唇部に刻目
砂粒を含む。滑石を
含まない。茶褐色°

24 155 02322 Ⅰ B 7第II層 精製土器 深鉢 ヨコ方向のナデ
磨消縄文と沈線。

縄文（L R）
波状口緑

滑石を含む。淡茶褐

色。
中津式

24 156 02321 I B 7第II層 精製土器 彿鉢 指頭圧痕 タテ．ヨコ方向の

凹線文
口唇部に刻目

滑石を、多く含む。淡
茶灰褐色。

阿高系

24 157 02323 Ⅰ B 7第III層 粗・製土器 深鉢 ヨコ方向の条痕
磨消縄文。フトへナ

タリ擬縄文と沈線
口縁端部研磨 砂粒を含む。茶褐色 中津式

24 158 02346 Ⅰ B 7第ⅠⅤ層 精製土器 深鉢 口径10 ヨコ方向のナナ
磨消縄文。フートへナタ

リ擬堰文と沈線文
言縁端部平坦

雲母と砂粒を含む。

茶褐色。
．Fig．9－1－

24 159 02341 I B 7第III層 粗・製土器 深鉢
（底径12・

8）
ヨコ方向のナデ

斜め方向の巻貝条
痕の後ナデ

鹿部片
雲母と砂粒を含む。
茶褐色。 Fig．9－1

24－160 02347 I－B 7第III層 粗・製土器 深鉢 底径14・1 ヨコナデ ヨコ方向のナデ
鹿部片。外面にク

ジラの香椎痕。

滑石松末を多く含む。

小豆色。
阿高系

25 161 0370－1 III
B 8第Ⅰ層．

B 7第III層
精製土器 深鉢

（口径22．

5）
ヘラミガキ

磨梢縄文。沈線。

ミガキ
口縁部内彎

微砂を多く含む。灰

－褐色。

25 162 03712 III B 8 第ⅠⅤ層 粗．製土器 深鉢 条痕 条痕ナデ消し 口唇部に刻目 金雲母含む。褐灰色

25 163 03713 III B 8 第ⅠⅤ層 粗・製土器 深鉢 粗い条痕
擬縄文。言綾部はナ

デ°条痕ナデ消しb
口唇部に刻目

砂粒を多く含む。黒

灰色。

25 164 03711 III B 8－第III層 粗．製土器 深鉢
（底径15．

4）
ヘラナデ

鹿部端部に圧痕。－

ナデ。鹿部はナデ。
鹿部片

砂粒を多く含む。暗

灰褐色。

石灰仲

着

25 165 0370－2 III B 8第 Ⅰ層 粗製土器 深鉢
（口径12・

Z）－

ヨコナデ。見込み
部は指頭圧痕。

タテ方向条痕°ユビ
ナデ。鹿部はナデ

鹿部片 砂粒を含む。灰黄色。
－石灰仲
着

25 166 03804 III
C 8 ．D 8

第 Ⅰ層
粗製土器 鉢 ナデ

磨消縄文。へナタリ。

言綾部はヨコナデ
言綾部片

砂粒を多く含む。灰

黒色。

瀬戸内

系

25 167 03811 III
C 8 ・D 8
第 I層－

精製土器 深鉢
（底径の

8．8）
ナデ

磨消縄文。へナタ

リ。ミガキ
鹿部片。平底。

砂粒を多く含む。灰

黒色。

瀬戸内系

二次火

25 168 03802 III
C 8 ．D 8
第 Ⅰ層

粗・製土器 深鉢 ユビナデ ナデ 口唇部に刻目
砂粒を多く含む。褐
色

石灰仲
着

25 169 0－3801 III
C 8 ・D 8

第 Ⅰ層
粗・製土器 ．鉢 ヨコナデ 不整方向の条痕 口唇部に刻目

微砂を多く含む。暗

褐色。

25 170 04056 Ⅰ
C7とC 8．D8の

ベルト第Ⅰ層
粗．製土器 鉢

（口径8．

ヒ3）
ナデ

ナデ、一部ミガキ。
鹿部端部に圧痕。

鹿部片。
微砂粒を含む。黒灰
色。

外底石
灰付着

25 171 03813 III
C 8 ・D 8
第 Ⅰ層

粗．製土器 深鉢 （底径10）条痕 条痕 鹿部片
貝粗粒子を多く含む。
褐色°

25 172 03812 III
C 8 ．D 8
第 Ⅰ層

粗・製土器 深鉢 （底径12）ナデ ナデ。鹿部はナデ
鹿部片。やや上げ

底。

砂粒を含む。褐色粒子を含

む。褐色。二次黒変。

25 173 03815 III
C 8 ．D 8
第 Ⅰ層

粗製土器 深鉢
（底径12．－
3）

条痕
条痕。鹿部端部に
圧痕。 鹿部片。上げ底。

砂粒を多く含む。外面は黄
灰色、内面は黒色。

25 174 03816 III
C 8 ・D 8
第 Ⅰ層

粗製土器 深鉢
（底径15．

2）
ユヒナデ、ナデ ナデ 鹿部片

砂粒を多く含む。黄

灰色。

25 175 03814 III
C 8 ・D 8
第 Ⅰ層

粗．果土器 深鉢 （底径11）条痕
条痕。鹿部端部に圧

痕跡。鹿部はナデ
鹿部片

貝穀松末を含む。砂

粒を含む。茶褐色。
二次火

－25 176 03833 III
C 8 ．D 8

粗・製土器 準鉢
ヨコ方向のヘラ 沈線と爪形状列点文。

胴部片
滑石を多く含む。粒子 阿高系

第III層 ナデ 斜め方向の条痕。 ま大きい°茶褐色° 煤付着

25 177 03835 III
C 8 ・D 8
第III層

粗．製土器 深鉢 粗い条痕 ヨコナデ、凹線文 口唇部に刺突文
砂粒を多く含む。淡

褐色。一部黒変。
阿高系

25 178 038d3 III
C 8 ・D 8
第III層

粗製土器 深鉢 ナデ 沈線文 口唇部に刻目
砂粒を多く含む°灰

黄色。
阿高系

25 179 03834 III
C 8 ．D 8
第III層

精製土器 深鉢 指頭圧痕 凹線文 胴部片
滑石を含む°粒子大。
茶褐色。

阿高系

25 180 03832 III
C 8 ・D 8
第III層

粗製土器 深鉢 丁寧なユビナデ ナデ、凹線文 胴部片
滑石を多く含む°粒子は大

きい。暗灰褐色。
阿高系
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25 1 81 03 8 3 1 III
C 8 ．D 8

第III層
粗製土器 鉢

（口径23 ．

7）
ヨコ方向粂痕 ヨコ方向条痕 口唇部に刻 目

金雲母微粒子を多く含む。外面

は暗褐色、内面は暗灰黄色°
Fig・9－3

2 6 1 82 0 40 0 1 III
C 9 ・D 9

第 Ⅰ層
粗製土器 深鉢

ナデ。 口綾部 は

条痕。

ヨコ方向の条痕。口

綾部は指頭圧痕。
口唇部に刻 目

砂粒 を含む°　暗茶灰

色。

26 1 83 0 40 0 3 III
C 9 ．D 9

第 Ⅰ層
粗製土器 深鉢 ユ ビナデ 爪形状列点文 口唇部に刻 目

砂粒 を含 む°　貝殻粉

末 を含む。

石灰仲

着

26 184 0 40 0 2 III
C 9 ・D 9

第 Ⅰ層
精製土器 深鉢 ナ デ

二枚貝による条痕。

沈線°

波状 言縁°　口唇部

に刻 目

砂粒 を含 む。淡黒灰

色。

26 185 0 40 2 2 III
C 9 ・D 9

第III層
粗製土器 深鉢 条痕 条痕、ナ デ

田綾部に雑 。口唇部に刻目°

外面に1条の刻目突帯。

砂粒 を多く含む。金雲

母 を含む。灰褐 色°

二次火

Fig ．9－4

26 186 0 40 1 1 III
C 9 ・D 9

粗・製土器 深鉢 （底径13） 一一1．，11－
ヨコ方 向の条痕°

鹿部片。上 げ底。
砂粒 を多 く含 む。茶 石灰付着

第II層 ナ ア 鹿部 は条痕。 褐色。 Fig．9－1

26 18 7 0 40 2 1 III
C 9 ・D 9

第III層
粗製 土器 深鉢

（底径11．

9）
斜め方 向条痕

斜め方向の条痕。鹿部

端部は指頭圧痕。
鹿部 片。平 底。

微砂粒 子を多く含 む。

赤橙 色。

26 18 8 0 40 6 8 III
C 8．D8とC9・D9

のベルト第III層
粗製 土器 深鉢 ヨコ方向の条痕

ヨコ、 タテ方向の

条痕

言緑片。言線 端部は

内側につまみ出す。

貝殻松 末を多く含 む。

茶褐 色

26 18 9 0 40 2 3 III
C 9 ・D 9

第III層
精 製土器 深鉢 （底径19） ナデ 鹿部端部 は圧痕 鹿部 片。 上げ底。

滑石 を多量に含む。

赤褐 色
阿高系

27 1 0 42 0 5 I 貝層上面 粗 製土器 深鋒 条痕 ヨコ方向の条痕 言縁 片
微砂を多く含む。金雲母

を少し含む。灰黄色。

27 2 0 4 20 1 Ⅰ 貝層上面 粗 製土器 深鉢
ヨコ方 向の条痕。

下部はヨコナデ

タテ方向の条痕。口唇

部はタテ長の指圧痕
口唇 部平坦

砂 粒、金 雲母 を含 む。

淡黄褐色
Fig．9－9

27 3 04 20 6 Ⅰ 貝層上面 粗 製土器 深鉢
ヨコ方 向の条痕。

下部はナデ
条痕 言縁 片

微砂を含む。外面は暗い灰

褐色、内面は灰褐色

27 4 04 2 02 Ⅰ．貝層上面 粗 製土器 深鉢 条痕 ヨコ方向の条痕 口縁 片
砂粒を多く含む。外面は暗

褐色°内面は黒褐色。

27 5 01 5 01 III 貝層上面 粗 製土器 深鉢
条痕。 言綾部 は

ナデ

ヨコ方向の条痕。

言綾部はナデ

口唇 部は貼付 のち

刻 目

金雲母 を含む。淡褐

色

27 6 04 2 03 Ⅰ 貝層上面 粗 製土器 深鉢 一一．．．くヽ
ヨコ方向フトへナタリ条 口唇部に刻 目。 口 砂粒 を多 く含む。黄

ナア 痕。言綾部はナデ 縁に突起 褐色

27 7 0 15 02 III 貝層上面 粗製土器 深鉢
ヨコ方 向の条痕。

ロー綾部はヨコナデ

ヨコ方向の条痕。下部は

タテ方向の条痕
口唇部に刻 目

砂粒を含む。外面 は灰

黄色、内面は黒灰色

内面二

次火

27 8 04 2 04 Ⅰ 貝層上面 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向の条痕
条痕 。2 の爪 形状

列点文
口唇部 に刻 目

砂粒 を多 く含 む。 暗

い黄灰色

27 9 0 15 05 III 貝層上面 粗製土器 深鉢 ナデ
爪形状列点 と短直

線文
口唇部 に刻 目

滑石が多い。外面は褐

灰色、．内面は黒灰色
阿高 系

27 1－0 04 2 0 7 I 貝層上面 粗製土器 深鉢
口縁部はナデ。ヨコ

方向は条痕ナデ消し

ヨコ方 向、斜め方

向の条痕
口唇部 に刻 目

砂粒 を多．く含 む。暗

褐 色

27 1 1 0 17 0 6 III 貝層 包含 層 精製土器 深鉢 ナデ ナデ
山形言縁。口唇部に

刻 日。中央に穿孔
微妙 を含 む。暗褐色

瀬戸 内

系

27 12 0 17 0 5 III 貝層 包含 層 精製土器 痍鉢 ヘ ラ ミガキ
磨梢縄文。巻 貝擬

縄文
口縁片 微 妙 を含む。暗褐色 中津 式

27 13 0 15 5 3 III 貝層 粗製土器 鉢
（胴 部 径

24）
条痕

磨梢縄文。沈線。下部

は条痕。タテ方向の条痕
胴部片

砂粒を多く含む。暗い褐

色。器面が粗れている。

中津 式

Fig・9－20

2 7 14 0 17 0 4 III 貝層包含層 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向の条痕
刺突文。ヨコ方向の沈

線。その下に列点文
口唇部 に刻点文

砂 粒 を含む。暗い黄

灰色

27 1 5 0 15 5 2 III 貝層 粗製 土器 深鉢 底径 12 ナデ
ナデ。鹿部端 部に

爪形文 。
鹿部片 。上げ底

2－3mmの砂粒を多く含む。

外面は褐色、内面は黒色。

瀬戸 内

系

27 1 6 0 42 0 8 Ⅰ 貝層上 面 粗製 土器 深鉢
（底径10．

4）
条痕

鹿部 はナデ。鹿部

端部 は指頭圧 痕
鹿部 片

砂粒 を多 く含む。褐

色
Fig．9－3

27 1 7 0 15 0 7 III 貝層上面 粗製 土器 深鉢 （底径14）
ヨ コナデ。－鹿部

はナデ
ナデ。 鹿部はナデ 鹿 部片

砂粒を多く含む。外面は

灰黄色、内面は灰茶色 －

27 1 3 0 15 0 6 ⅠⅠⅠ貝層上面 粗製 土器 浅鉢 （底径11）磨滅 ミガキ
鹿 部片°　休部 は大

きく広が る

カル シウム付着。淡

褐色

27 1 9 0 42 5 7 Ⅰ 貝層第 Ⅰ層 粗 製土器 鉢 底径11
条痕 。鹿部はナ

デ

条痕後ナ－デ。鹿部

はナデ
鹿部片

砂粒 多 く含む。 暗い

赤褐色

阿高系

二次 火

28 2 1 0 4 25 9 Ⅰ 貝層第 Ⅰ層 粗・製土器 鉢
（底径9．6）

器高13．8cm
ヨコ方向の条痕

斜め方向の条痕ナデ消し。底

部端は指頭圧痕後ヨコナデ

口唇部に刻 目。底

部はやや上 げ底

砂粒 多 く含 む。金雲

母 多 く含 む。 黒灰 色
二次 火

28 2 2 0 4 2 56 Ⅰ 貝層第 Ⅰ層 粗 製土器 鉢 （口径 10）ナデ エ ビナデ 丸味 をお びた休部
1－3mmの砂粒多い。黄褐色。

器面に粘土紐の接合わかる

手づ〈ね

土器黒玻

28 2 3 0 4 2 55 Ⅰ 貝層第 I 層 粗．製土器 深鉢 丁寧 なナデ 指に よる強 いナデ 口唇部 に刻 目
金雲母含む。2 － 3 mm

の砂粒多い。黄褐色

28 2 4 0 4 2 51 I 貝層第 I 層 粗 製土器 深鉢 ユ ビナデ 条痕 口唇部 に刻 目 砂粒 を含む。 茶褐色

阿高系

28 2 5 0 4 2 58 I 貝層第 Ⅰ層 精製土器 深鉢 ヘ ラ ミガ キ
磨消縄文。巾広いヘラミ

ガキ。一部に縄文残る
胴部片

微砂 を含む。－やや暗

い灰色

28 2 6 0 4 2 52 Ⅰ 貝層第 I 層 精製土器 深鉢 ナデ ・ミガキ
磨梢縄文。7トナタ順敵 。口唇

部から沈線文。田縁部刺突文。研磨

波状 言縁。 口唇部

に刻 目

金雲母を少し含む。砂粒多

いO硬質焼成。褐色

28 28 0 4 2 54 Ⅰ 貝層第 Ⅰ層 精製土器 L深鉢 ヨコ条痕後 ナデ
口綾部 はナ デ。 凹

線文
口唇部 に沈線

－滑石少 ない。粒子 大。

灰褐色

28 29 04 3 06 I 貝層第 II層 粗 製土器 深鉢 ヨコナ－デ。
口綾部 ヨコナ デ。

爪形状列点文
口唇部 に刻 目－

金雲母、砂粒 多い。

暗灰褐色

28 30 04 3 10 Ⅰ 貝層第 ⅡⅠ層 精製土器 深鉢 ヨコナデ 凹線文 胴部 片
滑石はやや少ない。粒は大

きい。暗い灰褐色
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28 3 1 1 04 30 3 Ⅰ 貝層第II層 精製土器 鉢 丁寧 なナデ 磨消縄文。沈線

ノlL 　ヽ　　　　　　　　　　言

言綾部は内考

1－
1 －3 m mの砂粒 多い。

暗灰褐色

砂粒 を含 む。 暗い灰

色

用

煤付着

28 3 2 04 30 2 I 貝層第II層 精製土器 深鉢 ヨコナデ
ナデ。沈線の後ナ

デ 口唇部に刻 目。

28 3 3 0 43 0 9 I 貝層第 II層 粗製土器 深鉢 ナデ 条痕ナデ消 し 口唇部 に刻 目

。

金雲母 を少 し含 む。

28 3 4 0 43 12 I 貝膚第 II層 粗 製土器 深埜 粗 いナデ。指頭

圧痕 残 る

ナデ。指頭圧痕残

る

口唇部に刻目。器体に

粘土紐の接合わかる

砂粒 多い。外面 は褐

灰色　 内面 は灰褐色

手づ く

ね土器

28 3 5 0 43 07 Ⅰ 貝層第 II層 粗 製土器 鉢 （口径23）指頭圧痕 ナデ。下部 は条痕

ナデ消 し

口唇部 に刻 目。丸

味をおびた休部

ヽ
1－4mmの砂粒を多く含む。外

面は褐灰色、内面は灰褐色。

砂粒多い。黒色
28 36 0 43 11 Ⅰ 貝層第 II層 精 製土器 深鉢 ミガキ ミガキ

し一　　　言
波状 田原 。 口綾部

に飾 り穴 －

28 37 04 30 8 Ⅰ 貝層第 II層 粗製土器 深鉢 ナデ 条痕 口唇部 に刻 目
貝殻粒子、長石等を多く含む。外面

は暗い褐色。内面は黄灰色

全書乱砂粒を多く含む。硬質焼成。

外面は褐色内面は里褐色

二次火

煤付着

28 38 L 04 30 4 Ⅰ 貝層第II層 粗製土器 深鉢 ヨコ方 向の条痕 ヨコ方 向の条痕 言縁片

28 3 9 04 30 5 Ⅰ 貝層 第II層 粗製土器 深鉢 ヨーコ方向の条痕 ヨコ方 向の条痕 口唇部に刻 目

0　　　　　　　0日
金雲母、－砂粒を含む。外面一は暗

いこげ茶色、内面は灰褐色
煤付嘉

28 4 0 04 313 Ⅰ 貝屑 第II層 粗製土器 深鉢 （口径 10）ナデ。表面は凹 口唇部一部条痕。手づくね 口縁片。緩い カー 砂粒 を含 む。金雲母
凸 してい る。 状ナデ指頭圧痕残る ブの頚部 をA む　 灰

28 4 1 鋤314 Ⅰ 貝層第 II層 粗製土器 奉鉢 （底径 12）条痕
）　　　　　。
条痕。鹿部端部に

刻 日 ・鹿部ナデ

言　。
鹿 部片。鹿部つ ま

み出 し

言　 。　 1
砂粒を多く含む。硬質焼成。外

面は暗茶灰色、内面は灰黄色

1 － 3 血m の砂粒 を多

く含む。灰褐色

金雲母 多 く含む。砂

粒 多い。暗茶褐色

砂粒を多く含む。内面は暗

二次火

28 4 2 0 43 01 Ⅰ 貝層第 II層 粗 製土器 深鉢 ユビナデ 細かい条痕
口唇 部 に刻 目。大

きく外傾する言縁

28 4 3 0 44 02 Ⅰ 貝層第ⅠⅠⅠ層 粗製 土器 深鉢 ヨコナデ
浅 い凹線文。 入 り

組文 か ヨコナデ

。

口唇部 に刻 目
阿高系

F．9－13

29 4 4 04 10 2 I
A トレシチ

精製土器 鉢 （口径29）
ヨコ方 向へ ラ ミ 磨消縄文 。縄文 押

山形 田縁

1g．
中津式

第II層 ガ キ 圧。下痢 は ミガキ 茶褐色 外面は由褐色 内外黒吐

29 4 5 04 12 0 Ⅰ
A トレンチ

第II層
精製土器 鉢

－ヨコ方 向の ミガ

キー

－
充填縄文。 ミガキ

の後縄文
胴部片

′ヽ　　　ヽ 　　　　　　日　　　。
賊 を含む。粒子大きいのは少れ

外面は褐灰色、内面は灰黄色。

砂粒 を多 く含む。暗

茶褐 色

1 －3mmの貝粒 を多 く

含 む。暗茶灰色。

滑石はやや少ない。大粒子多い謝

／．、）
中津式？

4123と同－

29 4 6 04 10 3 Ⅰ A トレンチ 精製土器 深鉢 ナデ

。
充填縄文。ミガキの後に縄文。外

8個、内7個の刺突文が巡る
波状 言緑

29 4 7 －－04 1－21 Ⅰ
A トレンチ

第 II層
精製土器 深鉢 ミ－ガキ

。
充填縄文。ミガキの後縄

文。
胴部片 中津式？

29 4 8 0 4 104 Ⅰ
Aトレーンチ

粗・製土器 深鉢 ナ －や
口緑部は爪形状列点文、

口唇部 に刻 目 阿高系
第Ⅰ層．第II層 7－ 浅い凹線。下部は条痕－ 面は灰黒色、内面は暗茶褐色。

滑石やや少 ない。粒

子やや大　 褐色

二次火

29 4 9 0 41 16 Ⅰ
A トレ ンチ

第 II層
精 製土器 深鉢 ユビナデ

。
ナデ。沈線。鹿部

端部 に圧 痕 鹿部 片

一一一一一一一＿／：

阿高系

29 5 0 0 41 19 I
A トレンチ

第埜層
精 製土器 深鉢 ナデ

。

四線文 胴部片

。　　　　　　　　　。
滑石やや少 ない。灰－

褐色。 阿高系

29 5 1 04 10 6 Ⅰ A トレンチ 粗製土器 深鉢 ヨコ－一方 向ナデ 沈線 内爪形状列 点

文。 条痕
胴部片

砂粒を含む。金雲母少し含む。

外面は灰黄色、内面は暗灰色。

砂粒 －を多 く含む。金

費母心 L A む
29 5 2 04 12 4 Ⅰ

A トレンチ

第II層
精製土器 深鉢

条痕ナデ消し。下

部は貝殻条痕。

。
充 填 縄 文。－ヨコ方

向ミガキの後縄文
胴部片

29 5 3 04 11 8 Ⅰ
A トレンチ第 Ⅰ

層 ．第II層
粗製土器 深埜 条痕

。
条痕ナデ消し°口綾部

に爪形状列古文 沈線
口唇部に刻 目

呈出呵／ブし／言　 。
滑石 多い。褐灰色。

口唇部 は里色
阿高系

29 5 4 04 138 Ⅰ
A トレンチ

第III層
粗製土器 深鉢 ナデ

／11）　　。　　　　　。
条痕。突帯部分 は

ナデ。
1条 の突帯 に刻 目

言　　　出、、　。
砂粒を多く含む。粒子大きい。

外面は褐色内面は灰音色

29 5 5 0 4 135 Ⅰ
A トレ ンチ

第III層 粗製土器－深鉢 ナデ 浅い凹線。 口唇部に一刻 目。

　ヽ　　　　　　　　　ハ　　。
砂粒 を多 く含 む。黒

色。

29 5 6 0 41 37 Ⅰ A トレ ンチ

第III屑
粗 製土器 深鉢 条痕後ナデ 条痕。浅い凹線。爪形状列点文も浅く、

上から欄のためっぶれる。

口唇部に刻 目。 口

縁 は外に広 が る
長石粒 を多 く含 む。

29 5 7 0 41 33 Ⅰ
A トレンチ

第III層
粗 製土器 深鉢 底径13 ナデ L タテ条痕ナデ消し。鹿部端部は面取

り。鹿部に鯨の椎骨の圧痕と条痕

°

鹿部 片。上 げ底。
砂粒を多く含む。滑石を少し含む。外

面はやや賠茶褐色内面は灰褐色

29 5 8 04 13 2 Ⅰ
A トレンチ

第 II層 粗製 土器 深鉢 底径 14
ヨコ条痕 。鹿部

は磨滅。

°
ヨコ方向のナデ。
鹿部 はナデ。

鹿部 片

目ノ＼　　ヽ　　　　　　　。
砂粒を多く含む。外面は灰

黄色、内一面は褐灰色。

29 5 9 0L4 1 11 I A トレンチ

第II層
粗製土器 深鉢 底径 16

タテ条痕。鹿部

はヨコ条痕。

ヨコ方向条痕 ナデ

消 し。
鹿部 片

砂粒、金雲母か多い。外面は

暗茶灰色、内面は灰音色。

30 6 0 －04 18 2 Ⅰ
B トレ ンチ

第III層
精製土器 深鉢

ロー綾部はナデ。休部

はヨコナデ擬縄文

ナデ梢縄文。へナタ11擬

縄文と充填縄文 口唇部 に副 田
．′－ヽ

長石等砂粒多い。硬質焼鼠

外面は暗い褐色 内面は褐色

30 6 1 0 4 18 4 Ⅰ
B トレーンチ

第III層 粗製土器 鉢 ヨコ方 向条痕
　ヽ　　　　　。

充壙縄文。巻貝の条痕状。．－酎

押圧。擬縄文ナデ消し

波状 口縁。 口唇部

に刻 目

日　　　　。
砂粒を多く含む。外面は灰

黄色 内面は灰色

30 6 2 り418 7 I

I

I

I

I

I

B トレ ンチ

第III層
精製土器 鉢

深鉢

深鉢

深鉢

鉢

深鉢

ヘ ラ ミガ キ
0　　　　　　　。

充填縄文。沈線。刺突文。

フトへナタリ擬縄文。

・久　　　。

強 く内等す る口縁

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　。
微砂 を含む。褐色粒
書。 黒灰 色°

阿高系

30 6 3 0 4 189
B トレン チ

第III層
精製土器 ナデ

磨消縄文。沈線。

一部磨滑が残 る。
口綾部片

黒 色粒 子、微砂 多い。

暗褐 色。

－30 6 4 0 41 91 B トレンチ

第III層
精 製土器 丁寧なナデ 磨 滑縄文、沈線 胴部片 ． 微砂 を含 む。灰褐 色

30 6 5 04 18 8
B トレンチ

第IIⅠ層－
粗 製土器 ナデ 浅 い凹線文 胴部 片 ． 滑石 多い。黒色

30 6 6 04 13 3
B トレンチ

第III層 精製土器
口綾部 は粗 いナ

デ。 ナデ
条痕 後指 頭圧痕

波状 口縁。 口唇部

に刻 み

砂粒を多く含む。外面は

灰黄色。内面は黄灰色

30 6 7 04 16 2
B トレ ンチ

第 Ⅰ層
精製土器 ナ デ 凹線文 胴部片 滑石が 多い。淡赤褐

色。

－65－



挿図番号遺物番号 封泉番号 地区 出土層名 種　 類 器種 計測値（cm） 内面調整及び文様 外面調整及び文様 形態の特徴 ．部位 色調 ・素地等 備考

30 6 8

，鼠

04 16 1 Ⅰ
B トレ ンチ

第 Ⅰ層
粗製 土器 深鉢

ナ デ。下部 は ヨ

コナデ

口綾部爪形状

条痕の後ヨコナ

j点文。

．
口唇部 に刻 目

金雲母、砂粒 多い°

こげ茶色。

30 6 9 0 4 1 86 I
B トレンチ

第III層
粗 製土器 深鉢

ヨコ方 向条 痕。口

綾部はヨコナデ

ヨコ方 向条 痕。口綾

部は条痕ナデ消し。
波状 言縁 砂粒 多い。灰褐 色。

30 70 04 1 8 1 Ⅰ
B トレンチ

第III層
粗．製土器 深鉢

（底径 11．

4）
ナデ ナデ°　鹿部はナデ 鹿部 片

砂粒 を多 く含 む。淡

黄褐 色

A

30 7 1 04 1 9 0 Ⅰ
B トレン チ

最下
粗・製土器 深鉢 ヨコ方向の条痕 ヨコ方向の条痕 口唇部に刻 目

1 －3 mmの砂粒多く言む。

内外面やや暗い褐色。

－L　　　　　　　A　　　　　 立
30 7 2 0 40 6 6 Ⅰ

C 5 とC 4 の

ベ ル ト
粗製土器 深鉢 底径9 ．2 ナ デ

ナデ°　鹿部端部 は

圧痕。
鹿部片 ・上 げ底。 砂 粒 を多 く言む。喝

灰褐色。

1　　　A

二次火

30 7 3 0 4 06 5 I
C 5 とC 4 の 粗・製土器 深鉢

（底 径 9）ナ デ°肩部 に条 頚部 は条痕。胴部 やや屑が張 る。 砂粒 を言む。暗灰褐 二次 火

ベ ル ト 胴部径18 痕。 は巻 貝条痕 色。

Tab．2　桑原飛櫛貝塚出土石製晶一覧表　　　　　　　　単位。m

頁 遺物番ロ砦録番号 地区 出土遺構 器　 種 長（現有長）幅（現有幅）厚（現存厚） 重量（g） 石　　 材 色　 調 特　　　 徴 備　 考

68

号

1

且

05905 III C 8 ．C 8 第III層 石鏃 3 ．4 3 ．1 0 ・8 6 黒曜石 黒色
一 方のかえりの先端 を欠く。

調整 は丁寧。

　ヽ　　　　　　　　　月山　　　　　　　　　　　　　　　l

68 2 05 0 4 2 I B 3 第 I 層 石鏃 1．7 1．4 0．2 －
黒曜石 黒色　 －

かぇ りの先端 を欠 く。未製

言ロ言。

68 3 050 4 3 Ⅰ B 3 第 Ⅰ層 石鏃 1・9 1．5 0・4 1 ．7 黒 曜石 黒色 三角鏃。調整 は粗 い。

山

68 4 0，5018 I JC 6 第III層 石鏃 （1．3） 1・4 0 ．3 － 黒曜石 灰 黒色 先端 を欠 く。決 りは深い。

表面の調整 は丁寧。

　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ
68 5 05 1 56 Ⅰ 貝塚 1 層 石鏃 （2・0） （1 ．4） 0 ．4 － 黒曜石 黒色 基部 を欠 く。側辺 の一辺の

み調整 。未 製品。

68 6 05 0 12 Ⅰ B 6 第III層 石鏃 1 ．5 1 18 0．2 － サ ヌカイ ト 渡灰色 挟 りは深い。粗い調整。

　ヽ　　　　　　　　　山

68 7 050 19 Ⅰ C 6 第III層 石 鏃 2 ．5 1．6 0・4 － 黒 曜石
灰黒色 一方 のか ぇりの先端 を欠 く。

挟りは深い。丁寧な調整。

　ヽ　　　　　　　　111
68 8 0 5 15 4 Ⅰ 貝層第 Ⅰ層 石鏃 2 ．2 1．3 0．4 － 黒曜石 黒色

鋸歯鏃。一 方のかぇりの先端

を欠く。裏面 に未調整面。

，　　 ナ
68 ．9 0544 1 II S P 7 4 石鏃 2・0 1．0 0 ．3 － 黒曜石 灰 黒色 横長の剥片を利用。B面に大き捕り

錐面を残す。決りは深い°

68 10 05 3 14 II S C 01 石鏃 （1・8） 1 ．4 0 ．5 － 黒曜石 黒色 基部 を欠 く。未製品。

山

■ 1 －

68 11 05 3 15 II S C 0 1 石鏃 （2 ．0） 2 ．1 0 ・4 － 黒曜石 黒色
ニ 角鏃 で先端 を欠 く。 B 面

は調整途中。未製 品。

68 12 0 50 1 7 Ⅰ C 6 第II層 石 鏃 2 ．7 1．9 0．6 2 ．2 黒 曜石 黒色
未製品。両面 とも粗 い調整

を残す。

68 13 0 54 5 6 II 2 両SP 106 石鏃 3．5 0．8 0 ・6 2 黒曜石 黒色 A面に自然画、B面に剥離面を残す。断

面三角形を呈する。

68 14 0 5 00 2 Ⅰ B 7 第III層 石錐 1・9 1．0 0 ．7 － 黒曜石 黒色 先端 を欠 く。

土山　　一一一一

68 15 05 3 16 II S C 01 石匙 （2・6） 2 ．2 0 ．5 － 黒曜石 灰黒色 横長剥片の一部こ＿方面から決りを

入れ、つまみ部状に作り出す。

69 16 05 7 56 II
2 両獣骨

N o　6 周辺
尖頭器 4 ．9 2 ．2 0・8 8．1 サ ヌカイ ト 灰色 B 面 に自然画。

69 17 0 50 3 6 Ⅰ C 4 第III層 石槍 10 ．5 2 ．9 1・3 4－6 粘板宕 濃灰色 A 面風化著 しい。

69 18 0 5 31 2 II S C 0 1 尖頭器 5・6 2．0 1．0 11 サヌカイ ト 浪灰 色
主要剥離面 の側辺 に調整 を

加 える。

′
69 19－0500 1 Ⅰ．B 7 第 Ⅰ層 石錘 7・4 3 ・2 1 ・0 37 ．6 火成岩 淡緑灰色 扁平な長方形の石の側面に調整を

加え、紐かけの決りを作り出す。

69 20 0 5 1 84 I 貝層上面 石匙 （3・7） （7 ．2） 0 ．6 － サ ヌカイ ト 灰色 一部 を欠 く。横長の剥片 を

利用°

　ヽ　　一，
69 21 05 9 18 III

C 8 ．D 8 とC 9 ・D

9 ベルト第II層
石匙 3 ・2 7 ．0 0．7 14．2 サ ヌカイ ト 濃灰色

横長の剥片 を利用。－1 辺 に

刃部 を作 る。

ヽ
69 22 0 50 06 Ⅰ C 7 ．D 7 第III層 削器 3 ・9 2．7 0．9 9 サヌカイ ト 濃灰色

縦長剥片の 2 辺 に調整 を加

え刃部 を作 る。

　ヽ　　　一・
69 23 0 5 16 2 Ⅰ 貝塚第 II層 － 削器 （6．6） 6・3 1 ．4 － 頁岩 黒灰色 一部 を欠 く。 2 辺に調整 を

加 え刃部 を作 り出す。

∠＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　，
69 24 0 5 15 1 I 貝層第 Ⅰ層 削器 7．6 5．1 1 ．8 80 頁岩 灰黒色 縦長 の剥 片 を利用。側辺 に

調整 を加 え刃部 を作 る一

69 25 0 5 0 11 Ⅰ B 6 第 I 層 石斧 ．8．0 4 ．1 1．7 73 玄武岩 灰色 磨 製。一部 を欠 く。A B 両 面

とも丁寧 な研磨。

　ヽ　　　　　　．一．．
69 26 05 90 1 III B 8 第 Ⅰ層 石錘 6 ・8 6 ・0 1．5 110 玄武岩 灰色

扁平 な自然石 の 2 辺 に敵打

を加 え挟 りを作 り出す。

69 27 05 1 39 Ⅰ B T 装 飾品 5 ・1 －2・8 0．8 12 ・5 滑石 淡小豆 色 4 つ の孔。丹 塗 り

A面（表）　B面（裏）
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C9・D9（G18）出土遺物（Fig．26）

182－184は第Ⅰ層出土、186は第II層、185・187－189は第III層出土である。184は精製土器で、波状

言縁部である。外面は言縁部に沿って2条の沈線を施す。183・189は阿高系土器で、183の外面に列点

文を施し、口唇部に刻目がある。189は滑石を多く含み、赤褐色を呈する°183には滑石を含まない。

185は外面にヨコ方向の隆帯文をもち、一部に刻目を施す。内外面ヨコ方向の条痕がある。182．186－188

は粗．製土器で、182の口唇部には刻目がある。

（3）その他出土の縄文後期土器（Fig・27－30）

具層内の出土土器（Fig．27－1－10、16－18）

1－13は貝塚の表面に表出、もしくは貼り付いた状態で出土した土器である。9は阿高系土器で、

口唇部に刻目をもち、外面に列点文と短直線文の組み合わせ文がある。1－710は粗製土器で、5

－7は口唇部には刻目がある。内外面に貝殻条痕が残るが、6は巻貝のフトへナタリを用いている。

8は内外面に条痕があり、外面には2段に爪形状の列点文を施している。18は浅鉢形の鹿部、16・17

は深鉢の鹿部である。

11－1315は瀬戸内系土器で、1213は中津式土器である。13は内外面は条痕を施し、上位に磨消

縄文を施す。11は山形口縁部を肥厚させ、口唇部に刻目を付ける。又、中央に穿孔がある。14は外面

にヨコ沈線を施し、その下に列点文を配置する。口唇部に刻点文がある。

（4）石器（P68・69）

貝層内から出土した石器の総数は58点である。この他、中世包含層中、或いはII区の包含層より出

土した縄文時代の石器を加えると164点に達する。Tab．2参照

（5）土製品

有孔円盤（Fig．31－42－45）　4点出土。縄文土器片の縁辺を加工調整して、不整円形の土板を作り、

中央を穿孔している。縁辺は磨き等の調整を行っていない。44は孔が貫通していない。

（6）貝製品

具製腕輪（Fig・32－34－1－48）

貝層内からは完成品．未製品が48点出土し、4号人骨装着の貝輪を合わせて62点出土した。4号人

骨に装着した貝輪は14点である。この内未製品は25点である。完形品は7．11の2点にすぎない。利

用した貝の種類は、ベンヶイガイ、クマサルボウである。この内、クマサルボウは少なく6点に過ぎ

ない。ベンヶイガイ製が83％を占めているO

貝面（Fig．35－49）

イタボガキの右殻を用いている。殻頂側を上にして、径約1cmを測る孔を2つあけている。殻長10・

9cm、殻高9．5cmを測る。類例には長崎県佐賀貝塚、熊本県黒橋貝塚がある。

貝錘（Fig．35－50－70）

巻貝、二枚貝を利用するが、最も多いのは二枚貝で、特にハイガイ製が多い。穿孔は二枚貝の場合

は殻頂部を打ち欠く手法を取る。巻貝は1点、二枚貝は11点である。60はアカニシで、体層の中央部

に径2cmの穿孔がある。64－65、67－70はハイガイ、66はアサリである。其の他に、オキシジミの貝

錘品がある。ハイガイは9点で、全体の75％を占めている。
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了
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石製品①

－68－
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※番号は表と一致する



17 18

，9

25

石製品②

一一／一二一一

∈正江宝玉③
42 農芸巨証2

43

駐這髭＝急
44

Fig31土製品実測図（縮尺1／3）

－69－

20 2，

※番号は表と一致する

45

42はBT第II屑出土
43はAT第II層出土

44はC8・D8第III層出土

45はC5・6ベルト内出土
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（7）骨角器（Fig・36）

自然遺物の中でシカ、イノシシの骨、及び鹿角は非常に多く出土した。その中でもシカの中手骨、

中足骨を縦に割ったものが多数出土しているが、製品は非常に少なく、11点にすぎない。

刺突具・釣針（Fig．36－1－8．24）

1．2はヤスと考えられ、1は先端は欠き、2は上部を欠いている。1．2の基部は方錐状に尖ら

せている。鹿角製である。4・8はエイのヒゲであるが、ヤスとして用いたかは判断出来ていない。

5は鹿角製の結合釣針の軸である。かえし部分を欠いている。3は錐で、現存長8cmを測り、高さ3

mmの先端部を削出している。鹿角製である。7は獣骨の肋骨を利用し、細く削り込んでいる。24は鹿

角製で、一部を尖状に削り出している。

牙製品（Fig．36－9－11）イノシシの牙を縦に半裁した製品である。10は2孔が穿けられており、垂

飾品と考えられる。11は未製品の段階である。9はクジラの歯である。歯の一部を切り取っている。

その他の製品（Fig・36－12－23）

18－23はシカの肩甲骨の基部で、切取り面を削って尖らせている。13－17はシカ中足骨で、半裁さ

れている。12はイルカの骨である。

（8）自然遺物（Fig．37、Tab．5．7）

哺乳類（Fig．37）

ニホンザル、シカ、イノシシ、タヌキ、ネズミ、クジラ、アシカ、イルカ等の7種類の動物骨が出

土している。1－2はシカの下顎骨で、右・左である。3はシカの角座部分である。5はシカ上腕骨、

6はシカ肋骨、11はシカ寛骨である。18はイノシシの基節骨、19はイノシシの中節骨である。他にク

ジラの香椎骨がある、12はクジラの歯、

魚類（Tab．7）魚類はサメ、マダイ、クロダイ、へダイ、サバ、ヒガンフグ、スズキ等の約8種類

の骨を検出した。24－26はサメの歯である。

鳥類（Tab．7）　ミズナギド11、アポウドリ、ヒメウ、カモ等の約4種類を検出した。

爬虫類（Tab・7）　ウミガメ類は約2点出土した。

貝類（Tab．5）

斧足類はアサリ、オキシジミ、ハイガイ、マガキ、カガミガイ、ハマグリ、オオノガイ、サルボウ、

イタヤガイ、ネズミノテ、ハゴロモ、ザルガイ、ナミマガシワモドキ、ベンヶイガイ等の14種類である。

この内、アサリ、オキシジミ、ハイガイ、マガキを主体としており、アサリが全体の27．3％、次に

ヵキが全体の18・8％を占める。オキシジミは4．7％、ハイガイは6．8％である。又、ベンヶイガイは貝

輪未製品に多くみられ、グリッド出土は1点である。

腹足類はカワアイ、ウミニナ、イボウミニナ、フトへナタリ、スガイ等の小型巻貝を主体として、

カワニナ、アカニシ、テングニシ、サザエ、イシダタミ、クボガイ、ツメタガイ、レイシ、オオコシ

ダカラ、ガンガラ、ツヤギセルガイ、クチギレガイ、ヤカドッノガイ、ヘビガイ、バイ等の19種類が

ある。ウミニナは全体の12・6％、イボウミニナは8・3％、フトへナタリは7．7％、カワアイは7．1％を占

める。

尚、ウミニナ、イボウミニナ、フトへナタリ、へナタリは螺塔部先端を打ち欠いている。

糞石（Fig・37－23）23は糞石で、1点のみの出土である。分析は行っていないO長さ3．4cm、最大径

2．6cmを測る。

－70－



＼

ー2／顔蓼竿⑳讐鞠＼13

／

Fig132　貝輪実測図①（縮尺1／2）
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Fig．33　貝輪実測図②（縮尺1／2）
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Fig．34　貝輪実測図③（縮尺1／2）
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Fig・35　貝面、貝錘実測図（縮尺1／2）
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Fig．36　骨角製品他実測図（縮尺1／2）
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Fig・37　獣骨、糞石、サメ歯等実測図（縮尺1／3．1／2）
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Tab．3　桑原飛櫛貝塚出土貝輪計測表①

挿図番号 登録番号 地平 遺構 ・層位 残存率
外径 （cm） 内径 （cm ） 厚さ

（cm）

器壁

（cm）

重量

（g）
貝　　 名 殻 備　　　 考 －

殻長 殻高 殻 長 殻高

3 3－1 61 0 40 I －A T L 3 ／4 7．1 （5・8） 5 ・4 （4 ・9） 1・2 0．4 8 ・0 ベンケイガイ 左 末製品　 破損

3 3－2 61 0 4 1 Ⅰ A T 下層 1 ／2 8－．8 6 ・3 1．9 0．5 14 ・0 ベンヶイガイ 右 完成品　 破損

3 3－3 61 0 46 Ⅰ 中世 包含 層 1 ／2 7．8 5 ・9 1．1 0．7 6 ．5 ベンヶイガイ － 完成品　 破損

33－4 61 0 44 Ⅰ B T 第 II嘩 3 ／4 8．6 （7・4） 5 ・5 （6 ．5） 1．5 0．5 21 ・5 ベンケイガイ 右 未製品 、破損

33－5 6 1 0 43 I B T 第 III層 3 ／4 7．2 （5・9） 5 ．9 （4 ・．3） 1．2 0．4 8 ・0 ベンヶイガイ 右 完成品　 破損

33－6 6 1 0 45 Ⅰ B T 1 ／4 0 ・6 0．4 5 ．0 ベンヶイガイ － 完成品

33－7 6 10 42 Ⅰ B T 1 8 ．1 6 ．7 － 5 ．8 4 ・6 1 ・6 0・8 38 ．5 ベンヶイガイ 右 未製品　 完形

33－8 6 10 38 Ⅰ一一 貝層 第 Ⅰ層 1 ／4 0 ・－9 0．3 4 ・－0 クマサル ボウ － 完成品　 破損

33 1 9 6 10 39 Ⅰ 貝層 第 Ⅰ層 1 ／4 1 ．2 0 ．7 8 ．0 ベ ンヶイガイ 左 完成品　 破損

33－10 －6 10 0 2 A I B 7 第 II屑 1 ／4 1 ．0 0 ・3 4 ・0 ベ ンヶイガイ 左 未製品 ．破損

33－11 6 10 0 1 Ⅰ－ B 7 第 II層 1 6 ・8 6 ・0 4．0 3 ．5 2 ・1 0 ．4 14・0 ベ ンヶイガイ 右 未製品　 完形

33－1 2 6 10 0 3 Ⅰ B 7 第 III層 1ノ2 7 ．1 4．9 1 ・5 0 ・4 10・0 ベ ンヶイガイ 右 未製品　 破損

33－1 3 6 10 0 2 B Ⅰ B 7 第 II層 1 ／5 0 ．5 q ．4 1．0 ベ ンヶイガイ － 完 成品　 小片

3 3－1 4 6 10 0 4 Ⅰ－ C 7 ・D 7 下層 1／3 0．9 0 ・4 5．0 ベ ンヶイガイ 右 未製品　 全体に加工

3 3－15 6 10 3 4 Ⅰ C 7 ・D 7 ．C 8 ．D 8 B 第 II層 1 ／2 2．1 0 ．5 1 4．0 ベ ンヶイガイ 左　 －末製 品　 破 損

3 4－16 6 10 0 9 Ⅰ C 6 第 III層 1 ／5 0．9 0 ・4 1．0 ベ ンヶイガイ － －完成 品　 破 損

3 4－17 6 10 1 1 Ⅰ 0 6 窮 III層 1 ／6 0．3 0 ．3 0．5 ベ ンヶイガイ － －

3 4－18 6 10 b6 Ⅰ ．C 6 第 II層 1 ／3 1．5 0・5 1 3．0 ベ ンヶイガイ 右 末製 品　 破 損

3 4－19 6－1 0 08 I C ．6 第 III層 1 ／4 1．0 0・45 4．0 ベ ンヶイガイ 右 未製 品　 破 損

3 4－20 61 0 05 I C－6 第 Ⅰ層 1 ／3 0．9 0．4 7 ．0 ベ ンヶイガイ 左 未製一品　 破損

3 4－21 61 0 33 Ⅰ C 7 ・田 7 ．－C 6－B 第 II層 3 ／4 －　7．7 （6．1） 5 ．9 （4 ．5） 1．4－ 0．4 9 ．5 ベンヶイガイ 左 完成 品　 破損

3 4－2 2 6 1 0 37 Ⅰ C 7 ．D 7 一・C 6一B 第 III層 3 ／4 6．8 （6．2） 4 ．6 （5 ．8） 1．8 0．5 17 ・5 ベンヶイガイ －右 未製 品　 破損

3 4－2 3 6 1 0 35 Ⅰ C 6 ．C L5 B 第 II層 1 ／2 （6・苧） （4 ．3） 1．7 ・0．4 8 ．0 ベンヶイガイ 右 未製 品　 破損

34－2 4 6 10 36 I C 6 ．C 5 B 第 III層 2 ／13 7・3 5 ．5 1・5－－ 0・苧 12 ．5 ベンヶイガイ 右 完成 品 －破損

34－2 5 6 10 10 Ⅰ C 6 1 ／4 0 ．7 0．－5 4 ．5 ベンヶイガイ 左 完成 品 －破損

34－2 6 6 10 0 7 Ⅰ C 6 第 II層 1 ／3 0 ．9 0．5 5 ・8 ベンヶイガイ 左 完成 品　 破損

－34 12 7 　6 10 5 1 Ⅰ C 3 第 I 層 1 ／－2 7・9 5 ・7 2 ・6 0・5 20 ・5 ベンヶイガイ 左 未製 品　 破損

34－2 8 6 10 13 I C 5 第 III層 1 ／2 8 ．2 6 ．4 2 ・7 ．L 0．4 17 ・5 クマサ ルボウ 右 未製 品　 破損

34－2 9 6 10 12 Ⅰ C 5 第 III層 1 ／3 1 ・2 0・5 7・5 ベンヶイガイ 右 完成 品　 破損

34－3 0 6 10 15 Ⅰ B 3 第 Ⅰ層 1 ／2 （7 ・6） （6．8） 1 ．0 0．7 10・5 ベンヶイガイ 左 未製 革　 破損

L　3 4－3 1 6 10 16 －Ⅰ B 3 第 I 層　 － 1 ／4 1 ・0 0 ．4 4．0 ベンヶイガイ 左 完成 品　 破損

3 5－32 6 10 1 4 I B 3 第 Ⅰ層 1 ／2 0 ．8 0 ・7 9．0 ベンヶイガイ 右 完成品　 破損

3 5－33 6 10 1 7 Ⅰ C 3 第 Ⅰ層 1 ／3 2 ．1 0 ・4 12・0 クマサル ボウ 右 未製品　 破損

3 5－34 6 10 1 9 Ⅰ C 3 第 II一層 1 ／3 L 1 ．1 0 ・5 10．0 ベ ンヶイガイ 右 未製品　 破損

3竿－3苧 6 10 1 8 I－ C 3 第 II層 1 ／4 1 ・7 0 ・4 11・0 クマサル ボウ 左 未製品　 破損

6 10 2 2 I B 2 第 Ⅰ層 1 ／4 0－7 0 ・5 4．0 ベ ンケイガイ － 完成品　 破損

3 5－37 6 10 2 7 Ⅰ B 2 第 II層 1 ／3 2．1 0 ．2 6．5 クマサル ボウ 左 末製品　 －破損

3 5－38 61 0 2 5 I B 2 第 II層 2 ／3 （6 ．2） （6 ・5） （4．4） （4．8） 1．1 0 ・3 5・0 ベ ンヶイガイ － 末製品　 破損

3 5－39 61 0 2 4 Ⅰ B 2 第 II層 3 ／4 6．3 4・6 1．4 0 ・5 1 1・り ベ ンヶイガイ 右 未製品　 破損

3 5－40 61 0 2．6 Ⅰ B 2 第 II層 1 ／3 1・5 0 ．3 7．0 クマサル ボウ 右 完成品　 破 損 －

35－41 61 0 2 8 I L B 2 第 II層 ． 1 ／3 1．3 0 ・3 7・－5 ベ ンヶイガイ 左 未製品　 破 損

35－42 61 0 23 Ⅰ B 2 第 II層 1 ／3 1．6 0 ．5 9．0 ベ ンヶイガイ 右 －L未製品　 破 損

35－43 61 0 3 1 III C 8 ．D 8 第 Ⅰ層 1 ／4 0・6 0 ．2 5 1・5 ベ ンヶイガイ － 完成 品　 破 損

6－10 3 0 III C 8 ．D 8 第 I 層 1 ／5 0．6 0 ・6 1．0 ベ ンヶイガイ － 完成 品　 破 損

※貝層Ⅰ～IIIは発掘調査時の便宜的な層で、
土層図には対応していない。

※Tはトレンチ。Bはベルト
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桑原飛櫛貝塚出土貝輪計測表②

挿図番号 登録番号 地区 遺構 ・層位 残存率

外径 （cm） 内径 （cm） 厚さ

（cm）

器壁

（cm）

重量

（g）
貝　　 名 殻 備　　　 考

殻長 殻高 殻長 殻高

35，45 6 10 29 III C 8 ．D 8 第 Ⅰ層 1 ／3 1 ・1 0・4 5 ．5 ベ ンケイガイ 右 完成 品　 破損

35－46 6 1 052 III C 8 ．D 8 第 II層 2 ／3 7・4 6 ．3 1．1 0．4 5・5 ベ ンケイガイ 右 完 成品　 破損

35－47 6 1 05 3 ． ．III C 8 ．D 8 第IIl層 1 ／3 1・6 0・5 8・5 ベ ンケイガイ 左 完成品　 破損

35－48 61 03 2 III C 9 ・D 9 第 Ⅰ層 1／3 1．0 0・5 5．0 ベ ンヶイガイ － 未製品　 破損

14－5 6 106 1 II S R 0 1 （4 号人骨） 1 ／3 1．1 0 ．4 4．0 ベ ンヶイガイ 右 完成 品　 破 損

14－6 6 10 62 II S R 01 （4 号人骨） 1 ／2 1・1 0 ．4 5．5 ベ ンヶイガイ 右 完成 品　 破 損

14－7 6 10 64 II S R 01 （4 号 人骨） 2 ／3 7・0 （6・2） 5．5 1 ．4 0 ．4 6 ．0 ベンヶイガイ 左 完成 品　 破損

14－8 6 10 63 II S R 0 1（4 号 人骨） 1 ／2 7・1 5・5 1 ．1 0．4 4 ．5 ベ ンケイガイ 左 完成 品　 破損

14－9 6 10 65 II S R 0 1（4 号 人骨） 1 ／4 1・7 0．3 2 ・0 クマサルボウ 右 完 成品　 破損

610 6 6 II S R 0 1（4 号人骨）
未計測 完成品 破損

61 06 7 II S R O i（4 号人骨） 未計測 完成品 破損

6106 8 II S R O i（4 号人骨）
未計測 完成品 破損

6106 9 II S R O l （4 号人骨） 未計測 完成品 破損

610 70 II S R 01 （4号 人骨）
末計測 完成品 破損

610 71 II S R 01 （4 号 人骨） 末計測 完成品 破損

610 72 II S R 0 1（4 号 人骨 ）
未計測 完成品 破損

610 73 II ・ S R 0 1（4 号 人骨 ） 末計測 完成品 破損

610 7 4 II S R 0 1（4 号人骨）
未計測 完成品破損

※Ⅰ～IIIは発掘調査時の便宜的な層で、

土層図には対応していない。

※Tはトレンチ。Bはベルト

Tab・4　桑原飛櫛貝塚出土具錘計測表

挿 図番 号 遺 物 番 号 地 区 遺 構 ・層 位 残 存率

殻 長

（cm ）

殻 高

（cm ）

孔 径

外 径

（cm ）－

内径

器 壁

（cm ）

重 量

（g ）

－貝　　 名 殻 備　　　 考

36 －5 0 6 1 15 1 Ⅰ C 3 第 II 層 1 1 2 ・8 11 ．8 2 ．0 1 ．8 0 ・3 2 9 ・6 アカニ シ －

36 －5 1 6 1 15 2 Ⅰ B 7 ．第 Ⅰ層 1 4 ・1 4 ．3 0 ・7 0 ・6 0 ．5 1 8 ．0 ハ イガ イ 右

3 6－52 61 15 7 Ⅰ C 6 第 II 層 1 2 ・3 2 ・8 0 ．8 0 ・6 0 ・4 －　5 ．0 ハ イガイ 右

3 61 53 61 15 8 Ⅰ C 6 第 II 層 － 1 3 ．1 2 ．5 1 ・1 0 ．8 0 ．3 3 ．0 ハ イガイ 左

3 6－54 6 115 9 Ⅰ C 6 第 II 層 － ．－1 2 ・6 2 ．1 0 ・9 0 ・5 0 ・2 2 ・0 ハ イガ イ 右

3 6－55 6 115 3 Ⅰ B 7 第 Ⅰ層 1 2 ．4 2 ．1 0 ・4 0 ・3 0 ．2 1 ・0 ハ イガ イ 右

3 6 －56 6 11 55 Ⅰ C 6 第 III層 1 2 ．6 2 ．1 0 ．4 0 ．3 0 ．3 軍・1 ハ イガ イ 右

36 －5 7 6 11 54 Ⅰ B 7 第 III層 1 2 ・6 2 ．0 0 ．9 0 ．7 0 ．3 1 ．8 ハ イガ イ 右

36 －5 8 6 1 160 I B 4 第 III層 1 2 ．8 2 ．2 1 ．2 1 ．0 0 ．3 2 ．0 ハ イガイ 右

36 －5 9 6 1 16 1 Ⅰ B 3 第 Ⅰ層 1 2 ・6 2 ・2 0 ・9 0 ．5 0 ．3 2 ・4 ハ イガイ 右

36 －6 0 6 1 166 Ⅰ C 6 第 II 層 1 2 ．2 1 ．8 ．0 ．7 0 ．6 0 ・2 2 ．．0 不 明 －

36 －6 1 61 15 6 Ⅰ C 6 第 Ⅰ層 1 3 ．4 2 ・2 0 ．6 0 ．5 0 ・2 2 ．4 ア サ リ 右

※Ⅰ～IIIは発掘調査時の便宜的な層で、

土層図には対応していない。

※Tはトレンチ。Bはベルト
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Tab．5　桑原飛櫛貝塚出土貝類の分析表　　　　　　（単位％）

種　 類 貝　　　　　 名　 －
G　　 i G　　 4 G　　 9

総　　 計
1 層 2 層 3 層 1 層 2 層 3 層 1 層 2 層 3 層

腹 足類 ウ ミニナ 2 2．4 1 8 ・8 1 2 5 ．1 1 5 ・1 1 8．3 6 ．2 1 1 ．8 1 0・3 1 2 ・7

腹 足類 イボ ウ ミニナ 2．4 2 ．6 8 1．6 8 ・6 2 1．3 12 ・3 7 ．9 1．1 8 ．7

腹 足類 へ ナ タ リ ・フ トへ ナ タ リ 5．9 1 4 ・2 1 0．1 3 ．9 10 ．5 9 ．3 5 6 ．2 4 7 ．7

腹 足類 カワ ア イ 3．2 7 ．2 3．6 1．3 3 ．1 3 4 14 ．5 1 4．1 7 ．5

腹 足類 ネガ イ 8．2 6 ．1 L　6．3 1．7 3 ．2 1 ．8 1 1 ・4 3．3 2 ・7

腹 足 類 カ ワ土ナ 0・4 0 ．9 1．5 0．1 0・5 1 ．4 0・－2 0 ・2 0・1 0 ．5

腹 足 類 ク ボガ イ 0．5 0 ．4 0 ．3 0・8 0・5 0 ．2 0・2 0 ．8 0 ．1 0 ．5

腹 足 類 ツヤ ギ セル ガ イ 0．4 0 ．5 0 ．4 0 ．8 0．7 0 ．7 0・3 0 ．1 0 0 ・4

腹足 類 ア カニ シ 1．1 0 ．6 0 ．9 0 ．2 0．3 0 ・4 0 ．2 0 ．3 0 ．1 0 ．4

腹足 類 ツ メ タガ イ 0 ．3 0 ・2 1 ・1 0 ．1 0．8 0 ．9 0 ・1 0．1 0 0．3

腹足 類 クチ ギレガ イ i ．7 0．8 0 ．2 0 0・4 0 ．2 0 ・2 0・1 0 ・1 0．3

腹足 顆 イ シ ダタ ミ 0 ．1 0．2 0 ．1 0 ．2 0 ．3 0 ．2 0 ．1 0．1 0 0．1

腹足 類 レ イ シ 0 ．2 0 0 ・1 0 ．1 0 ・1 0 ・1 0 ・3 0．1 0 ・1 0・1

腹 足類 オ オ コシ ダカ ラガ ン ガ ラ 0 0．1 0 ．1 0 0 11 0 0 0 ・2 0 0 ．1

腹 足類 サ ザェ 0 ．1 0．1 0 ．2 0 0 0 0 0 0 0 ．1

腹 足類 ヤ カ ドッ ノガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0

腹 足類 バ イ 0 0 0 0 0 0 0 0　－ 0 0

腹 足類 ヘ ビ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

腹 足類 － テ ン グニ シ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

腹 足類 ホ ソウ ミニナ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

斧 足類 ア サ リ 1 8．9 2 0 ．2 2 1 5 3 ．7 30 ・5 1 8 ．8 2 7・2 3 1 ・2 3 4．7 2 5 ・9

斧 足類　 L マ ガ．キ 2 3・6 2 0 ．3 1 9・6 2 3．1 14 ．9 8 ・1 2 2．4 2 5 ．2 2 1・8 19 ．4

斧 足類 －ハ イ ガ イ 2．2 2 ．2 7 ・9 1．6 4 ．7 9 ．6 1 3．7 8 ．2 4・4 7 ．2

斧 足 類 オキ シ ジ ミ 7．5 3 ．6 4 ‘ 4 ．8 4・7 5 ．4 6 4 ．5 5・6 4 ．7

斧 足 類 ハ マ グ リ－ 0．1 0 ．2 0 ．2 0 ．1 0．2 0 ・2 0・4 0 ．6 0 ．1 0 ．4

斧 足 類 オオ ノガイ 0．3 0 ．4 0 ・3 0 ．4 0・8 0 0．1 0 12 0 ・2 0．3

斧足 類 ネ ズ ミノテ 0 ．3 0 ．3 1 ．7 0 0 0 0 0 0 0 ．1

斧足 類 カガ ミガ イ 0 ．1 0 ，1 0 ．2 0 0 0 ．1 0 ．1 0・1 0 ．1 0．1

斧足 類 サル ポ ウ 0 0 0 ．1 0 0 0 ．2 0 ．1 0 0 0 ．1

斧足 類 ナ ミマ ガ ンワ モ ドキ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

斧足 類 ザル ガ イ 0 0 0 ．1 0 0 0 0 0 0 0

斧足 類 クマ サ ル ポウ 0 0 0 0 －　0 0 0 0 0 －　0

斧足 類 ホ グ ロガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

斧足 類 ハ ゴ ロ・モ 0 0 0 0 0 0 0 ． 0 0 0

斧 足類 ベ ン ヶイ ガ イ 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 － 0

斧 足類 ． イタヤ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

斧 足類 キン チャ タ 0 0 0 0 0 0 －　0 0 0 0

斧 足類 サ トウガ イ 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 0

合　　　　 計 99 ．9 10 0 ．0 1 0 0 ．0 9 9 ．6 1 00 ．0 1 0 0 ．2 1 0 0 ．1 10 0 ．1 1．0 0・2 9 9 ．9

Tab16　桑原飛櫛貝塚出土貝類の各層出土状況表

種 類 貝　　　　 名 第 －1 層 ％ 第 2 層 ％ 第 3 層 ％ 合　　　 計 種 類別 ％ 合 計 ％

腹 足 芙巨 ウ ミニナ 2 90 1 8 ．9 1 2 2 03 13 ・1 46 0 0 15 ．9 1 9 70 4 3 0 ．3 1 2 ．7

腹 足 類 イ ボウ ミニ ナ 3 06 2 9 ．4 5 7 6 3 6 －2 4 5 76 15 ・8 1 3 40 1 －　2 0 ．6 8 ．7

腹足 類 へナ タ 11 ・フ トへ ナ タ リ 1 6 37 5 ．0 7 7 8 8 8 ．4 2 5 42 8 ．8 1 1 96 7 － 1 8 ．4 7 ．7

腹足 類 カ ワ－ア イ 1 1 53 3 ．5 9 0 8 8 9 ・8 1 3 18 4 ・6 1 1 55 9 17 ．8 7 ．5

腹足 類 － ス ガ イ 7 47 2 ．3 2 5 3 0 2 ・7 8 52 2 ．9 4 12 9 6 ．4 2 ・7

腹足 類 カ ワニ ナ 77 0 ．2 一　3 7 8 0 ．4 3 52 1 ．2 8 07 1 ．2 0 ．5

腹足 類 クボガ イ 1 0－6 0 ．3 5 4 3 0 ．6 60 0 ．2 7 09 1 ．1 0 ・5

腹 足類 ツ ヤ ギセ ルガ イ 1 3 4 0 ．4 2 9 4 0 ．3 1 5 9 0 ．5 5 8 7 － 0 ．9 0 ．4

腹 足類 ア カニ シ 1 1 7 0 ・4 2 9 7 0 ．3 1 2 8 0 ．4 5 4 2 0 ．8 0 ．4

腹 足類 ツ メ タガ イ 3 7 －0 ．1 2 3 1 0 ．2 2 3 3 0 ・8 5 0 1 0 ．8 0 ．3

腹 足類 クチ ギ レガ イ 14 8 0 ．5 2 7 9 0 ．3 4 9 0 ．2 4 7 8 0 ・7 0 ．3

腹 足類 イシ ダ タ ミ 2 9 － 0 ．1 13 0 0 ．1 3 4 －　0 ．1 1 9 3 0 ・3 　 0．1

腹 足類 レイ シ 7 4 0 ．2 8 0 0 ．1 2 2 0 ．1 1 7 6 0 ．3 0 ．1

腹 足類 オオ コ ング カラ ガ ンガ ラ 1 2 0 1 03 0 ．1 1 0 0 1 2 5 0 －2 0 ．1

腹 足類 サ ザ エ 1 6 0 55 0 ．1 2 1 0 ．1 9 2 0 ・1 0 ．1

腹 足類 ヤ カ′ドッ ノガ イ　 － 3 0 1 0 0 0 4 0 0

腹 足類 バ イ 2 0 1 0 0 0 3 0 0

腹 足 類 ヘ ビガ イ 2 0 1 0 0 0 3 0 0

腹 足 類 テ ン グニ シ 0 0 2 0 0 0 ． 2 0 0

腹 足 類 ホ ソウ ミニ ナ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　　　　 計 1 0 2 57 3 1 ．3 3 9 7 6 7 4 2 ・7 1 4 9 56 5 1 ．6 6 4 98 0 9 9 ．9 4 2 ．1

斧足 類 アサ 11 9 3 9 3 2 8 ．7 24 4 1 0 26 ．2 6 1 7 7 2 1 ・3 3 9 9 80 4 4 ．6 2 5 ．9

．〃足 顆 マ ガ キ 7 4 1 9 2 2 ．7 19 0 1 0 2 0 ・4 3 5 8 1 1 2 ．4 3 0 0 10 3 3 ．5 19 ・4

イ足 類 ハ イガ イ 3 3 8 3 1 0 ．4 5 2 0 6 －－ 5．6 2 4 7 5 8 ・5 11 0 6 4 12 ．3 7 ．2

イ足 顆 オ キ シジ ミ 19 9 4 6 ．1 3 7 1 7 4 14 8 7 5 ．1 7 1 9 8 9 4 ・7

イ 足類 ハ マ グ リ 1 0 9 0 ．3 3 8 0 0 ．4 5 5 0 ．・2 5 4 4 0 ．6 0 －4

ノ，足類 オ オ ノガ イ －　5 6 0 ．2 3 1 2 0 －3 3 5 0 ．1 4 0 3 0 ・4 0 ．3

イ・足糞頁 ネ ズ ミノテ 1 9 －　0 ．1 7 1 0 ・1 1 1 0 －0 ．4 2 0 0 0 ．2 0 ．1

イ．足莫貞 カガ ミガ イ 2 0 0 ．1 5 5 0 11 2 8 0 ．1 1 0 3 0 ・1 0 ．1

．一足類 サ ル ポ ウ 1 9 0 ．1 3 2 　 0 3 3 0 ．1 8 4 0 ．1 0 ．1

・ケ．足顆 ナ ミマガ シ ワモ ドキ 11 0 15 0 1 0 2 7 0 0

イ3足 頓 ザ ル ガ イ 0 0 0 0 4 0 4 0 0　 －

．≒足顆 クマ サル ポ ウ－ 0 0 ・ 2 0 1 O　 L 3 0 0

′タ≒足 難 ホ タロ ガイ 2 0 0 0 1 0 3 0 0

イ等比 難 ′、ゴロ モ 1 0 0 0 1 0 2 0 0

イ≒足 難 ベ ンケ イガ イ 1 0 1 0 0 0 2 0 0

′タ≒足 難 イ タヤ ガ イ 0 ・ 0 ．1 0 1 0 2 0 0

ノ．足 難 キ ンチ ャ タ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

イ≒足 顆 サ トウ ガ イ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ノト　　　　 計 2 2 4 2 7 6 8 ．7 53 2 1 2 5 7 ・1 13 9 9 0 4 8 ・2 8 9 6 29 99 ．8 5 8 ・2

合　　　　 計 3 2 6 8 4 10 0 ．0 9 29 7 9 99 ・8 2 8 9 4 6 9 9 ．8 15 4 6 0 9 1 99 ．7 10 0 ．3
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Tab．7　桑原遺跡出土獣骨・魚骨一覧表　　　　　※△は出土番号を示す
地区

層
B 2 （G ll ） B 3 （G 9 ） B 4 －（G 7 ） B 5 （G 5 ） B 6 （G 3 ） 8 7 （G l ） B ．8 （G 15 ） C 3 （G l O ） C 4 （G 8 ）

1

層

シカ－白歯 2

イノシシ－門歯2

アシカ類

シカー仙骨 1、臼歯 イノジシ シカ一角 1 シカ 1 歯 1

イノシシ－模骨 1

サメ－歯 1

アシカ （△ 1 ）

カメ （△ 2 ）

シカ一角 1、椎骨 1

イノシシ

シカー下顎骨 （右）1、

臼歯 3、

肩甲骨 1

イノシシー基節骨 ．

イノシシかシカ－肋骨 1

2

層

シカ－肋骨1、臼歯1、 シ中一角1、下顎骨（左） シカ一角 2、基節骨 1 シカ－頸椎 1 シカ シカ一角 2、臼歯 3

顎骨片 1

イノシシ－顎骨、白歯

クジラ 1

ウミガメ顆 1

エイ

1、小臼歯 1、白歯

1、椎骨1

イノシシ－上顎骨、

臼歯 3

イノシシかシカ－臼歯 1

サメ－歯 1

トリ

イノシシ－基節骨 1

タロダイ

クジラ－脊椎 1 イノシシ－下顎骨（左）1

サル －大腿骨 （左）1

カモ一上腕骨 1

ア卒 ウ ドリー模骨 1

マダイ

3 1

層

マダイ一腹椎 シカ一角、歯、模骨 シカ－下顎 骨（左）（△ シ云一棟 骨 2、頸 骨 1、シカ－基節骨 1 、 シカ－椎骨 2 シ カ一角 2、頭 骨2、

イノシシ－脛骨
1）、門歯1、模骨 1

イノシシ■基節 骨 1、上
肩甲骨 1、 中節 骨 1、歯 1、 中足骨 1

クジラ－歯 顎骨（左．右）

2、臼 歯1、小

臼歯 1、犬歯1

イノシシかシカ－疑鉄骨1

ウミガメ類－甲

マダイ

フグ

ヒガンフグ

下顎骨 1、

右肩 甲骨 1

大腿骨 1、角 1

イノシシ－下顎骨 1、

l大鹿骨

（左 ）1

イノ シシ－臼歯 4、

距骨

4 （
破．
砕

層

層）

シカ－下顎骨 （右） シカ シカ一一脛骨 1

漂
C 5 （G 6 ） C 6 （G 4 ） C 7 （G 2 ） C 8 （G 16 ） C 9　 －（G 1 8 ） A ・ B T Ⅰ区 II 区 III 区

1

層

シ カ－中足骨 1、中 シカ一角 1、中足骨 シカ シカ一角 （△ 1）2、頸 シカ－中節骨 1、 シカ
（右 ）1 中 ・足

シカー脛骨 1

手骨、臼歯 イノシシ－距骨 イノシシ
骨 1、肋 骨 1、

屑 甲 骨 1、中
基節骨 1、 イノシシ－基節骨 1

骨、一角 1、左肩
甲骨 1 イノシシ－基節骨

トリ 足 骨 1、上 腕

骨 1

イノシシ－下顎骨

（右） 1

クジラ－歯 1、脊 椎

1、指 骨（△

1）（△3）1

アシカ類

踵骨 （左）1、

頸骨 1

マダイ

左切歯 1
ン／：／　　　　　 D　R 、
中節 骨、
－下　顎．骨
（左－．右 ）
2、胸椎 1

－上顎骨
タヌキ－尺骨

サ メ
マタ．イ
ヘ タ・－イ
タロタ・ィ
サ ノヾ －尾椎骨，
スズキ－尾骨

アシカ奨頁

トリ

2

シカ－基節骨 1、 シカ－尺骨 1、 シカ一角 2、脛骨 1、 シカ一角 1、椎骨 2、 シカ－頸椎骨 1、 シカ－下 顎一骨（右）1、

／多　　　　 ′！蔓．

シカ－肩甲骨 1、 （1面下 ・2両）

上腕 骨 1 上腕骨 1、 基節骨Ⅰ、 指骨 1 椎骨 （△ 1）、
肋 目1、寛 円2、
肩 甲 骨 1、尺

ノ室．　　　　′！至．

下顎骨（左）a
シカ－寛骨 1、中足骨

1、小 臼歯 1、模

イノシシ－門 歯 1、 前頭骨右 1 下顎骨歯 1 イノシシ－下顎骨 マ－ダイ
目1、踵 R i、
基節骨 1

′！三．

胸骨 1 骨 1、顎骨 1、下

田　　　　　　　　　　　　嬰
肩甲骨 1 イノシシ－歯 1 イノシシ－牙 1 （右 ）1、

イノンン－距 目 1、
大 腿 骨 1、イノシシ－下 顎骨、

顎 臼歯 1、下 顎

骨 （△ 17）1

層
ミズナギドノー上腕骨 1 臼歯 1 基節骨 1

イノシシかシカ－距骨 1

ウミガメー甲 1

腫 骨 1、
大 現 臼
歯 1

タヌキ一腰椎骨 1

マダイ－顎骨
フグ

ヒガンフグ

距骨

イノシシかシカ－肋骨

マダイ

イノシシ－排 骨 1、

踵骨、基

節 骨（△

11）1、肩

甲骨 1

ヒメウ－榛骨 1

3

廟

シカ一角 5、歯 3、後頭 シカ－椎骨 2、 シカ－中節骨 1、大 シカ－頸 椎 1、槙 骨 シカ－ （△ 2 ）．1 シカ （2面下） シカ

骨 1、中足骨 1、 基節 骨 1 腿骨 1、後頭 1、．尺骨 1、肋 ア、シカ イノシシ アシカ顆一指骨 1 フグ
上腕骨（左）

イノシシー門歯 1、距

骨 1、槙骨 1、

基節骨 1

トリ

マダイ

フグ

イノシシー犬歯 1

右切歯 1

サメ－歯 1

イルカ－下 顎骨 1

マダイ

タロダイ

骨 1、腰椎 1

イノシシー下顎骨 2、

犬歯、臼

歯、門歯、

肩甲骨 3

フグ

骨 1

イノシシ－下顎骨 1

エイ

フグ アホウ ド 1J －模骨

4 （
破

砕

層
層）

サメ シカ一旗 （右） 1 シカ シカ一角 1、右第 1 臼

歯 1

イノシシ一一下顎骨 1、

距骨 1、中

足骨 1
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桑原飛櫛貝塚出土の縄文人骨

中橋孝博（九州大学大学院比較社会文化研究科）

はじめに

北部九州は、朝鮮半島に最も近いその地理的環境から、大陸との文化的、人的交流を考える場合に

は特に注目される地域となっている。当地城から大量に出土する弥生人については、渡来系集団、も

しくはその遺伝的影響を受けた人々との認識が近年ようやく一般化しつつあると言えようが、そうし

た渡来人問題の議論の中で、常に問題点としてあげられてきたのが、当地の縄文人資料の不足であっ

た。縄文時代から弥生時代にかけて、この地域の住人にどのような形質変化が起きたのかを明らかに

することは、弥生人問題、ひいては永年議論されてきた日本人の成立に関する疑問を解明する上で重

要な懸案となっている。

そうした縄文から弥生への移行を考える上で、先年、福岡市の西端に位置する糸島半島において、

興味深い発掘例が報告された。古くからこの地域には朝鮮半島由来の支石墓の散在することが知られ

ていたが、1986－1987年度の発掘調査によってその一つの新町遺跡（糸島郡志摩町）の支石基から、

ようやく被葬者の遺骨が回収された（橋口、1987）。しかもその人骨の形態的特徴は、いわゆる渡来系

弥生人とは異なって西北九州弥生人に近いことが明らかとなり、さらに下顎切歯を対象とした縄文的

抜歯風習の痕跡も確認されるなど、渡来系の墓の被葬者としてはその解釈に色々と議論を呼ぶ結果が

もたらされた（中橋・永井、1987）。

1992年末から翌年にかけての福岡市教育委員会による発掘調査によって、この糸島半島から新たに

6体の縄文人骨が出土した。貝塚に埋葬されていた遺体であるため、骨質の保存状態は非常に良好だ

が、後世の攪乱などの影響によってかなりの損傷を受けており、残念ながら詳しい検討はその一部に

限られた。しかし、縄文から弥生への移行問題で特に重要な地域と言える北部九州の、それも糸島半

島での出土例であり、その意義は大きい。ここに人骨の詳しい検討結果を報告する。

遺跡・資料・方法

遺跡：桑原遺跡は、福岡市の西喝、糸島半島の福岡市早良区桑原飛櫛に所在する。1992年冬、道路

拡張工事中に検出され、翌年にかけて福岡市教育委員会による発掘調査が実施された。当地を流れる

桑原川沿いの、現在の標高で約2m、河口から4－500mの地点に形成された貝塚中に兄い出された遺跡

である。

資料：土器や多数の動物骨と共に、計6体の人骨が出土した（表1）。内一体は、左前腕に多数の貝

輪を装着した状態で出土した。

所属時代は、伴出土器などに関する考古学的考察から、いずれも縄文時代後期のものと考えられて

いる。

方法：計測はMartin－Saller（1957）に従い、その他、頭蓋についてはHowells（1973）L、鈴木

（1963）、山田（1973）の方法を、四肢の脛骨には一部、森本（1971）の方法を用いた。性判定には筆

者らの方法（中橋・永井、1986：中橋、1988）を援用した。
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表土　桑原飛櫛貝塚出土縄文人骨

年齢　　所属時代　保存部位　　　頭位　　　埋葬姿勢　　副葬品・その他

1号　　男性

2号　　男性

3号　（男性）

4号　　女性

5号　　不明

6号　　男性

熟年　　縄文後期　全身

成人　　縄文後期　下肢骨片

（熟年）　縄文後期　躯幹骨

熟年　　縄文後期　ほぼ全身

小児　　縄文後期　ほぼ全身

熟年　　縄文後期　頭、四肢骨片

西

北？

南

北東

南西

西

仰臥屈肢　　抜歯

仰臥伸展？　抜歯不明

仰臥　　　　抜歯不明

仰臥屈肢　　貝輪、抜歯なし

仰臥伸展

仰臥伸展？　抜歯なし

結果

1．1号（男性・熟年）

出土状況：下肢を強屈した仰臥状態で検出された。右上肢は体側にそって下方に伸ばされている

が、左上肢は肘で強屈し、手を左肩付近に置いている。また、大腿部はほぼ平行に下方に伸ばされて

いるが、下腿部は膝で強屈して、その両足部はほぼ右寛骨外側付近に揃えられている。左手部など部

分的な欠損は認められるが、ほぼ全身骨が遺存している。

頭蓋：眉間部の膨隆、鼻根部の陥凹が強く、眼寓上線も直線的で水平に近いなど、全体的に縄文人

的な顔貌を見せている。

計測結果を表2に、また主要計測項目について比較群と共に表3に示した。脳頭蓋については、頭

長、頭幅あるいは水平周など、水平径がやや小さい点が目立つ。ただし頭長幅示教は78．1で、中頭型

に入り、他と大差ない。一方、頭高は比較的高く、その示数も比較縄文集団を上回ってやや高頭傾向

を示している。

顔面部では、顕著な低顔傾向が認められる。顔幅は縄文人としては少し狭いが、上顔高は著しく低

く、その顔面各示数も小さくて後世の北部九州弥生人とは特に大差が見られる。鼻骨は彎曲が強く、

その彎曲示数は79．6で、この点でも、当地城の弥生人の平均値（鼻根彎曲示数：88．5）との相違が明

らかである。眼駕は上述のように四角く、低眼裔傾向を見せ、鼻示数も広鼻型に入っている。突顎性

は弱い。

下顎は脱落歯が多いこともあって、やや華奮な外観を見せている。残存歯には強度の嘆耗が見られ、

切歯などは上・下顎とも歯頸部近くまで達して、僅かに歯根を残すだけの状態になっている。

以下に歯式を示す。

（○：歯槽開放、×：歯槽閉鎖、／：欠損、・：遊離歯）

上顎両側の側切歯の歯槽が閉鎖し、それぞれの犬歯に近心への傾斜が認められる。歯槽閉鎖部に病

的変化像が見られず、風習的抜歯の可能性が高い。また、下顎右小臼歯には、外下方への強い傾斜嘆

耗が見られた。通常のそしゃくだけではない、何らかの生業作業との関連が想起される。
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四肢骨：表5、7に計測結果を比較群と共に示した。また、表9に身長の推定結果を表示した。

全体的にやや華奮な傾向が見られる。骨体諸径は縄文人男性としては比較的小さく、他の縄文集団

の平均値に比べて下回るものが多い。ただし、三角筋粗面など筋付着部の発達はかなり良好で、上腕

骨、脛骨には扁平性が、大腿骨には強度の柱状傾向が認められた。

また、大腿骨と脛骨の長径比は84．1となり、北部九州弥生人（81・3）とは差が大きく、津雲（83．4）

や吉報（82・5）といった縄文集団との類似傾向が認められる。

推定身長は、大腿骨最大長にピアソンの推定式を通用すると、158．2cmで、低身長である（表9）。

2・2号人骨（男性・成人）

左大腿骨と両下腿骨のみ出土した。出土状況から見て、一応、仰臥伸展位と推察されるが詳細は不

明である。

下肢骨の計測結果を表7に示した。大腿骨はそれほどでもないが、脛骨はかなり屈強な特徴を見せ、

その周径は比較群を大きく上回っている。1号同様、柱状、扁平傾向が認められる。

3．3号人骨（男性？・熟年？）

下位胸椎から仙椎、及び下位肋骨のみが出土した。肋骨や脊椎の出土状況からみて、仰臥位であっ

たと推測できるが、詳細は不明である。下位腰椎の大きさ、並びに老年性の骨煉増成の状況からみて、

恐らく年輩の男性のものと推察される。

4．4号人骨（女性・熟年）．5号人骨（小児）

4号は頭を北東に、5号は南西に向け、身体を交叉させた状態で検出された（別項参照）。4号の休

部骨は全体的にかなり乱されており、欠失部も多い。そのほぼ腹部にあたる部分から鉢鹿部が出土し

たが、さらにその下から4号の腰椎片が出土している。右腕は肘で強屈して手を右肩に、左腕も肘で

曲げて手をやはり右肩辺りに置いている。その左前腕には、貝輪が14個装着されていた。下肢は膝を

立て、左に倒した状態になっている。

5号は、上肢を体側に沿って伸ばし、下肢も伸展した仰臥位で兄いだされた。歯の萌出状況から判

断して、9－10歳の小児骨である。

4号の右足骨の上に5号の右上肢が乗っており、埋葬順位としては少なくとも4号が先で、後に5

号が埋葬されたものと考えられる。ただし、それが同時埋葬なのか、それともしばらく期間を置いて

の埋葬だったのかは、後世の古墳時代に撹乱を受けていることもあって、骨の出土状態のみでの断定

は困難である。つまり、4号の乱れ、骨の欠失が、古墳時代の撹乱によるものなのか、それとも、あ

るいは5号埋葬時に乱されたものなのか、現状ではいずれとも判断が困難なためである。4号鹿部の

鉢をいずれの（あるいは両者の）副葬品とするか、によっても解釈が分かれよう。少なくとも、この

鉢も鹿部しか残っていない事実から、撹乱はかなり4号の骨にも影響を与えた可能性が強いこと、し

かし鉢の下から4号の腰椎片が幾つか出土しているが欠失部が多く、その骨盤も鉢と一諸に後世の攪

乱を受けたと考えるにしては破壊、欠損が多すぎるように思えること、またその一方で、4号の右足

と5号右上肢は、殆ど問層を置かずに摸していたことから、4号埋葬後に新たに5号を埋めるための

墓壙を掘ったとすると、かなり慎重な作業を要したであろうことを指摘しておきたい。
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5号は小児なので、以下に、4号人骨についての検討結果を記す。

頭蓋：鼻部など、一部に欠損はあるが、保存状態はかなり良好である（図版参照）。眉間部の膨隆、

鼻根部の陥凹は共にごく弱く、乳様突起、外後頭隆起の発達も弱い。

計測結果を表2、4に示す。脳頭蓋の長、幅径は比較縄文集団と大差ないが、頭高については1号

男性同様、少し高い傾向がみられる。長幅示数は80．0で、短頭型の下限値となり、この点でも他の縄

文群とは類似する。

顔面部はやや幅径が狭い傾向があるが、上顔高は北九州縄文人にこそ及ばないものの、津雲や吉胡

縄文人の平均値より上回っている。その各顔面示数は顔幅の狭さも影響して比較的高値をとる。ただ、

北部九州の弥生人に比べれば、いずれも大きく下回り、両者の差は明らかである。眼駕は比較的高い

が、鼻型についてはかなり広鼻型に傾く。突顎性はやはり弱い。

歯は歯頸部近くまで強く嘆耗しており、酷使していた状況が窺える。以下に歯式を示す。なお、風

習的抜歯の痕跡は認められない。

四肢骨：計測結果を表6、8に示した。また推定身長を表9に示した。

全体的に女性としてはやや頑丈で、長大な傾向が見られた。長径、骨体諸径のいずれも比較縄文集団

の平均値を上回るものが多い。ただ、前腕の骨体断面示数に、他集団とは異なる特徴、つまり模骨は

前後に厚く、尺骨は前後方向に扁平という、縄文人の一般的な骨幹断面形とは異なる点も見られた。

大腿骨については比較群と大差無い。

推定身長は148．9cmで、当地の弥生人に比べればやはり少し低い。

5．6号人骨（男性、熟年）

欠損が多く詳細は不明だが、一応、上、下肢とも伸展した仰臥位で埋葬されていたものと見なされ

る。恐らく後世の撹乱によってかなりの部分が失われており、残存部も、土圧のためか小片化が目立つ。

頭蓋：破片のみ回収され、詳しい特徴は不明である。抜歯痕は見られない。

四肢骨：計測結果を表5、7に示した。

全体的にかなり頑強な特徴が窺える。比較縄文集団の平均値を上回る計測値が多く、例えば大腿骨

の中央周は92mmに達し、太い骨体を持つことで知られる北部九州弥生人の平均（90．8mm）をも上回っ

ている。その最大長（424mm）も、当地の弥生人（平均430・9mm）程ではないが、縄文人としては比較

的長い。

推定身長（表9）は161．0cmで、かなりの高身長である。

総括・考察

1992－3年度の福岡市西区桑原における発掘調査によって、貝塚中から6体の縄文後期所属の人骨

が出土した。福岡市区からは、初めての保存良好な縄文人骨の出土例である。その検討結果は以下の

ように概括される。

．出土人骨は、男性4体、女性1体、小児1体の計6体で、4号女性と5号小児骨は頭位を逆にした
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合葬状態で兄いだされた。また、この4号女性は、その左前腕に14枚の貝輪を装着していた。

．頭蓋では、男女（1、4号）とも低顔傾向が見られ、他の縄文人との類似性、及び北部九州弥生人

との相違が明らかである。

・1号男性の鼻根部は陥凹が顕著で、鼻骨の彎曲も強いが、4号女性の同部は平坦性が目立つ。

・眼駕型には男女で異なった傾向が見られたが、鼻型ではいずれも広鼻傾向が顕著である。

．歯槽性突顎は弱い。

・一体の男性人骨に（1号）に、上顎の両側、側切歯の風習的抜歯痕が兄いだされた。

．四肢骨の骨体断面では、上腕骨や脛骨の扁平性、大腿骨の柱状性が強い。

．一体の男性（1号）において、脛骨が大腿骨に比べて相対的に長い傾向が認められる。

・6号を除いて、俳骨は比較的細い。

・推定身長は、6号男性（161・0cm）がやや高いほかは、他の縄文人に類似して、比較的低身長である

（1号男性、158・2、4号女性、148．9cm）。

地理的に朝鮮半島に最も近く、また、弥生時代には周知のように著しい高顔、高身長の弥生人が出

現する北部九州城に、どの様な縄文人が居住し、縄文の終わりから弥生時代にかけてどの様な推移を

見せたのかを明らかにすることは、当地城における人類学上の重要な課題の一つである。

これまで北部九州で出土している縄文後期を中心とする資料で見る限り、一応、津雲貝塚人をはじ

めとする他の縄文集団との類似性が認められ、何らかの当地城特有の特徴といったものはまだ明らか

にされていない。今回出土の縄文後期人骨もまた、そうした従来の結果を追認するものと言えよう。

図2に津雲貝塚人を基準線とした偏差折線を、図1にペンロースの形態距離の計算結果（頭蓋11項目、

MartinNo・：1、8、17、45、46、47、48、51、52、54、55）を示した。ペンロースの形態距離におい

て、例えば津雲貝塚人との差がかなり大きく示されているが、これは図2に明らかなように、脳頭蓋

での大差が影響した個体変異に帰し得る結果と考えられ、より時代性の現れる顔面部についてはその

低顔怪などに津雲との明らかな類似性が認められる。鼻根部の陥凹の強さ、鼻骨の彎曲の強さ、歯の

嘆耗の強さなどにも、縄文人としての時代特性が窺えよう。

北部九州の縄文人については、今回の資料を含めてもなお、重要な顔面各部の計測数は10例に満た

ず、有意の議論は困難な状況であり、とりわけ弥生時代との関係でより重要視される縄文晩期の資料

はいまだ皆無に近い。今後の資料追加が待たれるところである。

－最後に今一回の結果で注目される点として、一体の男性人骨に、風習的抜歯痕が検出されたことを上

げておきたい。これまで福岡県下発見の山鹿貝塚などの縄文後期人には抜歯痕が発見されたことはな

く、初めての事例といえる。また、その形式が上顎両側の側切歯を対象とし．たものだという点も注目

される。この形式は、土井ヶ浜弥生人に多いこと（中橋、1990）が明らかになっているが、福岡県は

もとより、周辺の九州、山口辺りの縄文後、晩期からはこれまで殆ど類例が出土していない。僅かに

1体ではあり、現時点での詳しい検討は無理だが、同形式が中国新石器時代人の抜歯形式（韓．藩、

1981）に共通することは興味深い。この点についても今後の資料追加が切望される。
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表2．桑原遺跡出土縄文時代人骨・頭蓋計測値

MartinNo．　　　　　　　　　　　　　　　　男性（1号）　　　女性（4号）

MI

M8

M17

M8／i

M17／1

M17／8

M5

M9

Mil

M12

M23

M24

M25

M40

M43

M44

M45

M46

M47

M48

M47／45

M47／46

M48／45

M48／46

M51

M52

頭最大長

頭最大幅

Ba．Br高

頭長幅示数

頭長高示数

頭幅高示数

頭基底長

最小前頭幅

両耳幅

最大後頭幅

頭蓋水平周

横弧長

正中矢状弧長

顔長

上顔幅

両眼寓幅

頬骨弓幅

中顔幅

顔高

上顔高

顔示数

上顔示数

上顔示数

（K）

（Ⅴ）

と（K）

と（Ⅴ）

（左）

（左）

眼寓幅

眼寓高

M52／51（L）　　　　眼寓示数（左）

鼻幅

鼻高

鼻示数

前眼鶴間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

全側面角

鼻側両角

歯槽側面角

Vertex Rad．

Nasion Rad

SubspRad．
Prosth Rad・

下顎頭間幅
下顎角幅

下顎骨長
下顎骨長

オトガイ高

下顎体厚（左）

下顎枝高（左）

下顎頭高（左）
下顎枝幅（左）

最小下顎枝幅（左）
下顎枝角

下顎枝示数（左）

78．1

77．5

99．3

106

96

125

113

508

316

（100）

106

100

139

（104）

（116）

64

83．5

111・5

46．0

61・5

42

33

78．6

26

48

54・2

20・7

26

79．6

10．7

85

90

72

126

94

94

98

103

74

33

35

35

17

14

13

8

7

9

1

1

5

3

3

1

1

（1

9

9

2

0

1

0

6

8

0

9

2

9

0

6

8

11

5

6

4

3

8

2

4

5

6

1

4

0・0

6．1

5・0

4

5

3

5

1

6

7

9

0

5

8

6

8）

4

4．4

2．5

0．0

6．7

1

4

2・9

6

7

5．3

85

89

72

128

85

85

90

126

101

72

100

28

14

58

56

34

34

116

58．6
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表3．主要頭蓋計測値の比較（男性）

桑　原　北九州1）津　雲2）吉　胡3）　北九州4）　西北九州5）西南日本6）

（縄文）（縄文）　（縄文）　（縄文）　（弥生）　（弥生）　（現代）

1号　N M N M N M N M N M N M

1頭蓋1最大長

8　頭蓋最大幅

17　Ba－Br高

8／1頭長幅示数

17／1頭長高示数

17／8　頭幅高示数

45　頬骨弓幅

46　中顔幅

47　顔高

48　上顔高

47／45　顔示数（K）

47／46　顔示数（Ⅴ）

48／45　上顔示数（K）

48／46　上顔示数（Ⅴ）

51眼寓幅（左）

52　眼嵩高（左）

52／51眼寓示数（左）

54　鼻幅

55　鼻高

54／55　鼻示数

72　全側面角

74　歯槽側面角

178　12184・6　37185・3　42183・2118183・7

13144．2　44146．0　43145・0

8　134．5　33133・312137．7

78・11

1

（1

（1

1

77．

99．

39

04）

16）

64

83．

11．

2　78・3　37　78・8　38　79

5　8

3　8

6　1

8　1

5

5

46．0

61・5

42

33

78・6

26

48

54・2

85

8

8

5

8

5

8

7

7

6

7

8

7

5

7

9

4

2．9　32　71・711　75

3．7　33　9

5．5　2114

07．6　2810

2

4

1

1

1

1・112　95・7

3．8　9　140．11

3．6　22104・11

117．126115・5131

68．8　28　65．815

78・818　79・9　5

109．120

46・919

64．0　21

42・6　30

32．7　28

77・4　27

27・9　30

49．5　30

56・2　27

112・6101

45．9

64・8

43．5

33．8

4

14

20

17

16．1

64．31

81．2

08．8

45．1

60．51

43．1

33．1

17

01

04

91

91

03

14

80

14

71

74

95

05

89

93

77．413　76．7　86

26．9　21　26．6117

49．815　48・0116

53・7

84．613　81．9

72　　5　　75．813　70・9

14

6

7

55．0113

80．8　85

68．6　83

21182・8108181．4

142．4　20144．9

137・715134・6

77．7　20　79

75．315　74

97．014　93

1

1

40・012138

2

2

1

4

04・717105．0

108139・3

108139．3

108　76．6

108　76．9

108100．1

106134．5

107　99．9

123．814117．1　66122・2

74．817　68・1　92　71．8

88．412　84．6　64　91．4

118・414111・8　65122．2

53．312　49．3

71・517　64．8

43．215　43・1

34・5

79．9

27．1

52・8

51．4

84．5

69・8

15

15

32・8

90　53．5

91　71．8

108　43．0

108　34．4

76・2108

16　27・8108

16　51・0108

16　54．4108

15　82．0　92

80．2

25．9

52．2

49・8

83．8

107　70．7

1）中橋．永井（1989）　2）池田（1988）；清野．宮本（1925）　3）金高（1928）　4）中橋．永井（1989）

5）内湊（1971）　6）原田（1954）
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表4．主要頭蓋計測値の比較へ（女性）

桑　原　北九州　津　雲　吉　胡　　北九州　西北九州　西南日本

（縄文）（縄文）（縄文）（縄文）（弥生）（弥生）（現代）

4号　N M N M N M N M N M N M

1頭書最大長

8　頭蓋1最大幅

17　Ba－Be高

8／1頭長幅示数

17／1頭長高示数

17／8　頭幅高示数

45　頬骨弓幅

46　中顔幅

47　顔高

48　上顔高

47／45　顔示数（K）

47／46　顔示数（Ⅴ）

48／45　上顔示数（K）

48／46　上顔示数（Ⅴ）

51眼駕幅（左）

52　眼嵩高（左）

52／51眼寓示数（左）

54　鼻幅

55　鼻高

54／55　鼻示数

72　全側面角

74　歯槽側面角

176　10174・6　39175・9　31176・7　86177・015178．1　57172・8

141

134

80・0

76．1

10140・4　41141．2

6　132・2　28127．1

10　80・4　37

6　　76・128

95．0　6　　95．4

128

96

（108）

64

84．4

112・5

50．0

66．7

41

7　130．6

6　101．2

27

15

21

80．2

72．2

89．5

132．6

99．6

29141．7　84

8　136．3　66

25　80．1　72

138・4

130．7

78．1

15

7

15

7　77・1　62　74．1　7

7

2

12

4　110・5　21106．2　6

6　　66．8　23　62．6　7

4　84．411　80．1　2

4　109．315 108・9

96．5　56

132．5　61

98・7　67

139・3　5

127．3　5

7134．0

7131．3

78．2　57　77・6

71．2　57　76．0

94・9　7　92．5　57　98．0

131・3

99・8

108．2　45116．3

60・9　66

82．7　34

6　130．2　57123．9

11 95．9　57　93・4

9　104．9　14112・9

70．112　60．9　55　68．2

88・7　6　81．7　14　90．8

6　110．7　39116．7　9

6　50・911　47．6　1　47．7　49

6　66．215　63・8　6　61．6　57

6　41．318　41・913　41・8　66

34　　7

82・9　6

26　　6

47　　6

55・3　6

34・0

83・1

26．7

47．8

55・7

1

1

4　33．8

4　81．5

26　25．4

25　46．2

23　54．7

85　　6　83．710　81．8

72　　2　75．511　69．6

7

6

17

11

11

2

3

32．3

74．8

25．5

44．8

65

62

72

71

56．1　6

80．0　4

66．7　4

53．7

70．2

41・6

34・1

82．0

26．6

49・8

6

11

10

10

10

12

12

9　53．512

8　83．510

7　67．9　－

109．5　14119・0

47・6　55　55．0

63・5　55

41・1　57

31・2　5

75．9　5

26．6　5

46．3／5

72・9

40・5

7　34．0

7　83・9

7

7

25．0

48．6

7　51．4
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表5．上肢骨計測値（男子、左）

桑原　　　津雲　　　吉胡1　北部九州　　大友2）

（縄文）　（縄文）　（縄文）　（弥生）　（弥生）

1号　6号　N M N M N M N M

上腕骨

1最大長
2　全長

5　中央貴大径

6　中央貴小径

7　骨体最小周

7a　中央周

6／5　骨体断面示数

7／1長厚示数

模　骨

1貴大長

2　機能長

23

16

63

67

69・6

3　最小周　　　　　43

4　骨体横径

4a　骨体中央横径

5　骨体矢状径

5a　骨体中央矢状径

3／2　長厚示数

5／4　骨体断面示数

5a／4a　中央断面示数

尺　骨

1最大長

2　機能長

3　最小周

11矢状径

12　横径

36　284．3　27　283．9

35　280．6　27　279．9

50　24．125　24・7

50　17・8　25　18・1

50　64．0　42　66・6

50　69・3　25　72．1

50　73．9　25　73・4

36　22・7　27　23．8

27　230．6　28　227・1

28　217・4　28　214．4

38　44．0　44　48．5

16　　　　　42　17．143　19・4

12　　　　　42　12・0　43　13．0

75．0

22　302．6

17　296．8

76　23・3

76　17．4

81　63．9

75　67・8

76　74．9

22　21・3

37

28

78

79

50

79

236．5

220．0

43．1

17・2

16．0

12．5

50　12・6

11　291・4

8　285・8

34　23．4

33　17．6

33

33

33

11

63・5

68．2

75．0

22．4

106

106

106

106

106

106

106

106

6　231．5　64

9

15

25

25

25

26

19・8　5

72．6　25

78．6　25

215．8　64

44．7　63

17．1　63

16．4　63

12・4　63

12・4　63

20．5　61

72．3　60

75．2

295．3

290・6

21．9

16．9

61．8

63・7

79・1

20．9

219・9

208．2

40．1

16．0

15．2

11．7

11．9

20．4

71．4

19　249．121243．5　12　253．2　9　249．6　62　236．2

25　219・719　216・6　15　224．713　222．9　64　209．2

34　37・7　45　39．9　63　37．4　22　37．2　65　35．8

13　　14

15　　19

5 0　14．3　5

50　16．3

3／2　長厚示数　　　　　　　　　　25　17．4

5

1

11／12　骨体断面示数　　86・7　73．7　50　88．5　4

1　15．1

1　16．6

9　18・7

7　92．2

100

100

15

13．2　26　15．0　63　12・8

17．6　26　17．2　64　16．5

16．8　13　16．8　63　17．0

100　75．4 26　88．0　63　74．9

1）大場（1935）　2）松下（1985）　3）専頭（1957）、溝口（1957）
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表6．上肢骨計測値（女性、左）

桑原4号　　津雲　　　吉胡　　北部九州　　大友　　　九州

（縄文）　（縄文）　（縄文）　（弥生）　（弥生）　（現代）

R L N M N M N M N M N M

上腕骨

1　最大長

2　全長

5　中央最大径

6　中央最小径

7　骨体長小周

7a　中央周

6／5　骨体断面示数

7／1長厚示数

模　骨

1　最大長

2　機能長

31最小周

4　骨体横径

4a　骨体中央横径

5　骨体矢状径

5a　骨体中央矢状径

21　264．4　20　270・0

19　259．6　20　267・1

20　　19　　40

14　　14　　41

55

7

5　　54　　42

7　　57　　40

0・0　73．4　40

21

41

15

4

1

12　　1

0

5

1

24

26

30

34

19．7　34　21・1

14・・0　34　15．7

53・9　32　59．2

56・5　22　61．8

71．3　33　72．9

20・4　18　22．2

11

8

35

36

47

33

35

11

208．2　23　209．117

196．4　23　198・6　11

283．2　4　262・3　　36　271．7

282．3　4　257．8　　36　268・6

21．0　20　21．0

15．3　20　15．8

56．9　19　57．6

3 6　19・8

36　14・8

36　54．8

60．7　19　61・8　　36

73．2　20　75・9　　36

19．811　22．4　　36

56・9

75．3

20．9

215・1　2　207．0＊　12199．2

204・3　2　194．0＊　12187・0

36．4　43　41．152　37．9

14．6　50　16・4　5

2

34　　9．8　49　11・0　5

2

3／2　長厚示数　　　　　　　　　　25　18・2　22

5／4　骨体断面指数　　80・0　73・3　34　67．5　50

5a／4a　中央断面示数

尺　骨

1　最大長

2　機能長

3　最小周

11矢状径

12　横径

3／2　長厚示数

11／12　骨体断面示数

240

214

37

10

16

17．3

62．5

20・9

67．5 15

2

6　15．7

4　14．3

6　10．9

4　10・8

1　17・7

6　　69．3

4　75．7

9

11

11

11

12

1

11

11

40．4　12　34．7

16．4

15・9

11・2

10．9

19．7＊

68．7

69・7

12

12

12

12

14．5

1

111

106

3．5

9・7

9．7

8．1

8・3

12　227・2　20　226・5　6　236．5　1　223・0　12　215．0

12　198．6

35　　24

10　　37

16　　37

19　201．4　8　207・6　2　207・0　12189・2

32．8　25 36．134　34．4　7　　33．9　12　32・1

11．3　50　13・154　11．212　12・8　12　10・9

13・6　50　14・4　54　16．01115．9　12　13．9

17　18．1　7　16．5　2　16．7　12　16．8

91．7　54　70．411　82・0　12　77・5

91



表7．下肢骨計測値の比較（男性、左）

桑原（縄）　　　　津雲（縄）1）吉胡（縄）2）北九州（弥）3）九州（現代）4）
1号　　2号　　6号

項　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N M N M N M N M

大腿骨

1，最大長

6，骨体中央矢状径

7，骨体中央横径

8，骨体中央周

9，骨体上横径

10，骨体上矢状径

6／7，中央断面示数

10／9，上骨体断面示数

脛　骨

ia　最大長

8，中央最大径

8a，栄養孔位最大径

9，中央横径

9a，栄養孔位横径

10，骨体周

10a，栄養孔異周

10b，最小周

9／8，中央断面示数

9a／8a，栄養孔位断面示数

俳　骨

2，中央最大径

3，中央最小径

4，中央周

3／2，中央断面示数

（4

109）

30

24

87

27

24

25．0

88・9

（344）

32

36

18

21

79

91

74

56・3

58・3

16

12

45

75・0

29

26

30

27

（424）

31

26

19　414・120

47　29・0　20

47　26．0　66

92　　47　87．4

43

43

5　119・2　47

30・7

66

420．2　60

29．8162

26．0166

89・2161

47　30．2115

25．5　48

111．8　66

0　　89．7　43　83．1

430．9　59　406．5

29．7　59　26．5

28．0　59　25．6

90．8　59　82．4

32・6　59 29．4

25・0115　26．2　59　24．3

114．8162106・4　58103．8

83．5115　80．5　58　82．8

22　343・6　25　343．5　52　350．5　65　326．9

46　32．3　60　31．0　74　32．0　61　27．8

38　　　　　　　38　35・2　55　34・2153　36．5　60　30．6

46　20・4　61　21．0　75　22．9　61　21．1

23　　　　　　　38　22・2　54　23．3153　25・3　61

4

96　　　　　　　3

4

60・5　　　　　　4

5

8

1

6

38

（15）　18　44

（13）　13　44

（45）　　51　44

（86．7）　72・2　44

84．5　61　84．7110

92．8　54　93．4151

76・7　54　77・8185

63．3　54　68．0110

63．0　54　68．0152

17．8

12・2

51．3

68．6

85．6　62

96・9　61

77．4　60

72・5　61

69．5　60

23．7

78・4

88．9

71．3

76．1

77・5

52　18．8　80　17．0　60　14・5

52　11．8　80　11・5　59　10・0

52　52．8　81　47・2　59　41．5

52　63．6　80　68．159　69・5

1）池田（1988）　2）石沢（1931）3）中橋・永井（1989）　4）阿部（1955）、鋳鍋（1955）
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表8・下肢骨計測値（女性、左）

桑原4号　　　津雲　　吉胡　　北部九州
（縄文）　（縄文）（縄文）　（弥生）
R L N M N M N M

大友　　　九州

（弥生）　（現代）
N M N M

大腿骨
1最大長
2　自然位長

6　中央矢状径

7　中央横径

8　中央周

9　骨体上横径

10　骨体上矢状径

8／2　長厚示数

6／7　中央断面示数

10／9　上骨体断面示数

脛　骨

1全長

1a　最大長
8　中央最大径

8a　栄養孔位最大径
9　中央横径
9a　栄養孔位横径
10　骨体周

10a　栄養孔位周
10b　最小周

9／8　中央断面示数
9a／8a　栄養孔位断面示数
10b／1長厚示数
俳　骨

1最大長
2　中央最大径
3　中央最小径
4　中央周

4a　最小周
3／2　中央断面示数
4a／1長厚示数

（392）

26　　　26

24　　　24

79　　　78

28　　　27

22　　　22

108．3　108．3

78・6　81．5

65

22

22

45

45

45

42

42

21

45

42

388．219　386・2　34　405．5　5　386．813　380．1

381・719　381・9　11403．0　4　378・313　375．9

25．2　67　26．3　112

24・2　67　24・5112

78．0　68　80．8111

28．4　56　29．1　86

22．2　56　22．8　86

20・319　　20・8　11

104・5

25．7　30

26．3　30

81・5　29

30．5　30

23．2　30

20・8　4

67　107．5112　98・3　31

78．2　56　78．7　86　76．4　30

17　319．8　21318．1　20　324．3　3

17　324．4　21321．9　30　329．3　4

42　27．3　62　27．4　46

37　30・5　59　30．3　97

42　17．9　62　18．3　46

36　19．4　59　20．3　98

42　73・4　62　75・9　46

35　81．3　57　82・8　96

35　67・6　67　69．8　82

42　65．8　62　66．8　46

36　63．6　59　67．0　97

17　21．121　22・1　20

327　　　　　　8

17　　　　　　32

10　　　　　　32

45　　　　　　32

20

58・8　　　　　32

8

27．0　24

30．819

20・4　26

22．3　20

74．5　23

83．2　18

68・6　24

75・7　23

72．418

21．3　3

316・918　307・3　　2　328．0

14・7　54　15・1　34　14．7

10・0　54　10．3　34　　9・8

42・8　53　44・2　34　40・7

34・0　41　35・4　　8　　35．6

68・3　54　68・7　34　67．3

11・018　11．4　　2　10．8

25．513　23・6

25・213　23．2

80・413　74．2

29．713　27．5

22．713　21．3

20．313　19．8

102・113　102．0

76．513　　77・1

313．014　301．0

324・814　306．6

27・614　24．7

30・414　28・1

19・714　18．8

21．114　21・1

75・314　　70．1

81・614　78．2

68．314　63・6

72．114　76・3

70・414　　74・9

21．414　　21・2

14　300．6

14　12・9

14　　8．6

14　　36・8

14　　32・3

14　　67．6

14　10．8

表9．推定身長の比較　　　　　　（cm）

男　性　　　　　女　性
N M N M

桑　原　（縄）

北部九州

津　雲

吉　胡
山　口

北部九州
西北九州
大　友
広　田
北部九州
吉母浜

山口

1号
6号
4号
（縄）
（縄）
（縄）
（弥）
（弥）
（弥）
（弥）
（弥）
（古）
（中）

＊

＊

1）

158・2

161．0

148・9

8　159・2　　6　　150．5

13　159．9　16　147・3

22　158・9　18　147．7

49　163．3　　35　151．4

80　162．1　52　151．2

16　158．8　　8　　147．9

15　159．1　2　　149・0

14　154・0　10　142・8

40　162・8　15　150・2

18　159．7　　22　146・5

＊　右大腿骨最大長の平均値より算出1）中橋・永井（1985）
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北九州（縄）

津　　雲（縄）

吉　　胡（縄文）

北九州（弥）

西北九州（弥）

吉母浜（中）

天福寺（近）

西南日本（現）

図上　ペンロースの形態距離（頭蓋11項目、男性）

－2。．　　　　　－J　　　　　　　0　　　　　　　　0．　　　　　　20．　　　　　3げ

1．　頭最大長

8・　頭最大幅

17．　Ba－Br高

8／1．　頭長幅示数

45．　頬骨弓幅

46・　中顔幅

47．　顔　高

48．　上顔高

47／45．顔示数（K）

47／46．顔示数（Ⅴ）

48／45・上顔示数（K）

48／46・上顔示数（Ⅴ）

51・　眼窟幅（左）

52・　眼嵩高（左）

52／51・眼駕示数（左）

54・　鼻　幅

55．　鼻　高

54／55．鼻示数

74・　歯槽側面角
－2。．　　　　－♂　　　　　　0　　　　　　　0・　　　　　　20．　　　　　30．

図2．偏差折線（基準線　津雲縄文人・男性）
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桑原遺跡出土縄文後期人骨

左列：1号（男性・熟年）

左下－抜歯痕

右列：4号（女性・熟年）



桑原飛櫛貝塚の自然遺物（その1）－貝類について

九州大学　下山　正一

はじめに

自然遺物のうち、貝類は現在の生息条件がよく知られており、貝塚の貝類集団を貝殻捕獲と貝殻保

存の観点から研究することで、糸島地域東部における縄文時代後期の人類活動のうち、海岸の生産活

動が把握できると考えられる。

調査方法

貝殻組成の垂直変化を調べるため、今回の発掘現場の貝塚中央部のG－4区と縁辺部のG－8区におい

て、貝殻ブロック（25×250㎡の面積、深さ10cm）を垂直方向の土層単位にそれぞれ3ないし4個採取

した。貝殻ブロック古ま土層単位に対応して、上からⅠ、II、III、ⅠⅤ層と番号を付けた（Ⅰが最上部）。

ただし、G－4区のⅠ、II、III層とG－8区のⅠ、II、III、ⅠⅤ層は上からの相対的区分であり、土層番号

の対応関係が明らかではない。採取した貝殻ブロックを2mm目のふるいで水洗しながらふるい分け、

ふるい上に残った残液を回収した。乾燥した回収残漣から貝殻をすべて拾い上げ、種別に分類し、集

計した（付表1－7）。ただし、破片化している二枚貝の貝殻は殻頂のあるものを1個とし、破損貝

殻、完全貝殻、左右殻別にカウントし、左右殻数のうち、多い方をその種の個体数とした。破片化し

た巻貝は卓由柱と最大部分が一巻き以上残っているものを1個とした。ただし、殻頂部だけのものは破

損貝殻数から除いた。また、キセルガイなどの、ごく少数の陸貝も含まれているが、これらは人類活

動とは無関係に混入したと考え、カウントからは除外した。

結果－貝の組成

付図1－3にG－4の、付図3－7にG－8の貝類組成を示した。貝類には二枚貝と巻貝がある。従来

の貝塚の報告書では両者は貝類として一括されているが、生態、採集の手間等が大きく異なるので、

別々に集計した。二枚貝の種ではアサリ、マガキ、ハイガイ、オキシジミ、巻貝ではイボウミニナ、

ウミニナ、フトへナタリ、へナタリ、スガイ、クボガイ、クマノコガイが優占している。優占の程度

は当時の捕獲量を反映しているものと考えられる。二枚貝の優占種はすべて内湾潮間帯中部の干潟に

生息する貝類種群である。巻貝のうち、イボウミニナ、ウミニナ、フトへナタリ、へナタリは内湾潮

間帯中部の干潟に生息する内湾干潟種群、スガイ、クボガイ、クマノコガイは外海潮間帯の岩礁や転

石帯に生息する外海岩礁種群である。

考察

1．桑原飛櫛貝塚周辺の古地形と貝類採集活動域

桑原飛櫛貝塚周辺における縄文時代当時の貝類の生息地を推定する上で、考慮しなければならない

のは、現在の貝類の生息環境と縄文時代の旧汀線である。現在海岸付近の貝類の生息環境はよく知ら

れているが、縄文時代の旧汀線については議論が必要である。糸島地域には東の今津湾から西の加布

里湾にかけて標高5m以下の低地が帯状につらなっている。山崎（1955）および樗木（1958）はこの帯

状低地部分にかつて志摩郡と悟土郡を分離する海域が海峡として存在したとし、その海峡を糸島水道
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図2　桑原飛櫛貝塚と旧汀線を考慮した場合の貝類生息地の位置関係

生息地の記号（FW、IH、IT、OS、OG、OR）は付表1（1～7）に対応する。
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と呼んだ。海峡状の海域が存在したのなら低地の地下にはその証拠である海成層が残されているはず

である。下山ほか（1986）は多数のボーリング資料を用いて、低地地下の海成層の分布を調べた。そ

の結果、海成層の存在は標高2．5m以下の部分に限られること、低地中央部の泊付近で海成層が分断さ

れており（図1）、基盤が迫り出しているが明らかになった。つまり低地中央部付近には志摩郡と憎土

郡を分維する海峡（糸島水道）はなく、この場所はむしろ両郡を結ぶ尾根にあたることが判明した。

海成層の最大分布限界は縄文海進ピーク時期の旧汀線と考えられる。マガキ貝殻の放射性炭素年代

によれば、糸島地域の縄文海進ピーク時期は約3500年前である。桑原飛櫛貝塚は縄文時代後期初頭な

ので、海成層の最大分布限界線を当時この時期の旧汀線（図2の太い線）とみなして議論を進める。

昆沙門山と今山が当時島であったかどうかが海況の推定に重要な要素であるが、現砂丘砂層の地下に

は更新世の古砂丘砂層が存在するので、砂丘の位置が若干の後退した点を除けば、縄文海進の全期間

を通じて砂丘が維持されたと考えられる。したがって、図2に示すように、貝塚形成当時も干潟の広

がる安定した入り江が水崎を中心に存在したと考えてよさそうである。

図2に示すように桑原飛櫛貝塚付近には他に元岡爪尾貝塚、長浜貝塚、今津貝塚がある。山崎（1975）

は桑原飛櫛貝塚、元岡爪尾貝塚、長浜貝塚の貝殻組成を比較し、形成時期の他、優占する貝の種類や

平均サイズの違いが存在することを指摘している。それによると、二枚貝の主要捕獲対象は桑原飛櫛

貝塚ではハイガイ、アサリ、マガキ、オキシジミの4種、元岡爪尾貝塚では、マガキとハイガイの2

種、長浜貝塚ではマガキ1種である。一方、巻貝の主要捕獲対象は桑原飛櫛貝塚と元岡爪尾貝塚では

ゥミニナ（イボウミニナを含むと思われる）1種、長浜貝塚ではへナタリとウミニナの2種が優占す

る。これらの種群の組合せは桑原飛櫛貝塚と元岡爪尾貝塚は潮間帯中部付近の砂泥干潟、長浜貝塚は

潮間帯上部付近の泥質干潟のカキ礁を示唆する。

貝塚の形成時期が出土遺物から判明している。元岡爪尾貝塚は桑原飛櫛貝塚と同時期の縄文時代後

期、他はより新しく、弥生時代を含んでいる。桑原飛櫛貝塚と元岡爪尾貝塚は同時期であるが、上記

のように貝類組成が異なるので、日常的な貝類採集活動領域を異にしていた可能怪がある。木村（1988）

の説にしたがって、桑原飛櫛貝塚の日常的な貝類採集活動領域を、貝塚からの半径2kmの行動圏とし

て設定してみる。図2でわかるように、入り江北部の広い干潟領域とその周辺の干潟高潮帯湿地それ

にすぐ前面の大原川河谷のほか、外海側の長浜海岸西部の砂浜と津舟崎の岩礁が半径2kmの行動圏の

中に入る。

桑原飛櫛貝塚の立地環境は干潟から少し谷に入った丘陵のへりにあたる。谷にはカワニナの棲む小

規模な河川が存在し、すぐ前にはフトへナタリの棲むアシ原のような塩性湿地（干潟高潮帯）があっ

たと考えられる。貝塚は湾口から今津湾方向を望む位置にある。大潮干潮時には貝塚のすぐ地先にマ

ガキ、アサリ、ウミニナ、イボウミニナなどが豊富に生息する干潟が見えていたはずである。G－4の

上位ではクボガイ、クマノコガイのような外海岩礁の種の比率が増している。また、少数ではあるが、

ベンヶイガイ、ツメタガイ、コナガニシのような、外海潮下帯砂底種が採集されている。これらの種

群は湾の内側ではなく、外海に生息している。半径2km圏内では玄界灘に画した津舟崎の岩礁の潮間

帯や長浜海岸の潮下帯で採集できる。長浜海岸の砂浜では腕輪材料となる外海種のベンヶイガイの打

ち上げ貝殻も採集可能である（図2）

2．貝殻組成の垂直変化

今回の桑原飛櫛貝塚の調査結果と山崎（1975）の報告を比較する。山崎（1975）は土層の上位に向

かってのハイガイの量と殻高の減少を指摘している。この傾向は今回の調査でも認められたが、それ
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百分率（％） G・4

Ⅱ

採取層準

百分率（％） G－8

凡　例

田アサリ

団マガキ

田ハイガイ

■オキシジミ

図3　貝塚の二枚貝貝殻集団の優占種4種の組成百分率の垂直変化

Ⅰ、II、III、ⅠⅤは貝殻ブロック（25×25×100㎡）の採取層準（Ⅰが最上部）。

－101－

凡　例

田アサリ

団マガキ

国ハイガイ

■オキシジミ



百分率（％） G．4

Ⅱ

採取層準

百分率（％） G・8

凡　例

田クボガイ

国ウミニナ

田クマノコガイ

■ィボウミニナ

囚フトへナタリ

ロへナタリ

田　スガイ

凡　例

事イボウミニナ

団ウミニナ

臣ヨフトへナタリ

日　へナタリ

団　スガイ

図4　貝塚の巻貝貝殻集団の優占種の組成百分率の垂直変化

Ⅰ、II、III、ⅠⅤは貝殻ブロック（25×25×10C㎡）の採取層準（Ⅰが最上部）、G－4とG－8で傾向が異なる。
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ほど顕著ではなかった。むしろ、量的にみて桑原飛櫛貝塚の二枚貝の捕獲活動はアサリ、マガキの2

種の生産に大きく依存しており、土層の上位に向かってますますこれら2種の優占状態が強まってい

る（図3）。ハイガイに対する依存程度は山崎（1975）の報告と異なって、かなり低い。

マガキは左殻で内湾の岩礁に付着したり、より古いカキ殻を土台として付着してカキ礁のようなコ

ロニーをつくる。このほか、干潟表面に露出した小礫、貝殻、杭等に付着成長する。左殻の付着痕の

観察の結果、今回調査したマガキの付着殻（左殻）はカキ礁のカキ殻ではなく、干潟上にある小礫、

貝殻、．木の枝等に付着し、単独成長したものである。カキ礁は当時もあったと思われるが、結果的に

みて、群棲しているものではなく、干潟に転がっている単独成長のカキを選択的に採集したようであ

る。その理由はわからないが、一般にカキ礁の周りには寧泥が厚く堆積しており、いぼるので歩行が

困難なうえ、鋭利なカキ殻が泥の中に隠れており危険である。当時の人はこのような危険を犯したり、

手間をかけてまでカキ礁のカキを採集しなかったのかも知れない。

一方、巻貝ではイボウミニナとウミニナが全体を通じて優占している（図4）。この2種は干潟に高

密度で生息するので、非常に採集しやすい。ただし、G－4とG－8で傾向が異なる。G－8ではこの2種

の優占は垂直的に変わらないが、G－4では土層の上位に向かって内湾干潟性貝のイボウミニナの出現

率が減少し、代わりに外海岩礁性貝のクボガイとクマノコガイの出現率が増している（図4）O

3．桑原飛櫛貝塚の貝殻の破損率

桑原飛櫛貝塚では多くの貝殻が破損している。山崎（1975）は貝類処理方法について論じていや。

それによれば、桑原飛櫛貝塚にはウミニナ．へナタリのブロックが存在し、このブロック中のウミニ

ナ・へナタリ類の貝殻の殻頂部がすべて欠落している事例が報告されている。山崎（1975）はこれら

の貝は殻頂部を石で叩き折って吸い出す方法で食べられたと考えた。そこで、今回の調査でもウミニ

ナ属巻貝の殻頂部の破損率と二枚貝貝殻の破損率を検討してみた。

貝殻破損率（下山、1989）は次の式で計算される、

DL＋DR

TL＋TR
（二枚貝）、

D

Fr＝　　　（巻貝）

N

ただし、Fr：貝殻破損率、DL：破損左殻数、DR：破損右殻数、TL：左殻紙数、

TR：右殻総数、D：巻貝破損殻数、N：巻貝殻総数

a．ウミニナ属巻貝の貝殻破損率

今回の調査でも部分的には山崎（1975）の報告通りの結果が得られた。図5は桑原飛櫛貝塚出土の

ウミニナ属2種の殻頂部破損率（Fr）をG－4とG－8について示している。巻貝の形態により殻の強度

に差があるので、異なった組成の種群で比べるのではなく、ウミニナ属巻貝のイボウミニナとウミニ

ナの2種を一まとめにして比較した。それは、この2種は貝殻の形状と分布において非常によく似て

おり、当時の人類は両者を区別しなかった可能性があるためである。図5を見てわかるように、垂直

的な変化はほとんどない。しかし、G－4とG－8の差が大きい。G－4ではほとんど全ての貝殻が破損し

ているにも関わらず、G－8では約半数の貝殻の頂部が破損しているだけである。これは、G－4とG－8

では当時の巻貝の処理方法（食べ方）に大きな差があったことを暗示している。
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破片化率（Fr）　　　　　　　　ウミニナ属（β融〝／。瑚
　 ［　　　　　　　　　　　　　 ．一一、

－ ⊂－　 G ・4

－4 －，　 G ．8

1　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　　 1

Ⅰ　　　Ⅱ　　　　Ⅲ　　　　Ⅳ

採取層準

図5　桑原飛櫛貝塚出土のウミニナ属2種（イボウミニナとウミニナ）の殻頂部破損率（Fr）

Ⅰ、II、III、ⅠⅤは貝塚ブロック（25×25×100㎡）の採取層準（Ⅰが最上部）、G一4とG－8で

傾向がかなり異なる。
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b．二枚貝貝殻の破片化比率

二枚貝貝殻ではアサリ、マガキ、オキシジミの殻の60－85％が破損している。これに対して、ハイ

ガイの破損率は低く、2－35％である。ハイガイの破損率が低いのは貝殻の強靭さを示しているだけ

とみられる。注意深く観察すると、これらの貝殻の割れ方は不規則なので、貝殻の一定部位が組織的

に壊されたとは言えず、単に脆くなった貝殻の機械的破壊である。それにしても60－85％の破損率は

大きいので、貝殻を捨てた後、故意に貝殻を上から踏みつけて壊した可能性も考えられる。
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イボウミニナ

イタヤガイ

111

ハマグリ
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付表　各層準のブロックにおける貝類組成表（1から7）
捕獲と処理方法に差があると思われるので、二枚貝と巻貝を分けて表示している。

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（l）

G－4　Ⅰ層　北壁　（ブロック：25×25×10。㎡）

二枚貝

種名（和名）

アサリ

マガキ

オキシジミ

ハイガイ
イガイ

オオノガイ

シオフキ

巻貝

種名（和名）

クボ．ガイ

ウミニナ

クーマノコガイ

イボ1ウミニナ
イシダタミ

スガイ

フトへナタリ

へナタリ

イボニシ

ホソウミニナ

カワアイ

C L

44

57

5

5

0

0

0

D L

150

59

11

2

1

1

1

CR

40

58

5

2

0

0

0

C D

6　　　　　　　　51

2　　　　　　　　26

0　　　　　　　15

0　　　　　　　15

4

4

0

0

1

0

0

記号凡例
CL：左殻完全，
TL：左殻総数，
N：種の個体数，

DR

166

35

17

0

1

1

0

7

6

4

3

0

1

1

Total：146

TL

194

116

16

7

2

1

1

N

57

28

15

15

11

10

4

3

1

1

1

TR N

206　　　　206

93　　　116

22　　　　　22

2　　　　　7

1　　　　　2

1　　　　1

0　　　　　1

Totai：335

％

39・0

19．2

10．3

10・3

7．5

6．8

2．7

2．1

0．7

0．7

0．7

DL：左穀破片，CR：右殻完全，DR：右殻破片，
TR：右殻総数，C：巻貝完全，D：巻貝破片，
Hb：生息環境，FW：河川淡水城，IH：干潟高潮帯，

IT：干潟潮間帯，OG：外海転石帯，OR：外海岩礁，OS：外海潮下帯砂底
．　　　．　　▼　　　　　．－・　．．一．、．　．．▼　　7

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（2）

G－4　II層　北壁　（ブロック：25×25×10。㎡）

二枚貝

種名（和名）
アサリ

マガキ

ハイガイ

オキシジミ

オオノガイ

カリガネエガイ

シオフキ

カガミガイ

サルポ．ウガイ

巻貝

種名（和名）

イボウミニナ
スガイ

フトへナタリ

ウミニナ

クボガイ

へナタリ

カワアイ

ツメタガイ
カワニナ

ゴマフグマガイ
イボニシ

アラムシロガイ

C L

14

24

30

8

1

0

0

0

1

D L

IJ56

35

2

8

2

4

2

0

0

C

0

51

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

CR

17

26

24

2

0

0

0

1

0

DR

165

39

2

5

4

1

1

0

0

D

i25

53

52

35

34

9

5

5

0

0

1

1

Total：373
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TL

170

59

32

16

3

4

2

0

1

N

125

104

52

35

34

9

5

5

1

1

1

1

TR N

182　　　182

65　　　　65

26　　　　32

7　　　　16

4　　　　　4

1　　　　　4

1　　　　　2

1　　　　1

0　　　　　1

Totai：307

％

33・5

27・9

13．9

9．4

9．1

2．4

1．3

1．3

0．3

0・3

013

0．3

％

58．0

32．7

6．2

2．0

0．7

0．3

0．3

Hb

OG，OR

IT

OG，OR

IT

OG，OR

OG，OR

IH

IT

OG，OR

IT

IT

％

59．3

21・2

10．4

5．2

1．3

1・3

0．7

0．3

0．3

Hb

IT

一G，OR

IH

IT

－G，OR

IT

IT

OS

FW

IT

G，OR

IT

0

0

0

Hb

IT

IT

IT

IT

OR

IT

IT

Hb

IT

IT

IT

IT

IT

IT

IT

IT

IT



G－4　III層　北壁

二枚貝

種名（和名）

アサリ

マガキ

ハイガイ

オキシジミ

オオノガイ

ハマグリ

シマナミマガシワガイモドキ

シオフキ

カリガネエガイ

サルボウガイ

巻貝

種名（和名）

イポウミニナ

フトへナタリ

へナタ11

ウミニナ

ホソウミニナ

スガイ

カワニナ

カワアイ

クボガイ

アカニシ

G－8　I層　北壁

二枚貝

種名（和名）

マガキ

アサリ

オキシジミ

ハイガイ

カリガネエガイ

巻貝

種名（和名）

イポウミニナ

ウミニナ

フトへナタリ

スガイ

へナタ11

カワアイ

カワニナ

ムギガ．イ

クボガイ

イシダタミ

コナガニシ

ベッコウガサ

アマガイ

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（3）

（ブロック：25×25×10C㎡）

C L

9

1

15

4

0

0

0

0

1

0

D L

71

14

2

10

1

1

1

1

0

0

C

0

0

0

2

1

5

1

0

0

0

D

i71

78

46

35

6

1

1

1

1

1

CR

4

19

15

1

0

0

0

0

0

1

DR

89

15

1

15

0

0

0

0

0

0

TL

80

15

17

14

1

1

1

1

1

0

N

171

78

46

37

7

6

2

1

1

1

Total：350

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（4）

（ブロック：25×25×10C㎡）

C L

42

16

4

9

1

D L

120

130

22

6

2

C

32

15

3

1

2

1

1

0

0

0

0

0

1

D

25

15

8

5

3

4

2

1

1

1

1

1

0

CR

82

25

5

12

0

DR

64

124

28

1

0

Total：123
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TL

162

146

26

15

1

N

57

30

11

6

5

5

3

1

1

1

1

1

1

TR

93

34

16

N

93

34

17

16　　　　16

0　　　　　1

0　　　　1

0　　　　　1

0　　　　1

0　　　　　1

1　　　　1

Total：166

％

48・9

22．3

13・1

10．6

2．0

1．7

0．6

0・3

0．3

0・3

TR N

146　　　162

149　　　149

33　　　　33

13　　　　15

0　　　　　1

Totai：360

％

46・3

24．4

8・9

4・9

4・1

4．1

2．4

0．8

0．8

0．8

0．8

0・8

0．8

％　　　Hb

56・0　　　IT

20．5　　　IT

10・2　　　IT

9・6　　　IT

0・6　　　IT

0．6　　　IT

0．6　　　0G

O．6　　　IT

0．6　　　IT

0．6　　　IT

Hb

IT

IH

IT

IT

IT

OG，OR

FW

IT

OG，OR

IT

％　　　Hb
45・0　　　IT

41．4　　　IT

9．2　　　ⅠT

4・2　　　IT

0．3　　　IT

Hb

IT

IT

IH

OG，OR

IT

IT

FW

OG，OR

OG，OR

OG，OR

OS

OR

OR



G－8　II層　北壁

二枚貝

種名（和名）

マガキ

アサリ

オキシジミ

ハイガイ

イガイ

巻貝

種名（和名）

ウミニナ

イボウミニナ

フトへナタリ

カワアイ

スガイ

ホソウミニナ

へナタ11

ツボミガ．イ

カワニナ

アカニシ

アラムシロガイ

タ？キビガイ

G－8　III層　北壁

二枚貝

種名（和名）

アサリ

マガキ

オキシジミ

ハイガイ

カリガネエガイ

オオノガイ

シオフキ

巻貝

種名（和名）

ウミニナ

イボウミニナ

へナタリ

フトへナタリ

スガイ

カワアイ

カワニナ

ゴーマフダマガイ

クポガイ

イシダタミ

サザエ

ホソウミニナ

テングニシ

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（5）

（ブロック：25×25×10C㎡）

C L

9

19

3

8

0

DL

78

54

25

3

1

C

15

4

3

0

3

1

0

1

0

0

1

1

D

lO

8

9

5

1

3

3

1

2

1

0

0

CR

23

16

3

13

0

D R

89

60

21

2

0

TOtal：72

TL

87

73

28

11

1

N

25

12

12

5

4

4

3

2

2

1

1

1

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（6）

（ブロック：25×25×10C㎡）

C L

35

24

8

14

0

0

0

D L

123

44

13

0

0

3

0

C

24

11

20

8

6

3

3

1

1

0

0

0

0

D

i2

21

1

11

2

2

1

1

1

1

1

1

1

C R

38

19

11

16

0

0

0

D R

136

40

15

1

3

2

1

Total：134
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T L

158

68

21

14

0

3

0

N

36

33

21

19

8

5

4

2

2

1

1

1

1

TR N

li2　　　112

73　　　　　76

24　　　　　28

15　　　　15

0　　　　　1

Total：232

％

34．7

16．7

16．7

6．9

5．6

5・6

4．2

2・8

2．8

1．4

1．4

1．4

TR N

174　　　　174

59　　　　　68

26　　　　　26

17　　　　17

3　　　　　3

2　　　　　3

1　　　　　1

Tota1：292

％

26．9

24．6

15・7

14．2

6．0

3・7

3．0

1・5

1・5

0．7

0・7

0．7

0．7

％

48・3

32・8

12・1

6・5

0・4

H b

IT

IT

IH

IT

OG，OR

IT

IT

IT

FW

IT

IT

IH

％

59・6

23．3

8．9

5．8

1・0

1．0

0．3

00

0

H b

IT

IT

IT

IH

G，OR

IT

FW

IT

G，OR

G，OR

OR

IT

IT

Hb

IT

IT

IT

IT

OR

H b

IT

IT

IT

IT

IT

IT

IT



G－8　ⅠⅤ層　北壁

二枚貝

種名（和名）

マガキ

アサリ

ハイガイ

オキシジミ

オオノガイ

シオフキ

ハマグリ

サルポウガイ

巻貝

種名（和名）

イボウミニナ

ウミニナ

へナタリ

スガイ

カワアイ

カワニナ

フトへナタリ

クボガ．イ

アカニシ

イシダタミ

イボニシ

アラムシロガイ

ツメタガイ

カゴメガイ

桑原飛櫛貝塚　貝殻組成表（7）

（ブロック：25×25×100㎡）

C L

30

26

79

4

0

0

1

0

D L

92

80

3

17

0

0

0

0

C

27

24

1

5

2

3

2

1

2

0

1

0

1

0

D

93

19

7

3

5

3

4

1

0

1

0

1

0

1

C R

48

20

68

6

0

1

0

0

DR

37

68

3

23

3

0

0

1

Total：208
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122
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0

0

1

0

N

120
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8

7
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6

2

2

1

1

1

1

1

TR N

85　　　122

88　　　106

71　　　　82

29　　　　29

3　　　　　3

1　　　　1

0　　　　　1
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％

57・7

20・7

3．8

3．8
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0．5

0．5
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桑原飛櫛貝塚出土の脊椎動物遺体

早稲田大学　金子　浩昌

はじめに

本貝塚は大原川左岸の台地上に立地し、出土遺物などから縄文時代中期末～後期に相当する。今回

の試料は、これまでほとんど報告されることのなかった博多湾岸城の貝塚から得られたものであり、

この地域の縄文時代中期末～後期の人々の生活に関わる動物質資源の内容を知る上での貴重な遺跡で

ある。

1．試料

同定試料は第1次調査（Ⅰ区～III区）で出土した獣類・魚類・鳥類の骨片である。

2．同定方法

ルーペなどを用いて骨の形態的特徴を観察して種類の同定した。

3．結果および考察

同定結果を表1－10に示す。

動物遺体の概要

現在までに知られた動物遺体の種名を列記する。

Ⅰ魚類

サメ類、マダイ、タロダイ、へダイ、サペ　ヒガンフグ、フグ類、スズキ目

II爬虫類

ウミガメ類

III鳥類

ミズナギドリ、アホウドリ、ヒメウ、カモ類

ⅠⅤ晴乳類

ヒト、ニホンザル、ネズミ類、イルカ類、タヌキ、アシカ、イノシシ、ニホンジカ

次に出土した動物遺体の種構成、捕獲条件などについての概要を述べる。

・魚類

検出された魚類遺体のうち主体となったのはマダイとフグ類であった。おそらくこの両種は個体数

の上ではあまり大きな違いはなかったのではなかろうか。いずれも大型の個体の標本を含み、積極的

な漁獲活動をしていたことは疑いない。マダイが多いことから、この貝塚をつくった人々の漁労が外

洋に目を向けた活動であったことが知られるのであるが、同時に多かったフグ類も湾口から外洋に棲

息する種類であり、同様な条件下での漁獲であったと思われる。

へダイ、サバも同じ水城環境下での棲息魚類である。サバは椎骨などの遺骸が小さいので、貝塚か

らの採集方法に注意しなければならない。タロダイは内湾に多い種類であり、そうした水城下での漁

獲が別にあったのかも知れない。

・爬虫類

ウミガメ類の遺骸の検出はごく少ないものであった。外洋を回遊するウミガメの遺骸が検出される

例は各地の貝塚で知られるが、この貝塚でどの程度の捕獲があったかは、当時の博多湾内へのウミガ

メ類の進入の様相を知る上でも興味ある問題といえよう。
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・鳥類

種類は少なかったが、ミズナギド11、アホウド11、ヒメウなど湾口から外海に棲息した鳥であり、

とくに魚の群れとの関係が深いところから、上述した漁労と併せ考えると興味ある問題である。

・獣類

残されている遺骸は、種類、標本の数の上でも獣骨はもっとも多い。しかし、その大部分はイノシ

シ、ニホンジカによって占められることは表示された内容によってもよく判明しよう。主体となった

ィノシシとシカとでは、標本数ではシカの方がはるかに多いが、実際の個体数でどの程度の差異があ

るかは標本のすべてが記録された後に詳しく検討する必要があろう。いずれにしてもこうした獣骨の

出土の様相は、縄文時代後期における特徴ある在り方であって、これまでにも知られてきたことでは

ぁったが、この地域での捕獲獣類の考古学的な特徴がどのようにみられるか、今後の調査を待って論

じられることになろう。

今回送付された試料には、魚類、爬虫類、鳥類そして哺乳類の各綱の主要な動物種が判明し、その

概要を知ることができた。しかし、魚類、鳥類にはさらに種類の増加する可能性があり、動物質資源

の詳細な情報を得るために今後の資料の追加が待たれるところである。

＜参考文献＞

木下亀城（1961）日本地方鉱床誌「九州地方」、朝倉書店。
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表
土
　
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
魚
類
－
1）

l

上
土

ト
ー
▲

∽

l

資
料
番
号
地　
点
地
区

遺　
構　
名

時
代
・
時
期

種
一　
　
類

部　
　　
　　

位
備　
　
考

1
第
1
地
点
I
第
II
層

後
期
初
頭
－

マ
ダ
イ

上
後
頭
骨
、
切
歯
、
歯
骨
．
左

6
一
第
1
地
点
Ⅰ
B
7
（G
－1
）
第
II
層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

破
片

7
第
1
地
点
I
B
7
（G
■1
）
第
II
層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

前
頭
骨
、
主
観
蓋
頭
・
右

1
0
第
1
地
点
Ⅰ
C
7
・
D
7－
（G
－2
）
第
II
I層

後
期
初
頭

フ
グ

前
上
壙
骨
・
左

1
5
第
1
地
点
I
B
6
（G
－3
）
第
II
層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

腹
椎

2　
3
第
1
地
点
Ⅰ
C
6
（G
－4
）
第
II
I層

後
期
初
頭

魚
骨

肋
骨

2　
6
第
1
地
点
Ⅰ
C
6
（G
－4
）
第
II
I層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

上
顎
骨
．
右

－2
　6
第
1
地
点
Ⅰ
C
6－
（G
－4
）
第
II
I層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

角
骨
・
右

2　
6
第
1
地
点
Ⅰ
C
6
（G
－4
）
第
II
I層

後
期
初
頭

ク
ロ
ダ
イ

背
鰭
、
鰭

2　
8
第
1
地
点
I
B
5
（G
－
5）
第
II
I層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

破
片

3　
0
第
1
地
点
Ⅰ
B
5
（G
－5
）
第
II
層

後
期
初
頭

ク
ロ
ダ
イ

前
上
顎
骨
．
右

3
1
第
1
地
点
Ⅰ
B
5
（G
－5
）
第
II
I層

後
期
初
頭

ヒ
ガ
シ
フ
グ

前
上
顎
骨
・
右

3
1
第
1
地
点
Ⅰ
B
5
（G
一5
）
第
II
I層

後
期
初
頭

フ
グ
類

疑
鎖
骨
－

3
1
第
1
地
点
Ⅰ
B
5
（G
－5
）
‘
一第
II
I層

後
期
初
期

フ
グ

前
上
顎
骨
・
右

3　
21
第
1
地
点
I
B
5
（G
－5
）北
壁　
第
一II
I層
上
面
後
期
初
頭

フ
－グ

歯
骨
・
右

3　
7
第
1
地
点
Ⅰ
C
5
（G
－6
）
第
II
I層

後
期
初
頭

フ
lグ

前
上
顎
骨
・
左

3　
7
第
1
地
点
Ⅰ
C
5
（G
－
6）
第
II
I層

後
期
初
頭

フ
グ

疑
鎖
骨
・
右

3　
7
第
1
地
点
I
C
5
（G
－
6）
第
II
I層

後
期
初
頭

フ
グ

破
片

3
7
第
1
地
点
Ⅰ
C
5
（G
－
6）
第
II
I層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

前
蝕
蓋
骨
・－
左

4　
7
第
1
地
点
Ⅰ
C
4
（G
－8
）
と
B
2
－（G
－1
1
）

の
間
の
ベ
ル
ート
　
第
II
層

徳
期
初
頭

マ
ダ
イ

歯
骨
・
左

4　
9
第
Ⅰ
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層

疎
期
初
頭

サ
メ

椎
骨

4
9
第
1
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層
－

後
期
初
頭
－

サ
バ

尾
椎
骨

4　
9
第
1
地
点
Ⅰ
第
1
層

後
期
初
頭

魚
骨

小
椎
骨

5　
0
第
1
地
点
I
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

前
頭
骨
・
右

5　
4
第
1
地
点
Ⅰ
第
I
層

後
期
初
頭

マ
タ
イ

角
骨
・
右
，

5　
4
第
1
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ一
層

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

椎
体

5
－4
第
1
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

ス
ズ
キ
日

尾
骨

5　
4
第
1一
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

サ
バ

椎
体

5　
4
第
1
地
点
I
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

魚
骨
片

破
片

5
6
第
1
地
点
Ⅰ
第
1
屑

後
期
初
頭

魚
骨

鰭
腺

多
数

5　
8
第
1
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

魚
骨
片

小
破
片

5　
8
第
1
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

ク
ロ
ダ
イ

前
上
顎
骨
．
左

5
8
第
1
地
点
Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

グ
ロ
ダ
イ

歯
骨
・
左
側
破
片



表
2．
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
魚
類
－
2）

1

ト
，
▲

ト
ー
▲

達
ゝ 月

資
料
番
号

5
8

5
8

5
－8

地　
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
－1
地
点

地
直

遺　
構　
名

時
代
．
時
期

種　
　　
類

部　
　　
　　

位
備　
　
考

I
琴
Ⅰ
層

第
1
層

第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

後
期
初
頭

タ
ロ
ダ
イ

角
骨
．
左

Ⅰ
へ
ダ
イ

前
上
顎
．
右

Ⅰ
ノl
　　
　　
　　
　　
CJ．

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

前
上
顎
骨
．
左

前
上
顎
骨
．
右

5　
8
第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
占

Ⅰ
第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

第
Ⅰ
層

A
ト
レ
ン
チ
第
II
層

A
ト
レ
ン
－チ
一第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
棗
II
層

Å
ト
レ
ン
チ　
第
II
屑

A
ト
レ
シ
チ
一
第
II
層

A
－ト
レ
ン
チ
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
シ
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

A
ト
レ
ン
チ　
第
II
層

B
ト
レ
ン
チ　
第
III
層

貝
属
上
面

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

㎡－
マ

レ）

5　
8

5
8

Ⅰ
マ
ダ
イ

歯
骨
・
右

中
大

．
Ⅰ

マ
ダ
イ

歯
骨
・
右

小
さ
い

5
8

Ⅰ
マ
ダ
イ

骨
体

6　
0

6
0

6
1

6
1

6
1

6
1

Ⅰ
フ
グ

前
上
顎
骨
．
左
．
4

Ⅰ
フ
グ

歯
骨
・
右
4

Ⅰ
ノ．
　　
　　
　　
　　
C．よ．

後
期
初
頭

フ
グ

疑
鎖
骨
？

Ⅰ
ノー
　　
　　
　　
　　
ユ′

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

角
骨
・
左

Ⅰ
ノ一
後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

上
顎
骨
・
左

Ⅰ
マ
ダ
イ

前
頭
骨

I
マ
ダ
イ

前
恕
蓋
骨

6
6

6
－6

6
6

6
6

／．ヽヽ
第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第　
地
占

Ⅰ
フ
グ

前
上
顎
・
左
・
4

Ⅰ
後
期
初
頭

フ
グ

前
上
顎
・
右
．
5

Ⅰ
／
後
期
初
頭

ヒ
ガ
ン
フ
グ

前
上
顎
骨
．
左
・
1

I
ノ－
　　
　　
　　
　　
　

1一
後
顛
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭
－

フ
グ

尾
柱

2
個

6　
7

1　
…
、

第
1
地
点

第　
地
占

I I

マ
ダ
イ

尾
椎

6
7

魚
骨
片

第
2
椎
体

多
数

6　
7

1　
ハ、
、

第
1
地
点

地
占

Ⅰ
マ
ダ
イ

骨
折
赦

6　
8

Ⅰ
マ
ダ
イ

前
上
顎
骨
．
右

7
0
第
1　
ハ、
、

第
1
地
点

地
占

Ⅰ
マ
ダ
イ

角
骨
．
右

7
0

Ⅰ
マ
ダ
イ

角
骨
・
左

7　
0
第
1　
…
、 占
Ⅰ

マ
ダ
イ

前
上
顎
骨
．
左

7
0
第
1
地
ハ、
、

地
占
Ⅰ

マ
ダ
イ

顎
骨
破
片

7
0
第
1　
ハ、
、

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

フ
グ

前
上
顎
骨
・
右

7
0

I I
魚
骨
片

破
片

多
数

7　
0

7
．2

7　
5

Ⅰ
・ フ
グ

前
上
顎
骨
．
右

Ⅰ
後
期
初
頭

ク
ロ
ダ
イ

歯
骨
・
左
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桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
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類
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資
料
番
号
地　
点
，地
区

遺　
構　
名

時
代
・
時
期

種　
　　
類

部　
　　
　　

位
備　
　
考
－

7　
5
第
1
地
点
Ⅰ
貝
層
上
面

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

角
骨
．
右

7　
5
第
1
地
点
Ⅰ
貝
層
－上
面

後
期
初
頭

マ
ダ
イ

歯
骨
・
左

7　
5
第
1
地
点
Ⅰ
貝
廟
上
面

後
期
初
頭

魚
骨
片

破
片

4
個

8．
0
第
1
地
点
II
2
面

後
期
初
頭

魚
骨
片

破
片

8　
5
第
1
地
点
ⅠⅠ
2
面

後
期
初
頭

タ
イ
類
－

腎
鰭
血
管
間
辣

8　
6
第
1
地
点
－
II
2－
面
下

後
期
初
頭

魚
骨

鰭

8
6
L
第
1
地
点
II
2
両
下

後
期
初
頭

魚
骨
片

破
片

8
9
第
1
地
点
II
1
面
下

後
期
初
頭
－

へ
ダ
イ

歯
骨
．
右

9
18
第
1
地
点
II
I
C
8
．D
8
－（
G
－1
6
）
貴
下
層
上
面
後
期
初
頭

サ
メ

破
片

1
0　
0
第
1
地
点
II
I
C
9
－・
D
19
（－G
－1
8
）
第
Ⅰ
層

後
期
初
．頭

マ
ダ
イ

角
骨
・
左

1
0　
6
第
、1
地
点
II
I
B
5
（G
－5
）
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

魚
骨
片
？

破
片

1
1
2
第
1
地
点
II
－Ⅰ
西
壁
3
両
下
包
含
層

後
期
初
頭

フ
グ

前
上
顎
骨
．
右

Ⅰ

ト
J
ト
J

C
n 1

表
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桑
原
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櫛
貝
塚
出
土
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類
同
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（
鳥
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資
料
番
号
地
　
点
地
区

－遺
　
構
一
名

時
代
・
時
期

種
　
　
　
類

部
一
　
　
　
　
　
位

備
　
　
考

6
第
1
地
車
Ⅰ
B
7
（G
－
1
）
第
I
I
層

後
期
初
頭
．

カ
モ

上
腕
骨
．
左

2
1
第
1
地
点
Ⅰ
C
6
（G
－
4
）
一第
II
層

縄
文
時
代
車
期
末
末
～
後
期
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

上
腕
骨
．
左
、
・
骨
体

8
6
第
1
地
点
II
2
両
下
．

後
期
初
頭
　
－

こア
ホ
ウ
ド
11

模
骨

8
6
第
1
地
点
II
2
面
下

後
期
初
頭

ア
ホ
ウ
ド
11

破
片

3
個

9
　
0
第
1
地
点
II
1
両
下
．
包
含
層

後
期
初
頭

ヒ
メ
ウ
－

模
骨

焼
け
て
い
る

表
5．
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
爬
虫
類
）

資
料
番
号
地
　
点
地
区

遺
　
構
一
　名

時
代
．
時
期

種
　
　
　
類

部
　
　
　
　
　

位
備
　
　
考
－

3
1
第
1
地
点
Ⅰ
B
5
（G
－
5
）
第
II
I
層

後
期
初
頭

ウ
ミ
ガ
メ
類

甲

4
　
4
第
1
地
点
Ⅰ
B
2
（G
－
1
1
）
北
壁
第
II
層

後
期
初
頭

ウ
－ミ
ガ
メ
類

肩
甲
骨
／
烏
口
骨

8
6
第
1
地
点
II
2
面
下

後
期
初
頭

ア
シ
カ
類

指
骨
片

1
0
9
第
1
地
点
II
I
1
南
下
　
－包
含
層

後
期
初
頭
－

ア
シ
カ
類

指
骨
片



表
6．
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
晴
乳
類
－
1）

1

ト
，
⊥

ト
ー
▲

C
D l

資
料
番
号
地　
点
地
区

遺　
構　
名

時
代
・
時
期

種　
　　
類
－

部　
　　
　　

位
備　
　
考

1
第
1
地
点
Ⅰ
第
II
層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ
／
シ
カ

肋
骨

2
－

3 4 5 6 8 8 9
L

i
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2　
0

2　
2
a

2
2
b

2　
2
C

2　
3

2　
4

2　
5

2　
6
a

．2
6
b
2　
7

2　
9

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点
．

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点
一

第
1
地
点

第
－．1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I

B
7
（G
－1
）
第
II
I層

B
7
（G
－1
）
第
II
I層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

左
大
腿
骨
片

後
期
初
頭

シ
カ

角
枝

B
7
（G
－1
）
L　
第
II
I層

後
期
初
頭

シ
カ

大
腿
骨

B
7
（G
－
1）
第
Ⅰ
屑

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

模
骨
．
左
．
近
位

F
ig
．3
6
－1
4

B
7
（G
－
1）
第
II
層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

下
顎
骨
・
♂
・
左
・
歯
欠

B
7
（G
－
1）
拡
張
部
2
両
下
後
期
初
頭

サ
ル

大
腿
骨
．
左

B
7
（G
－
1）
拡
張
部
第
II
層
下

B
7
－（
G
－
1）
－
地
山
面

C
7
・
D
7
（G
－2
）
第
II
I層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

F
ig
・9
－
1

後
期
初
頭

シ
カ

脛
骨
．
右
（全
面
部
）

F
ig
．9
－
1

後
期
初
頭

シ
カ

後
頭
頼　
左

C
7
・
D
7
（G
－2
）
．
第
II
I層

C
7
・
D
7
（G
－2
）
第
II
I層

C
7
・
D
7
（G
－2
）
．
第
II
I層

一C
7
・D
7
（G
－2
）
北
壁　
40
－
50
cm

B
6
（G
－3
）
第
II
層

B
6
（G
－3
）
第
II
I層

B
6
（G
－3
）
第
II
I層

B
6
（G
－3
）
第
II
I層

B
6
－（G
－3
）
北
壁
第
Ⅰ－I
I層

C
6
（G
－
4）
第
II
層

C
6
（G
－
4）
第
II
層

後
期
初
頭

シ
カ

腰
椎
・
2

F
ig
．9
－
1

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨
・
左
．
駕
部
欠

F
ig
・9
－
3

シ
カ

大
腿
骨
、
骨
体

イ
ノ
シ
シ
／
シ
カ

肋
骨

後
期
初
頭

シ
カ

頸
椎
fr
．

後
期
初
頭

シ
カ

頸
椎

F
ig
．9
－
2

後
期
初
頭

シ
カ

肩
甲
骨
．
右

F
ig
．3
5－
2
1

後
期
初
頭

シ
カ

下
顎
骨
・
右
（p
3
－
4
、
M
l
－
3
）

F
ig
・9
－
3

後
期
初
頭

シ
カ

模
骨
．
右
、
骨
体
内
側

F
ig
．9
－
2

後
期
初
頭

シ
カ

前
頭
骨
・
右
・
♀

後
期
初
頭

シ
カ

上
腕
部
．
右
・
遠
位
部

I II
I I I I I I I I

C
6
（G
－
4）
第
II
層

C
8
・
D
8
（G
－1
6
）
第
I
層

C
6
（G
－4
）
第
II
I層

C
6－
（G
－4
）
第
II
I層

C
6
（G
－4
）
第
II
I層

C
6－
（G
－4
）
－　
果
II
I層

C
6
（G
－4
）
第
II
I層

C
6
（G
－4
）
第
II
I層

B
5
（G
－5
）
第
II
I層

後
期
初
頭

シ
カ

尺
骨
．
左
・
近
位

F
ig
．3
6
－1
0

後
期
初
頭

シ
カ

落
角
（角
坐
）

切
り
痕

後
期
初
頭

シ
カ

中
手
骨
、
骨
体

F
ig
・9
，
1

後
期
初
頭

中
型
獣
不
明
種

破
片

後
期
初
頭

－イ
ル
カ
（バ
ン
ド
ウ
位
）
下
顎
骨

F
ig
．3
5－
12

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

切
歯
．
2
・
右

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

破
片

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

F
ig
．9
－
4

後
期
初
頭

シ
カ

模
骨
．
右
・
近
位



表
7．
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
哺
乳
類
－
2）

Ⅰ

ト
ー
上

下
⊥

－
） 】

資
料
番
号

地　
∴点

‥は
由
区

遺　
構　

名
時
代

．
時
期

種　
　　

一類
部　
　　
　　

位
備　
　

考

3　
0

第
1
地
点

Ⅰ
B
5
．（G
う
）

第
II
層

後
期
初
頭

シ
カ

基
節

3
－0

　第
1
地
点

－
Ⅰ
－

B
5
（G
－5
）

第
II
層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

F
ig
．3
6
■1
6

3
1
－、

・第
1
地
点

Ⅰ
B
5
（G
－5
）
第
II
I層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
．シ
／
シ
カ

疑
鎖
骨

3　
2

第
1
地
点

Ⅰ
B
5
（G
－5
）

第
II
I層

上
面

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

角
骨
片

3　
3

第
・1
地
点

Ⅰ
C
5
（G
一6
）

後
期
初
頭

シ
カ

模
骨

・
左

・
近
位

・－
破
片

3　
4

第
1
地
点

I
C
5
（G
－6
）

第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

シ
カ

中
足
骨
一
骨
体

3
5

第
1
地
点

Ⅰ
L
C
5
（G
－6
）

第
II
屑

後
期
初
頭

シ
カ

上
腕
骨

・
右

・
遠
位
部

焼
け
た
痕
跡

3－
6

第
－1
地
点
－

Ⅰ
C
5
（G
－6
）

第
II
I層

後
期
初
頭

シ
カ

中
手
／
中
足
破
片

3　
6

第
1
地
点

Ⅰ
C
5
（G
－6
）

第
II
I層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

模
骨
片

3　
7

第
1
地
点

Ⅰ
．

C
5
（G
一一6
）

－II
I層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

基
節

3　
7

第
1
地
点

I
C
5
（G
－6
）

第
II
I層

後
期
初
頭
－

獣
骨
片
不
明
種

破
片

2
個

3・
8

一第
1
地
点

Ⅰ
C
5
（G
－6
）－．

一第
II
I層

上
面

後
期
初
頭

シ
カ

後
頭
骨

F
ig
．9

－
5

3
9

第
－1
地
点

Ⅰ
B
4
（G
－7
－）

第
II
I層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

脛
骨

・
左
、
骨
体

4
0

第
1
地
点

Ⅰ
B
4
（G
－7
）

第
II
I層

後
期
初
頭

シ
カ

療
骨

・
左

・
遠
位
部

F
ig
・9

－－
4

4　
0

第
1
地
点

Ⅰ
B
4
（G
－7
）

一第
II
I層

後
期
初
頭

シ
カ

破
片

4
1

第
1
地
点

Ⅰ
B
4
（G
－ケ
）一
　
第
ⅠⅠ
Ⅰ層

後
期
初
頭

－
イ
ノ
シ
シ

下
顎
骨
．♀

．右
（p
3
－
4
、第

1
臼
歯
）

F
ig
．9

－
5

4　
2

第
1
地
点

Ⅰ
C
4
（G
18
）

後
期
初
頭

イ
ーノ
ーシ

シ
／
シ
カ

肋
骨

4　
3

第
1
地
点

Ⅰ
B
2
（G
■1
1）

第
II
層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

4　
5

第
1
地
点

Ⅰ
C
4
（G
－8
）
と
B
2
（G
－1
1）

の
間
の
ベ
ル

ト　
第
II
I層

後
期
初
頭

．シ
カ

大
腿
骨

・
右
、一
　骨
体
．

4　
6

第
1
地
点

Ⅰ
B
4
（G
■8
）
と
B
2
（G
－1
1）

の
間
－の
ベ
ル

ト　
一第

II
層

後
期
初
頭

中
型
獣
不
明
種

破
片

4　
8

第
1
地
点

I
C
7
．D
7
（G
－．2
）
と
C
8
・D
8
（G
－1
6）

の
間
の
ベ
ル
ート
　
第
II
I層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ
／
シ
カ

肋
骨
片

5
0

第
1
地
点

I
第
II
I層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

5
1
a

第
1
地
点

Ⅰ
第

I
層

後
期
初
頭

シ
カ

脛
骨

－・
右

．
近
位

5
1
b

第
1
地
点

Ⅰ
第

Ⅰ
層

後
期
初
一頭

シ
カ

胸
椎

5　
2
a

第
1
地
点

Ⅰ
第
1
層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

基
節

F
ig
・3
6
一1
8

5
2
b

第
1
地
点

Ⅰ
第
1
層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ
－

中
節

F
ig
．3
6
－1
9

5　
3

第
1
一地
点

Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

小
片

多
数

5　
4

第
1
地
点

Ⅰ
第
Ⅰ
屑

後
期
初
頭
－

獣
骨
片
不
明
種

破
片

5　
5

第
1
地
点
－

Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
一種

破
片

多
数

5　
7

第
1
地
点

Ⅰ
第
Ⅰ
膚

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

多
数

5　
8

第
1
地
点

－．Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

歯
片

5
8

第
1一
地
点

Ⅰ
第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

シ
カ

歯
fr
・



表
8・
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
晴
乳
類
－
3）

－

ト
工

ト
，
▲

。
。 －

質
料
番
号
．

地
　

点
地
区

遺
　

構
　

名
時
代
・
時
期

種
　
　
　

類
部
　
　
　
　
　

位
備
　
　

考

5
－9

6
1
－

6
　
2

6
3

6
　
4
－

6
　
4

6
4
b

6
5

6
　
7

6
　
7

6
　
9
a

6
9

6
9

7
　
0

7
1

7
　
2
－

7
　
3

7
5

7
　
5

7
－6

7
9

8
1

第
1
一地
点

第
1
地
点

第
．1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

果
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

。

第
1
地
点

第
－1
地
点

第
Ll
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
一地
点

第
1
地
点

I I I I I I I I
．一一

I I －Ⅰ I I I I I

第
Ⅰ
層

第
1
層

第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

多
数

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

基
節

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

3
点
。
焼
け
て
い
る

第
Ⅰ
層
．

第
1
層
－

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

多
数

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ
／
シ
カ

上
顎
骨
片

第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

シ
カ

鹿
角

第
Ⅰ
層

後
期
初
頭

シ
カ

肩
甲
骨
・
左

A
ト
レ
ン
チ
　

第
II
屑

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

上
顎
白
歯
fr
．

A
ト
レ
ン
チ

一
第
II
層
．

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

距
骨

．
右

か
み
傷

A
ト
レ
シ
チ
　

第
II
層

A
ト
レ
ン
チ
　

第
II
層

後
期
初
頭

タ
ヌ
キ
－

腰
椎
骨

後
期
初
頭

シ
カ

基
節

A
－ト
レ
ン
チ
　

第
II
層

A
－ト
レ
ン
チ
　

第
II
層
．

A
ト
レ
ーン
チ
　

第
II
層

B
ト
レ
ン
チ

B
ト
レ
ン
チ
　

第
III
層

後
期
初
頭

シ
カ

寛
骨
の
後
の
破
片

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

踵
骨
．
左

後
期
初
頭

タ
ヌ
キ

下
顎
骨

・
右

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

左
切
歯

・
1

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

第
1
一地
点

Ⅰ
p
－
1
1
3

後
期
初
頭

シ
カ

肩
甲
骨
片
・
右

第
1
地
点

第
1
地
点
－

Ⅰ
貝
層
上
面

後
期
初
頭

ネ
ズ
ミ
類

寛
骨
・
左

Ⅰ
貝
層
上
面

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

多
数

第
．1
一地
点

Ⅰ
嘉
II
層

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

下
顎
骨
．
♂
（歯

欠
）

第
1
地
点
一一

第
1
地
点

I
中
世
包
含
層
下

？
ア
シ
カ

肋
骨

II
．2
両

後
期
初
頭
－・

シ
カ

右
、
p
4

脛
骨

．
右
遠
位
部
、
骨
端
脱

F
ig
．3
5
－
1
9

8
　
2

竺
3

8
3

8
．3

8
　
5

第
1
地
点
一

第
－1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
．1
地
点

第
1
地
点

第
－1
地
点

II II I
I
－

I
I II II
、

II

p
－
1
0
4

2
両

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
桂

一
破
片

4
個

2
両

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

俳
骨
、
骨
体

2
面

後
期
初
頭

シ
カ

寛
骨
．
左
、
白
部

2
両

－
2
面

後
期
初
頭

後
期
初
頭

シ
ーカ

中
足
骨

a
8
－
5

8
　
5

シ
カ

模
骨
．
右

．
近
位

2
両

後
期
初
頭

シ
カ

下
顎
骨
片

．
．後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

獣
骨
片
不
明
種

破
片

3
個

8
　
6

8
－7
a

8
7
b

8
　
8

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
埠
点

II
2
両
下

p
－
6
8

p
－
－6
8

1
両
下
　

包
含
層

II II II

獣
骨
片
不
明
種

破
片

イ
ノ
シ
シ

排
骨
片

加
工
品
？

後
期
初
頭

シ
カ

中
足
骨
．
右
、
骨
体



表
9．
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（
晴
乳
類
－
4）

1

ト
ー

上
土

く
」
。

l

資
料
番
号

9
－0

9
1

地　
一点
一

第
1
地
点

第
1
地
占

担
区 II II II

1　
　

－遺
構
－一
名

1
雨
下　
－包
含
層

包
含
層
．

－地
山
直
上

地
山
直
上

地
山
直
上

地
山
直
上
一

一地
山
直
上

－C
8
．
D
8
（G
－1
6）
第
Ⅰ
層

C
8
－・
D
8
（G
－1
6）
一　
第
Ⅰ
層

。
8－
．
D
8
（G
－
16
）
第
Ⅰ
層

C
8
・－
D
8
（G
－1
6
）
果
Ⅰ
層

C
8
．
D
8
（G
－1
6
）
第
Ⅰ
層

C
8
．
D
－8
（G
－1
6
）
第
面
層

C
8
・
D
8
（G
－1
6）
第
II
I廟

時
代
・一
時
期

種　
　　
類

部　
　　
　

位
備　
　
考

後
期
初
頭

後
期
初
頭

－後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
果
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ
／
シ
カ

イ
ノ
／
シ

肋
骨

9　
2
a

9
2
b

9　
2
C

9　
2

9　
2

9　
3．

9－
3

－9
．3

9　
3

9　
4

9
5

9　
6

9　
7

9
9

9
9
a

9
9
a

9
9
b

ハヽヽ
第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
古
・

肩
甲
骨
・
右

II II

イ
ーノ
シ
と

イ
ノ
シ
シ

距
骨
・
右

中
手
／
中
足
骨
1工
椎
骨
遠
位
部
－

II
イ
ノ
シ
シ

シ
カ

シ
カ

シ
カ

シ
カ

下
顎
骨
・
左
側
破
片

1．ヽヽ
一一
第
1
地
点

第
1
地
占
II II
I

II
I

第
－1
臼
歯
．
右

角
骨
、
第
1
白
歯
・
右

ノ・ヽヽ
第
1
地
点

第
1
地
点

一
第
1
地
占

中
足
骨
．
右
・
近
位

II
I

中
手
骨
片

II
I

－シ
カ

中
型
獣
不
明
種

ヽヽ

頸
骨
．
右
、
骨
体
の
破
片

ノ．ヽヽ
一・

第
1
地
占
ⅠⅠ
Ⅰ

大
腿
骨

／、、ヽ
一一

第
1
地
点

第
－1
地
点

第
1
地
占

II
I

獣
骨
片
不
明
種

破
片

2
個

後
割
初
頭

。シ
カ

頸
準

II
I

II
I

後
期
初
頭

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ
／
／
カ

：下
顎
枝

切
り
痕

／．ヽヽ
第
1
地
点

第
1
地
点
一

第
1
地
占

第
II
I層

C
8
．D
8
（G
－1
－6）
北
壁　
第
ⅠI
I屑

C
8
．D
8
（G
－1
6）
北
壁　
第
II
I層

C
8
－．
D
8
－（G
－1
6）
北
壁　
第
III
屑

C
8
・D
8
－（G
－1
6）
北
壁　
第
III
層

C
－8
－・p
、8
（G
－1
6）
北
壁　
第
III
層

C
9
1・
D
9
（G
－1
8）
－
第
1．
層
一

D
9
・
D
9
－（G
－1
8
）
一第
II
層

（G
－1
8）
一　
第
II
層

一一
C
9
・
D
9
（G
－1
8
）
第
III
層

B
－8
（G
－
15
）
第
血
層
－

p
－4
4

p
14
2
1
南
下　
包
含
層

1
面
下　
包
含
層

－
上
面　
N
o
．1
6
－

西
壁　
3
面
下

西
壁　
3
面
下
包
含
層

西
壁
3
両
下
包
含
屑

－肋
骨

II
I

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

切
歯
．
．1
．
左

II
I－

II
I

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

イ
ノ
シ
シ

シ
カ

切
歯
．
2
・
右
・

ノ．ヽヽ
第　
　
占
II
I

II
I

模
骨
、
骨
体

9
9
C

1
0
．1

1
0　
2

1
－

1
地
…
、

第
1
地
点
一

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
占
－

シ
カ

尺
骨
、
骨
体

後
期
初
頭

シ
カ

助
骨
片

II
I

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

後
期
初
頭

シ
ーカ

ヽヽ

中
節

i

II
I

獣
骨
片
不
明
種

破
片

0
3

1
0
4

叩 II
I

シ
カ

尺
骨
・
右

F
ig
・9
－
2

1
0　
5

ノ．ヽヽ
第
1
地
占

ア
シ
カ

ヽヽ

破
片

F
ig
．
9
1
4

1
0　
7

1
0

／．．ヽヽ
第
1
地
点

第
1
地
点

第
1
地
占

II
I

獣
骨
片
不
明
種

破
片

2
個　
F
ig
・9
－
2

ⅠⅠ
I

II
I

IⅠ
I

シ
カ

上
腕
骨
・．
右
．
遠
位
部

8

1
0
9

1
0
9

1
1
0

獣
骨
片
不
明
種

獣
骨
片
不
明
種

破
片

2
個

ノ．ヽヽ 占
破
片

多
数

第
1
地
…
、

第
1
地
点
一

第
1
地
占

II
I
－

II
I

タ
ヌ
キ

ヽヽ

尺
骨
、
僧
体

1
1
1

獣
骨
片
不
明
種

ヽヽ

破
片

2
個

1
．L1
2

ノ．ヽヽ
第
1
地
占
－
II
I

II
I

獣
骨
片
不
明
種

、、

破
片

ノ．ヽヽ
第
1
地
点

獣
骨
片
不
明
種

破
片

1
1
3

シ
カ

鹿
角
片

〃



表
10
．
桑
原
飛
櫛
貝
塚
出
土
骨
類
同
定
結
果
（そ
の
他
）

、　ヽ
　ヽ　
　　
　言

＼貞1
時
代
．
時
期

後
期
初
頭

？ ？

後
期
初
頭

言
資
料
番
号　
地
。、
、
地
区　
　　
　　

過
角
骨
の
幹

軽
石

軽
石

材

7
4
第
1
地
点
Ⅰ
貝
層
上
面

2
個

7
7
第
1
地
点
Ⅰ
中
世
包
含
層

2
個

7
8
第
1
地
点
Ⅰ
中
世
包
含
層

9
6
第
1
地
点
II
I
C
8
・
D
8
－（G
－1
6
）
第
II
I層

l

ト
ー
I

N C
⊃ l
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